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1. 沿革と概要

1. 沿革

東京大学生産技術研究所は，昭和24年5月31日公布の国立学校設置法に

甚き，生産に関する技術的諸間題の科学的総合研究と，研究成果の実用化試

験を行うことを目的として同日付で千偲県千葉市に設置された．

設立当初は部門数 15であったが，昭和 25年度に 10部門を，同 26年

度に 10部門を，同 32年度に 1部門を増加して，現在 36部門となってい

る．

当研究所は次表に示すような 5部に分れ，それぞれの部において表に示さ

れたような専門分野を担当してし、な

所長は，瀬籐象二，兼重立九郎，星合正治， 谷 安正に続いて， 昭和 33

年4月より幅田武雄が就任している．

第1部（括 礎）ー一忙：r「l数学・応用光学・音郭工学・ 固態材料学・
流休物理学・応用電子学・放附線工学・ 材料カ

学・ 応用弾性学

第 2 部（機械• 船舶）ー一機械力学・機構学・伝熟工学・ 熟原動機学・ 流

体機械学・化学楓械学・ 切削工作学・非切削工

作学・精密加工学・ 溶接工学・板金及船体構造

第3部（電カ・通信）

• 船体運動学

• 動力機器学・ • 電力制御

・通信機摺学・ 超短波工学・

応用電子工学

第4部（化学・ 冶金）—―—無機工業化学· 工業電気化学及工業光化学・有

機工業化学第一• 有楓工業化学第二• 有槻工業

化学第三・化学工学・無機工業分折学・有機工

業分析学・ 鉄銅製錬工学・ 非鉄金属製練工学・

金属加工学・金属材料学

第5部（土木・建築） 土質工学・土木構造学・交通路工学• 水工学・

測屎学・建築構造学・建築環境学・建築装備学

・建築生産学・建築配置及機能学・生産技術史
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2. 研究所の位置・敷地・建物・配置図

A. 位置

千葉市弥生町 1番地

国電総武線西千葉駅東口下車すぐ前，京成電車黒砂駅下車東北へ 300m.

B. 敷地・建物（面積）・配置図c凸版）
敷地総面積約 491,551. 5 m2 

区 分 主な施設または棟数

中 央 本館，講堂，中央講義室，嚢堂，不燃書庫等

第 1部 5.5 棟 3,143.2 4,929.9 

第 2部 8.5 棟 4,710.4 6,811.9 

第 3部 3.5 棟 2,404.3 3,625.8 

第 4部 11. 棟 4,511.1 , 7,062.2 

第 5部 8. 棟 4,757.0 8,813.3 

試作工場 1. 5 棟 719. 3• 950. 7 

宿 舎 12. 棟 849. 6 : 849.6 

合 計 25, 101. 9 38, 399. 5 

この外，構内には研究上試作した軽金属住宅一棟があり，建物に関する諸

条件を測定している．建物ぱ軽鼠不燃書庫，特殊吹精実験室を除き，殆どが

木造建物であったが，国立大学整備計画に砧き，昭和 30年度より新営計画

が施行されることとなり，構内南地区に 30, 31年度に鉄筋軽鼠コンクリー

ト造 3階建 2,654.6m2が完成し，第 5研究部が使用しており， 続いて第 2

研究部実験室 661.2m2第 5研究部実験室 661.2m2が新予定になっている．

c. 各建物と主な用途

建物名 I楠造 I延面積 i所属部I
本 館 I木造平方米 ＇ 

二階建
1,930.9事務部

大‘生
堂 II 坦 I 
平家建

947, 8: " 

599.3 II 

1,266.8'II 

110.1[ II 

主 な 用 余一、J

止
円
含

n

L
}
 

イー、

,,v, 
ロ
土
II 
、A

中央講義室 I木垣
二浩建

本館付屈 I軽棗鉄骨二堵建

所長室，会議室，中央事務室，医轡室，電
話機械室，交換室

講堂，写真室，徽分解析搬室

食堂，底務室，厚生施設

講義室

軽鼠不燃蓄I車
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第 1部事務室，図書室，会議室，所員辛，
材料試験室，疲労試験室，振動実験室，応
用力学研究室

所員室，会議室，応用物理研究室， 工作室

放射線実験室，応用物性論研究室

冶金工場（解，圧延，引抜，工作）

所員室，非疾金属製錬研究室，合金及金属
加工研究室，金属試験室，油脂化学研究室

所員室，粉末冶金研究宝冷冠鋼製錬研究室，
アイソトープ研究室，有聡合成研究室，無
機化学研究室

所員室，化学工学研究宝

第4部事務室，会議室，図古室，講義室

所員室，無機化学研究室，写真及電気化学
研究室，石油化学研究室，染料研究室，糖化
及発酵研究室，元索分析室，菩電池室（付属）

所員室，無概工業分析研'it室，有機工業分
析研究室，有機合成研究室，タール研究室，
徽鼠合成研究室，製氷室

電気化学研究室，応用化学：工場

所員室，糖化発酵試験エ揚，硫黄製錬実験
工場

鉄鋼製錬（特殊吹籾）研究宝

ト）レクコンバータ研究室，熟工学研究室，
写真研究室，鋳造研究室

自動車及内燃槻関研究室，直流電源室， Jこ
作室

第 3部事務室，所員宝，計證室，会議室，
図書室，叶器較正室

マイクロ波研究室，電子計浙噂詮研究室，高
周波研究室，圧電気研究怠真空管試作室，
超音波研究室，屯気制御研究室，航空電子
i工学研究室， トランジスタ研究室，パJレス
回路研究窒

受電所，高屯圧研究虫，模型送屯線研究室

屯気機械研究室， トランジスク試作室，溶
接研究室，工作室

II 

II 

II 

：コンクリート実験玉，水理学実験宝，土木
［棉造学実験室

3
 



木造
二培建 I

l,117.7i第 5部

木造 i
平家建 I

408.3 

// i 116. 41 // 

178. 2i第 1部
I 

1,263.5第2部

1,247.3第 1部

11 755. 01第2部

" : 1,655.) 

木造 563. 61試
平家建. Iエ
11 554. 叶第2部

不
, I 

造
二陪建

949. 41第 2 部
試作工場

II , 985. 41第2部
I 

ポンプ室 I
1木造 i
平家建

129.6事務部
I 

鉄筋怪鼠 I I事務室，所員室，会議室，図曹室，コンク
第 5研究部ロンクリ
1 号餡 卜造三

I i 2,657.2: 第5部 Iリート研究室，構造研究室，水理研究室，
',-階建 5 

＇土質研究室，交通研究室，写真測箪室，音; I~ 媒研究室，木工室，金工室
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木造
二階建

II 

環境研究室，音唇研究室

建築材料実験室，構造実験室

建築実験工作室，材料置場

ロケット研究室

3
 

4
 

5
 

作
場

所員室，会議室，図粛分室（楓械），測定室

風洞実験室，気体力学実験室，応用力学研
究室，工作室

自動制御研究室，機械力学研究室，工作機
械研究室，塑l生加工研究室
第 2部事務室，所貝室，電子顕微鏡室，
接及船体樅造研究室，図渥分室（梢密），
議室，製図室

事務室，機械工場

溶
会

6
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自動制御研究室，高速度写真研究室，精密
加工研究室

所員室，図書分室（船舶），試作工場（木工
場及設計室）

所員室，水槽実験室

所内水道給水源

D. 水道・電気・ガス・電話

水道は構内 2ヶ所におのおの 178m,133m 

ポンプにより汲み上げ，全施設に自家給水している．

で，停電時；こは県営水道に切替の設備がある．

電気は，東京電力株式会社と自家用の契約をし， 5COKWの設備を持つ受

電所で受けて自動電圧調整器で電圧調整を行った上各ブロックの変圧器でそ

れぞれの用途により変圧送電している．電力消費鼠は月平均 47,000KWH. 

ガスは東京瓦斯株式会社と契約し，構内に設けられたガスホールダ（容積

150mりを通じて供給している．ガス消費量は月平均約 12,000m尺

電話は千葉局に 11回線加入し，私設交換機は自動式A型で， 400回線の

容聾をもち，付属する手動中継台は局線20回線，内線200回線の容量がある．

さく井を行い，ボアホーJレ・

給水鼠月平均20,000m3 
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2. 研究活動の概観

1. 研究計画ならびに方針

わが国における工学と工業とは，その発達径路の関係上，必ずしも相互に

密接に連絡されていたとはいいがたい． この欠陥に鑑み，当研究所は，

に関する技術的諸間題の科学的総合研究に直点をおき，研究成果の実用化試

験を行うことによって，工学と とを結びつけ，わが国工業生産技術の水

準を高め，延いては世界文化の進展に寄与しようとするものである． このた

め生産の現場と緊密な連絡を保ち，生産技術の実態を知って，適切な研究計

圃を立てると共に，現場から寄せられる技術的諸問題に対しても，実際的な

解決を憫ることを屯要な使命としている．

当所の研究員（ま，それぞれ自己の属する専門分野の迎歩発達のために研究~

を迎めているが，研‘究所としても或る具体的な問題を採り上げたり，あるい

は適当と認める外部からの研究委託を引受けたりする． これらは間題によっ

て関係のあるいくつかの専門分野の人々で，研究班を組織するしくみになっ

ている．当所がほとんど工学全体にわたる専門分野を有するのは， このよう

た総合研究態勢が最も好ましい方法であり，そのためには多くの専門分野を

必要とするからである．

焙礎研究の成果が打出されると，一歩前進して，技術」：，経済」~の而から

工繋生産化への可能性を立，；正しようとしてこれを別個の研究組織に移して中

間規模の試作または試験をも行ってし、る．

今までの経験によると多くの受託研究は， これを担当した研究者に対して

直談に或いは間接に研究上多くの利益を与えている． しかし受託研究を引受

ける限度は，当所の自主的計両をさまたげない範囲で行い，また短期間に結＾

児を求める目先のことばかりに力を注ぐことになってはならなし、ことはし、う

までもなし、．

以上のように工学の広い分野を備えて総合研究を行い，中間試験研究に前→

進し，産業界と連契して受託研究を行う態勢にあることは，当研究所の特色

である．

行政組織は，後章に記す通り，所内に，教授会，教授総会の外，所長の討昏

問機関としての常務委員会を設け，また各種の専門委員会を設置して事務部・

5. 



を指導し，助言を与えている．

その他に，実際の生産現場と提携し，生産技術の実態を把握して，研究の

使命を達成しようとするため，また航空研究所と本所との協力体制を進める

ための航研•生研連絡会議があり，定期に，或いは臨時に会議を開いて研究

上の問題や連営上の事項について意見を交換している．

2. 昭和 33年度の研究の現状

A. 中間試験研究•特別研究

中間試験研究は，基礎研究の完成したもので，生産に移すために中間規樅

の試験研究を必要とするものについて行う研究である．昭和 25年度より実

施し，その研究題目は，毎年選定することになっている． しかし研究の内容

によっては， 2年以上にわたって継続実施されるものもある．

特別研究ぱ，上記中間試験研究以外の研究で，基礎研究のうち，特に研究

業綺が顕著であり， しかも完成が近く期待される段階にある研究であって前

記と同様に，その研究題目は，毎年選定することになっている．

1. X線回折設備

教授一色貞文

本年度において次の設備を補充した．

1. 自動記録X線回折計（理学電機製 Geigerflex). 粉末結晶の回折線の

同折角と強度を直読ならびに自動記録させる設備で，結晶解析を行うほか，

定景分析，金属組織学的利用，応力測定などに使用される.X線管としてぱ

Cu, Fe, Coの3種がある．

2. 同上用試料加熱装置．真空加熟炉および温度調節用プログラミング設

備がある．

3. 回転陽極型強力X線装置. X線回折用のX線発生装置で， Cu陽極を

用い lOOmAの管電流を通すことができ， 短時間の露出で回折写真が得ら

れる．

4. 結晶粉末データファイル (A.S. T. M. 発行）

約 4000種の物質の面間隔，面指数，回折強度などを表示したもので，定

性ならびに定蟄分析に利用される．

£ 



2. 高密度中性子線束発生装置の試作研究

主任 助教授 永五郎

名誉教授谷 安正

教授 藤 周 平

” 色貞文

” 末岡清市
助教授 加藤正夫

助手 鈴木寛文

比較的低コス｀卜でできる密度の高い中性子パJレスピームを発生する装置の

試作研究である．従来のイオン加速装置による中性子源は，イオン源よりイ

オンビームを引出して加速するのでターゲット電流はたかだか数 mAにす

ぎない．それに比してこの装置では大型のイオン源をつくり， この中に強力

なプラズマ放電をおこさせ， このプラズマ柱の近くにおいたターゲットに

lQ-5 sec以下のたち上りの高電圧パ）レスをかけることによって， プ ラズマ内

イオンを加速するので，瞬間ターゲット電流ぱ従来のものに比して 10•-101

倍大きくとることができる． このような特色をもつ中性子源は各種の実験に

利用される．また強い磁界内プラズマは熟極反応に関連して注目されてきた

がこのようなプラズマの届礎的資料をうるのに適している．

3. 平均力が作用している場合の腐食疲労に関する研究

且り孝しオ受 プ(ii'・ ヅも l仕l且ll

敦授岡本舜—

オ支 rr :It JII 少2: j~ 

鉄銅の腐食疲労なる現象の槻構の本質は，岡本・北川が明らかにした所に

よれば，クラックの早期発生およびその成長という点にある．またクラック

の成長には応力振幅のほかに平均引張応力が決定的な要索になることが知ら

れている．それゆえ腐食疲労の機構の研究をさらに進めるためにも，またそ

の結果を実際の問題に応用するためにも，平均力が作用している疲労試験を

行わなければならない．本年度には昨年度から引続き一般の腐食疲労試験を

行うとともに，あらたにこの目的に適した疲労試験機を設計し，試作した．

この試験機の負荷横構には西原式疲労試験楓のそれを採用し，曲げおよび捩

りの腐食疲労試験が行えるようになってし、る．容整は約 1t,cm土0.6 t・cm.

繰返し速度は侮分約 1500である．
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4. 材料試験機の検定装置の整備

材料実験室

材料実験室においては常に設備の保修• 更新に勉め，測定精度の維持・向

上を計っているが，本年度は次の設備を新たにそなえた・

1. 基準環状ぼね型力計容覺 50t 

これは主として材料試験機の検定または較正に用いるもので，従来からあ

る小容鼠のものと合わせると，当試験室にあるすべての材料試験機の検定が

ほぼ満足に行えるようになった．なお本器は一般の実験の際の検力器として

も川し、ることができる．

2. 分銅式標準圧力計容燈 300kg/cm2 

これは圧力計の試験または較正：こ用いられるもので，油圧型薄板試験機の

検定およびブルドン管の検定等に用いられている．

5. 特殊計算式万能自動制御装置の試作研究

助教授 大島康次郎

普通，一般のプロセス制御には連続式PID制御装置を使用するが，プロ

セス動特性の変動，外乱等により最適制御することは難しい．本研究では制

御装筐として計数型電子計罫機を用い連続式に比し遥かに高級ないわゆる計

邸機制御を行い，かつこの目的を満たす計卵機の最低限度を見極めるのが目

的である．プロセスの動特性の変化を入出力の相関で検出し，それに応じて

任窓伝達関数発生装置の重みを変更し，最適伝達関数を常時維持するという

動作を，記憶装置として磁気ドラム，演卵，制御回路にゲルマニュームダイ

オード， トランジスタを用いた storedprogram方式の計郷機に行わしめる．

また前記以外の制御動作を行わしめ，その得失を調べるのも将来の目的であ

る．

6. 金属材料の変形抵抗に関する研究

主任教投鈴木 弘

技官橋爪 伸

金属材料の変形抵抗は，金属加工楓械の設計と金属加工技術の甚礎となり

重要な資料であるが，温度・変形速度• 加工履歴の 3者のかん数であって，

その測定には特殊の機械設備と技術とを要するので，その測定結果はきわめ

て少ない．本研究では落鎚衡撃圧縮試験機・カムプラストメータおよび材料
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試験機の 3者を使川して，高速・中速・低速の全域にわたって，広く各種材

料に関する研究を続行してし、るなお外部からの特殊材料の研究委託に応じ

てし、る．

1. 潤滑摩耗試験機の試作

且り泉［オ； ．`ヽ”1
 
！
 
,‘
 
J

}

 ;
l
’
 

止： クヽ/9
 

金属の潤渭状態における摩耗の研究には油膜の形成状態または金属の採触

状態を知ることが重要である． このために接触電気抵抗と摩擦係数とをIEiJ時

に任怠の時間記録できる摩耗試験機を試作した． この装置を用いて摩耗屈と

採触電気抵抗との関係を測定するとともに潤i竹油添加剤の影粋，機械部品の
耐摩耗性の向上などの研究を行う予定である．
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高速度パルス回路の応用に関する研究

脇義雄

色貞文

富永五郎

渡辺 Jj脊

大島康次郎

放射線のエネルギ介布を測定するのに必要なパJレス波高分析器の中で掃引

式琳ーチャネル型波高分祈器について研究を行い，出力表示部に新しい方式

を考案し，測定に要する時間を著しく短縮することに成功した．また多チャ

ネル型波高分折器についてもバJレス波高変換回路，磁心記憶回路等の試作を

行なって，設計資料を得ることができた．

待時式交換回路の等価回路では，多数の待合せ装置を有する回路を構成し

て種々の条件下で実験を行い，ほぼ理論と一致する結果を得た．
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s. 高周波フェライトの研究

藤成文

色貞文

松下幸雄

尾上守夫

黒川兼行

フェライトは，従来，中間周波トランスJ廿コア，電気計邸機索子用，磁歪

索子用として比較的低周波帯で使用されていると同時に，マイクロ波非可逆

3;,! 
名（ 技 斎

” 
助教校

” 
” 
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或いは可変索子用として超高周波帯で実用されている． この中間の周波瞥

（数百 Mcより 2,000Mc)でもフェライトの利用が強く望まれていると共

にフェライトの共振点もまたこの幣域内にあるため， この周波数帯の特性の

測定は重要な研究課題であった．先に，同軸線路に挿入された試料のインビ

ーダンスの測定より電気的特性を示すスカラ箪を容易に分離測定する方式を

考案し国内メーカーから提供を受けた各種フニライトについて実測を行った

が，続いて，縮退同軸型の共振器内に小試，料を抑入することに括く共振周波

数およびQの変化の測定よりテン‘ノル絨の分離測定に成功した．従来の円形

空胴共振器によるテンソ Jレ聾の分離測定法は， 2,OOOMc以下の周波数では，

測定装置が大型となる欠点のため適用され難かったが，前述の方法はこの欠

点を持たない．同様に小型化を目的としたフェライトの応用装置として，螺

旋回路の内側に涌入された環状フニライトを円周方向に磁化することによっ

て 1,000Mcの共嗚吸収型の広帯域単向管の試作にも成功している．また，

縮退同軸型の非可逆性回路についても検討中である．

10. 低雑音マイクロ波真空管の性能向上を目的とする電子ピーム

雑音測定装置

教授斎藤成文

助教授 松永正久

” 安達芳夫
II 浜崎襄

担当研究者の一人斎籐が米国MITの研究所において実験的iこその存在を

見出した電子ビーム中の電流雑脅成分と速度雑音成分の相関性を利用して低

雑音電子ビームを得ることを目的としていな測定装置としては I0-1mmHg

の高真空度中に電子ビームを作り，さらに測定用空洞共振器2個を外部より

駆動せしめるという極めて難しい機構が必要であり，現在大体その試作を完

了した．その性危向上および電気的測定回路の整備に努めている．その完成

は見通し外通信その他に低雑腎受侶機の出現が望まれている現在大し ,1こ期待

がもたれてし、る．

11. ミリ波伝送線路の実用化研究

助教投 黒川枇行

教投斎藤成文

近時テレビの中継，電話の即時化たど通信に要求される容鼠の飛薙的な増

10 



大ととも（こより高い周波数帯域，すなわちミリ波の開発が必要欠くべからざ

るものとなってきた． ミリ波の伝送線路としては，現在低損失円形瑶波管

TEo, 姿態が考えられるが， これが基本姿態でないため現象が複雑で解決し

なければならない幾多の問題が残されている．本年度はその 1つである姿態

間の結合現象の研究を行うため長いパイプを引いてマグネトロンからのパルヽ

スを通しプラウン管上で観察する実験を進めている．

12. 耐熱性電気絶縁材料としての低融点ガラスの研究

助教授今岡 稔

有機絶緑材将に代る耐熟性電気絶緑材料としてのガラスの利用を開拓する

目的で，ガラスの膨張係数，変形温度，粘性係数などの基礎的性質の測定を

計画し，まづ自記記録式の熟膨張と粘度測定装置を試作し，前者によってボ

ーレーイ，フォスフェート，バナデート，テルライトなど各種成分系のガラ

ス 100種以上について，熱膨張曲線をつくり膨張係数，変形温度を調べた．

13. ニトロパラフィンおよびその誘導体の合成

教授浅原照三

研究員 梱場逸

石油化学工業の一環として重要なニトロパラフィンおよびその誘導休の合一

成を目的として，昭和 31年度より引続き研究を行った． 原料は天然ガス

（メタン），石油分解ガス中のプロパンープロピレンガス，プタンガスおよび

靡級炭化水索（ドデカン）を使用した． 本年は新たに迎続気相ニトロ化装・

置および気ー液相ニトロ化装置を完成し， これによって反応条件の決定，装會

置材料の検討，廃硝酸の回収，生成ニトロパラフィンの分離等の研究を行っ

た．ガス状および液状炭化水索のニトロ化の条件の決定は完了し，引続き小＊

規模ニトロパラフィン製造装置による製造研究を行っている．誘郡休として

は， ヒト｀ロオキシアミン， クロロピクリンの焚造条件の決定および界面活i生

剤の原料である 2ーアミノー2ーメチル・プロパノールの合成を行った．

14. 溶洗スラグ系における酸化還元反応の速度論的研究

助教授 松下幸雄

鉄鋼製錬；こおいては，主として不均一系化学反応が相互にあるつながりを

保って進行するが， これに拡散，粘性流動などの物理過程が著しい効果をも
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っている」：， とくに現場的：こ（ま，熟力学的平衡状態を期待できないのが粋通

である．そこで，製錬反応の進行度を求めることがてきるようた中間規模の

溶解設備を試作し， とくに銑鉄の脱硫機構を研究した．

15. シンチレーションカウンタ電源部およびカウンタ本体の設備

助教授 加藤正夫

前年度において，シンチレータ (7線用）およびシンチレーションカウン

タ用プロープ等を購入し，森脇教授と共に，波高分析装置の試作研究を行っ

てきた．一方， r線の高能率測定を可能ならしめるため，本研究費により，
表題の股備を購入し シ／チレーションカウンタとして完全に使用しうるよ

うにした．

16. ソイルセメント試験法の研究

励教授 三木五三郎

ソイルセメントの性質の試験にはその安定性と耐久性を調べることが鰍要

であるが，従来の米国式の規格では非常な手数を要した耐久性試験を，英同

規格式に箇単で合理的な，安定性の試験とも関連性の大きな試験方法におき

かえることを研究し，新しく凍結融解試験装置をつくって関東ローム等に

ついての基本実験を行った．その結果によれば，わが国の火山灰土について

も新らしい耐久性試験方法の適用性の大きいことがわかったが，特に赤土で

は層が変るごとに（深さが 50cmほど迎うだけでも） 極めて大きな耐久性

の相異がみられることが明らかとなり，今後の‘ノイルセメント処理法につい

ても問題を提起することになった．

17. 吊橋の減衰係数とその耐震性に関する研究

励教授 久保 J芝三郎
吊橋の減衰常数を本邦の 7橋 （スパン 150m以上）について実測した結

呆，その値は 0.004-0. 006で他の構造物に比してかなり小さ l、ことが半iJ明

したので，吊橋の減衰常数の実体を調べるために，スバン 10mの小型吊橋を

作製した．試験吊橋は補剛桁の剛度が減哀に重要な役割を果していると考え

られるので，大小二種の剛度の補剛桁を作った．摩擦による減衰，振動数の

変化，自重の変化等と減衰常数との関連を明かにすることを主な研究テーマ

とした．摩擦による減哀は吊橋の減衰常数を大きくするのに，剛度と共に役

立っていることが判明した． 自重の変化による影孵ぱあまり九い．
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耐震性に関する実験ぱ地震叶を設設して地震に対するレスポンスを測定す

ることを計両してし、る．

18. 床版試験機の試作研究（継続）

主任敦授幅田武雄

” 星埜 和

助教授 三木五三郎

” 久保慶芝郎
平面的に移動できる戟荷妓置をもち，かつ大きい荷重 (200ton)で試験で

きる床版試験機を計画，設計した． この試験機によって床版，舗装｝阪および

立体構造物の実物に近い強度のものについて試験することが可能になり，特

に舗装版の試験の場合は邸礎地盤に悪い影態を与えることなく強度試験を行

うことができる． これらの実験によって銅床版，鋼グリッド床などの平而構

造物の廿hげ捩り強度試験を行うことができ，構造物の実体が究明され，設計・

法の改良に資するほか，路盤の支持力理論の確立，合理的設計ができる．

昭和30年度は試験機の設計および付属測定設備の整備を終了し， 31年度

に試験機 1台 (100ton)の製作， さらに 32年度に残り 1台と試験機全体の

基礎の施工を完了する予定であったが，砧礎の部分のみは事情により来年度

に完了することになった．

B. 総合 研 九六

1. 観測ロケットの研究 (SR研究班）

教投福田武雄 教授池田 健

” 星合正治 ” 糸川英夫（幹事）

” 高木 昇（幹事） ” 玉木章夫（幹事）

” 沢井善三郎 ” 平尾 収（幹事）

” 橘 藤雄 ” 坪井善勝

” 丸安 l冷和 ” 浅原照三

” 福田義民 ” 末岡清市

” 斎藤成文
助教授野村民也 助教授植村恒義

” 池辺 陽 ” 森大吉郎（幹事）
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助教授勝田高司 助教授富永五郎

II 山田嘉昭 ” 渡辺 勝

II 武籐義一 ” 安藤良夫
II 丹羽 登 II 黒川兼行

SR (Sounding Rocket)研究班ぱ，当面の目標として第 3回国際地球観

測年 (IG Y)におけるロケット観測を行うため，結成された総合研究班で，

所外の大学，会社の研究機関の協力を得て観測ロケットならびにテレメータ

リング等の完成につとめた．

昭和30年 4月に始まるペンシJレ・ロケットの水平飛しょうから， ペンシ

Jレ，ベビー，カッパ 128,122, 150の空中飛しょうの段階を経てメインロケ

ット 150型を完成し， 220,330,245の段階を経て，プースタ・ロケット 245

を完成し，昭和33年6月， 150と 245Bを組合わせたカッパ VI型の飛し

ょうに成功した．折から同年6月は， ロケット観測における世界共同観測期

間たる世界日に当り，わが国は VI型をもってこれに参加した．以後IGY

最終日たる 33年 12月末日までに，気温，風，宇宙線，気圧，太陽スペク

トJレの本観測として 8機（他に予備観測 1機） を打揚げ， なお 34年3月末

までに残存の 4機（気温，風，太陽スペクトル）を打揚げた． ロケットと併

行して，テレメータ， レーダが開発され，またオプティカル・トラッキング

も昼間に夜問に各種の方法が考案され， ロケット，エンジンの燃焼， トラジ

ェクトリの究明に貢けんした．

テレメータは主として，宇宙線，気圧のインフォメーションに用いられ，

レーダはロケット発射基地に GMD-1を設け，左右約 40kmの2点と 5km

の地点に受信所を設けて，三角測扇の方法で， ロケットのトラジェクトリ，

回収ロケットの場合の切断ロケーション，気温，風観測の場合の発音弾作動

等のインフォメーションに用いられた．

ロケットは，推薬，機体の構造，強度，振動等の諸問題を取上げ，地上テ

スト，小型ロケットによる飛しょう，単機ロケットによる飛しょう等の連続

した研究を行い， VI型ロケットとして安定した性能を持つようになった．

VI型ロケットは，上下角 80つで 60kmの高度をコンスタントに出すこ

とが確められ 34年度に開発しようとする大型ロケットの基礎資料として十

ぅ｝なものが得られた．

34年度に PIを積んで高層観測を行ったものは，予備観測も入れて 13機

で内 33年 12月の IGY期間中に行ったものは 9機で，その内訳は，太賜

スペクトル 2楓（内 1概は予備観測），宇宙線および気I玉2機，気温，，風 5機

14 



で， 34年3月，さらに太陽スペクトル 2機，気温， 風 2機の飛しょうを追

加した・ 太陽スペクトルは，飛しょう途中で，ロケット頭部を切断し，洵上

で回収するため，海上保安庁巡視船が特にこの任務を分担した．初めの 2機

は回収されたが， 34年 3月31日現在， 3月に打揚げられた 2機は回収され

ていないまた気温，風は，初めの 5機は発音弾2発で計測を行ったが，

11月アメリカ気温，風主任観測者ストラウド博士が秋田を見学した際の助

言が端緒になって， 5発に増すことに決め， 3月飛しょうの 2機は， 5発の

発音弾を積んでこれに成功した．また発音弾の閃光を赤外線で検出する方法

もこの実験に応用し，好結果が得られた．

34年度は，さきに日本学術会議内に設置された COSPAR(宇宙空間研究

連絡委員会）の業務の一つとしてのロケット観測を分担することになり，ロ

ケットは 80km以上の高度を持つものに性能向上し， このものには，遣離

層観測を行うことを目標とし，兼ねて IGY補足の邸味をもって VI型ロケ

ットによる太陽スペクトル，宇宙線等の観測計圃がある．一方レーダは， こ

れまで自動追跡レーダのみをもって計測したのに対し， ドプラー・レーダを

加えて，新しい見地からトラッキング方式を開発することも計圃中である．

ロクーンは， これまで原子核研究所ならびにこれに付置するロクーン委貝

会が担当していたが，年度途中から生研へ移行し， SR研究班の業務の一つ

として包含し， これを継承することになった.33年度に実施したのは， バ

Jレーンによるランチング操作（特にその安定方法）と，バルーンによるロケ

ットの上昇中の推薬温度の分布，変化の状況を解明することにあった．離陸

については，特殊放球装置を試作し， これに補助バルーンをつけて行い， こ

のリハーナル後，埼玉県本）王市から東悔岸に向けて 2機放球し，本庄市と茨

城県館野で，テレメータ受信を行って，バJレーン飛揚中のロケット試験体の

温度斎料を計測した． これらの実験は， いずれも晶本的間題の研究で， step

by stepの方法を採った. 34年度も引続きその他の砧本的門題の研究につ

とめ，その見透しと確儒を得て後， ロクーン観測に移る計画であるが，その

時期はまだ分明ではなし、．

なお， 33年度ロケット観測経費は， すべて国際地球観測年事業費でまか

なわれた．

2. ロクーンに関する研究

SR研究班

教授平尾 収
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助手岡本 智

SR研究班の一部門として， ロクーンの安全確実tc放球方法，およびロク

ーン用ロケットのさらされる温度条件に関する研究を始めた． ロクーンの放

球方法については，試作した特殊の放球装置（ロケーンランチャー）を使用

して 2m/s程度以下の風速の場合には安全確実に放球しうる目途を得た．

また 2月 19,20日両日にわたる本庄市におけるダミーロケットを使用して

の実験により，惇遊中のロケット推薬の温度をほぼ 15°C~20°c の強度範囲

に保ち得ることもわかった．今後は気球の I::昇速度のJ曽加と安全性の関係の

間題を解決し観測用ロクーンの完成に努力する．

3. 放射性同位元素の工業への応用

委員長名巻教授谷 安正 助教授加藤正夫（幹事）

委員教 授星合正治 笈( 1受 )J峨謡勾 J詞可Z

” 古fi:IてJナI、 昇 ” 幅田義民
II 菊池 ” 永）1・- 芳男
II 一色貞文 励教授松下幸雄

助教授安達芳夫 研究貝武谷清昭

本年度fj-った研究は次の通りである．

1. ラジオオートグラフの金属学への応川（継院） （加藤・小林）

2. 悔底漂砂追跡に関する実験（継続） （加藤• 小林• 佐々木）

3. Tm170を用し、たラジオグラフィの研究（終線） （加藤）

4. 潤滑油研究へのRIの応用（加藤）

5. 小型溶鉱炉へのRIの応用（継続） （金森• 加藤）

6. 塗料研究へのRIの応用（加藤）

7. 高分子化合物へのR I の応用（永井• 浅原）

8. その他

4. 応力測定技術の研究

班長 元教授 竹中二郎

幹事 助教授 大井光四郎

班員 教授 岡本舜三

” 池田 健

助教授 山田嘉昭

II 林ポ 大吉郎
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技官北川英夫

所外 30 名

応力測定技術を急速に向上させ，優秀な｝ぷ）ーJ測定楓器を試作，実用化させ

る目的で，広い分野にわたる多数の研究者が協力して研究を行っている．研

究内容は抵抗線歪叶，容絨型歪計その他各種歪計，光弾性，応力塗料，振動

測定，相似法，各種の電気計符機など多種多様であって，節月の研究会で報

よび討論を行うとともに，その成果は「応力測定技術研究会報告」とし

て発表されている．

5, ラジアルガスターピンの研究

代表者 敦授 水町長生

II 橘 藤雄

fl 平尾 収

助教投 石原聟男

本研究は従来の生研におけるラジアルガスタービンに良lする研究成呆をも

とにして， 35~409bの高し、熱効率を有する靡性従小型ラシアルカスターピ
ンを試作し，その特：、性を検討し，特に自動車用原勁恨としてラシアルガスタ

ービンを｝廿いる場合の諸問題を研究し，その実用化を叶らんとするものであ

る．

さきに試作した出）」 60PSのラジアルカスクービンの性危向上を壮り，

その応用研究を行い，主としてこれを自動車JI]原動楓として応用する場合の

諸問題につし、て研究中である． （誡験研究費）

6. 鏡面仕上の研究

代表者 教投 竹中規雌

幹事 励敦授 松永正久

所外 10 名

研削など砥拉による表面仕上におし、て，仕上面の梢度およびあらさを飛躍

的に向上させ，優良な鏡面をうるに必要な工作条件を定めるために行う総合

研究であって，今年度は主としてレジノイド砥石による高速研削をとりあ

げ，ボンドの結合条件を広範囲に変えて抗折カ・結合度などの検討を行い，

これと研削能率との関連を研究した結果，鐙面仕上にj対する砥石の最適結合

条件が明かになった．その他研削楓構の砧礎的研究，鏡面測定法などの研究

も平行して実施している．
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7. エクスパンダ加工法の研究

主任教授

助教授

鈴木 弘

大井光四郎

” 山田嘉昭
研究員 広瀬洋太郎

所外 18 名

資材を板に固定し，かつ気密を保たせるための最適エクスパンダ加工条件

を明らかにしようとするものであって，ェクスパンダ加工に彩孵する諸要素

（形状• 寸法・ 物性）を広範囲に変化して実験的研究を行うとともに，塑弾

性問題としての解析的研究を行い，ェクスパンダ加工の機構を研究し，さら

に作業規準の確立も併せて目的としている．

8. トルクコンバータ式伸線機の実用化研究

主任 教授 鈴木 1]'.C/ 、

助教授 石原智男

技官 橋爪 伸

所外 11 名

逆張カストレートライン型連続仲線機の駆動に，交流モータとトルクコン

バータを組み合わせて使用して，従来の直流モータ駆動の方式に比べて，はる

かに価額の安い（半額程度）高級仲線機を実現し，さらに本機を活用して線

材の品質向上を叶ろうとするものである．

すでに太線用 3台，中線用 4台を完成して生産機として実用中であるが，

焼鈍間の加工度の増大，線の機械多性質の均一性の向上等が明かに確iitEされ

てし、る．

9, 合金接合トランジスタの製法と試験法

主任 教授 高木 昇

分担 助教授 今岡 稔

” 安達 夫

” 尾上守夫
品質均ー：こして特性良好な合金接合ゲルマニウム・トランジスタの星産に

資する目的をもって，酸化ゲルマニウムの還元，ゲルマニウムのゾーン梢製，

単結晶生成，薄片作成，エッチング，コレクタおよびエミッタ接合の製作，
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導入線取付け，真空封止，完成品の試験の各段階の方式確立， iW!定法の改善

に努めてきた．

本年度は，つぎのような研究を昨年度より継続して行った．

(1) エッチングおよび雰囲気（真空• 水茶気・アルコー）レ蒸気）のトランジ

スタ特性におよぼす影褥

(2) トランジスタ定数測定法の改良

(3) 小振幅アドミタンス変調の研究

(4) トランジスタのパルス試験法，特にスイッチング時間の研究

10. 製版用硬調乳剤製造に関する研究

主任教授

助

菊池

永忠司

所外 7 名

写真製版には非‘常に硬潤な写真乳剤が必要である． 外国；こはすでに相当よ

い製品があるが， 日本ではまだ処方等発表されていないので，本研究班にお

いて乳剤処方，現像処方などを分担研究している．

11. 脂肪酸ビニルエステルの合成ならびにピニル化合物との共重合

主任教授浅原照三

分担 " 永井芳男

所外 4 名

高級脂肪酸の高度利用の一環として脂肪酸ビニ）レの合成研究を行い，併せ

て内部可塑剤としての性能を検討した．脂肪酸ビニ）レエステルの合成法とし

ては，アセチレンからの直接合成法，酢酸ビニJレと脂肪酸とのエステル交換

法を検討し，エステル交換法の優れていることを認めた． この脂肪酸ビニ）レ

エステルと酢酸ビニ）レ，アクリロニドリル，塩化ビニ）レとの共重合を行い，

その monomerreactivity ratioを決定し， 最適条件：こお（ナる共重合体の物

理性状を測定した． また aース）レホ脂肪酸を合成し，そのビニ］レエステJレ，

アリ Jレエステルを合成し，それらの重合物の性状を樅討した．

12, アルギン酸のイオン交換作用とその工業的応用の研究

研究代表者 教授 露橋武雄

外 2 名

高分壬のイオン交換作用の利用は）廿水の精製，稀金属の分析，分離，放射
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性物質の徐去など多くの重要な工業的応用を見るに至ったが，アルギン酸の

すぐれたイオン交換作用の応用は従来ほとんど顧みられていたし、．

さきに AlとBeとの分離，鉄，銅，アルミニウムとの分離などにつt、-c研究
を行ったが，本年度は放射｛生廃棄物処理への応用について研究しアルギン酸

カルシウムカ;Sr9oとのイオン交換作用におし、てすこぶる有効であることを

明らかにした．またモナザイトよりトリウムの製造においてトリウムとセリ

ウムとの分離：こ対しアルギン酸のイオン交換作用の応用研究を行っている．

またア）レギン酸のアルカリ金属塩類は水に可溶性であるが，水に不溶性の

イオン交換体をつくるためホルムア）レデビドを用いて架橋する場合の反応条

件に関し詳細研究中である． （科学試験研究費）

13, 1トン試験高炉による未利用製鉄原料処理に関する研究

教投金森九郎

助教授 松下幸雄

助手餡 充

II 中根千富

第 1回目は高アルミナ鉱石処理試験および第 2回目に行われる合チタン焼

結鉱使用試験のための予罰試験を行った．第 2[0]目は合チタン焼結鉱使用試

験および高硫黄コークス使用試験を行った．

14, 構造物基礎の沈下算定に関する研究

主任研究者 教授 星埜 和

分担研究者 助教授 三木」：1:.::::: 郎
外 4 名

建築物，橋梁，堤防のような構造物が比較的軟弱な屈礎地盤上に構築され

る場合，予想される沈下鼠を節定する方法ならびにそのため必要となる

試験法につし、て研究してし、る． （科学試験研究費)

15. 路面横すべり摩擦抵抗に関する研究

主任研究者 教授 星埜 和

分仔研究者 教授 平尾 収

” 亘理 厄

外 15 名

高速走行時の自動車タイヤと路而の横すべり摩擦抵抗を実鼎lするため，被
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引式の試験車を試作し，実験を行った． ＼建設技術研究補助金）

16. 交通容量に関する研究

主任研究者 教校 星埜 和

外 10 名

高速道路における屯道の交通容鼠を決定する方法について凋査研究を行っ

てし、る． （道路公団委托研究）

17- 洪水の水文学的研究

主任研究者 教授 安芸餃

1953年6月および7月に起った北九州および紀伊半島の誤水の実態およ

び原因を，主として水文学的な立場から明らかにすることを巨的とする研究，．

流域の水および土地の利用状態，河川の流れの要索，洪水のハイトログラフ，．

降雨の形態と最などを数十年間にわたる記録によって調べ，最近の状態を長

期間にわたる各種要因による変化の過程としてとらえる． （科学研究費')

16- 暖冷房設計用温湿度決定に関する研究

教授渡辺 要

外 7 名

暖冷房設叶用温湿度，特に戸外股計温湿度は本質的には各地の外気温湿度

によって決まるものであるが，その取り方は各国とも区々である．暖冷房；役

計上の盲点であり，かつその影褥するところが甚大なこの重要課題を解決す→

るため委員会を組織して，わが国で最も合理的な結諭を求めようとするもの

である． この研究メンバーば渡辺を主任研究者とし東京大学・京都大学・明→

治大学・建設省建築研究所・気象研究所その他民f1廿会社の研究者よりなって

し、る． （科学試験研究費)

C. 各個研究

第 1 部

1・1 微分解析械の性能向上に関する研究

助教授渡辺 膀

微分鮒折機の応用が迎むこともない，その精度の向上や自動化による使い
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易さが望まれる．本年度は自動曲線追従装置の二次元制御の研究を行って，

これをふくむ追従装置を試作増設した．また出力記録用に数値記録計（平尾

研究室試作）を応用することやギヤの切替選択摺，卓用自動停止装置などを

整備した．

1・2 微分解析機の応用に関する研究

助教授渡辺 勝

フィードバック接続法の安定性を実験的に調べ，その適用可能範囲を明ら

かにした．またその理論的裏付けを行った．徴分方程式の確定特異点におけ

る解を，級数展開によらず，直接機械的に解き得ることを，ベッセ）レ函数の

場合に応用し，高精度で実施できることを確かめた．

1・3 徴分解析機による観測ロケットの性能計邸法

助教授渡辺 勝

ロケットの二次元運動の飛跡を求める方程式ぱ 1・2にのべたフィードバ

ック接続法を用いて解くことがでぎる．観測ロケット研究班の依頼により，

150T, V型， VI型などの飛跡を種々の条件につぎ求め， レーダ観測値と比

ii炭検討した．

1・4 原子核の構造および核反応の研究

教授末岡清市

助手 佐藤正千代

原子核の殻模型によるエネルギ準位，スピンその他の性質が統一的に調べ

られている．特に低励起状態でスピン (0,2,2)のエネルギ準位の殻模型に

よる説明が行われた．集団模型との関係も種々試みられている．

核反応については軽核反応における核模型との関連およびその素過程の説

明，重い核での反応における光学模型も考えられ，特に非対称中心力による

叶節が試みられている． （一部科学研究費）

1・5 フ゜ラズマ状態の理論的研究

教授末岡清市

プラズマ状態の物理的性質を1唸子的面と集団的而とを同時に考えに入れて

説明しようとして研究を始めた．特に磁気流休力学的の考えのもとにその安

定性の問題を取り扱って行きたい．
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1・6 ヘリウム原子の波動函数の梢密化

教授末岡清市

助手 佐藤正千代

四次元球面函数の応用数学的の研究とそれを用いての二体問題についての

具体的計節の研究を前年に引続き行っている． （一部科学研究費）

1・7 情報理論の光学への応用

教授久保田広

且J]教授 小瀬輝次

助手斎膵弘

技術員 鈴木恒子

光学系の結像理論に通信理論を導入すると，光学系は空間周波数の伝送系

と考えることができる． この新しい観点に立ってレンズの性危の総合的な研

究を行っている．

(i) 喉間周波数特性にもとずく新しいレンズ殷計法の研究 従来レンズ

性能は解像力で評価されていたが，空間周波数特性で評価するのがもっと

も適切であることがわかった． この新しい評価法に立脚し，電子計窟機を

用し、たレンズの設計法の研究を行ってし、な

(ii) 空間周波数特性の測定法の研究 実際に製作されるレンズは設計値：

通りにはできず，空間周波数特性は実測する必要がある． このための測定

法の研究，測定機の試作研究を行っている．

(iii) 光学的粒状性の研究 カメラで拍影するときは写真感光材料の喉l閉

周波数特性がレンズのそれに加わるので， この特性も大切な問題である．

これは感光材の銀粒子の粒状性によるのでこれの物理的中立状性を研究して

し、なまた，万真感光材の粒状ぱレンズの像に対する雑音と考えられるの

で，通儒理論の雑音に関する押論を光学に導入し，光学｛象を改善すろ試み

を行ってし、る．

1・8 光学系の同折像の研究

教授 久保田広

助教授 小瀬輝次

助手 斎藤弘義

技術員 鈴木恒子
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通常の光学系の点光源の像ぱ円形の入射瞳による回折のため点とはならず

Airy discといわれる拡った像になる．偏光顕徽鐙はまたこれとは別の回折

像を示すことがわかったのでこの解析を行い偏光顕微鏡の性能を検討する一

方， この理論を発展させて，光学系に偏光板，結晶板，特別な位相板等を抑

入するときの回折像の研究を行っている．

1・9 光学的薄膜の研究

教授久保田広

助教授 小瀬輝次

助手斎藤弘義

技術目 鈴木恒子

蒋膜の光学的『t質を調べる一方多層干渉フィルタ等の薄膜の応用研究を行
っている．また色彩論の応用研究として干渉色の研究を行っている．

1・10 ロケット用固体•燃料とその燃焼機構に閃する研究

教校糸川英夫

大学院学生 秋莱錬二郎

技官吉山 厳

ーとして composite刑観測用ロケットに使用される囚体燃料について ↑ 

燃料の研究試作を行い，燃料の物理，化学，弾性力学的研究と併せて燃焼機

構に関する研究を行いつつある．設備として昭和 33年度中に完成したもの

は変圧燃焼率試験機および小型のエンジン燃焼試験用テストスタンド 2基で

あな変圧燃焼率試験機は，窒索ガスを語『たした容路の中に一定の大きさに

成咽された試料を入れ，圧力と燃焼速度の関係を手早く求める装置で， これ

によって基礎的研究の大きな進歩が促がされた．さらに小型テストスタンド

内ではすでに数一[-同の燃焼試験を行い，燃焼機構を解明し，また新咆燃料の

間発を行いつつある．

1・11 ロケット用加速度叶の研究，試作

教校糸川英夫

技官吉山 巖

外 1 名

ロケットの上昇性能は精確にはレーダを用いて測定されるが，簡易にこれ

を求める新らしい方法として，加速度を測定して積分する方法がある．最近
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米国の N.R. Lで使用し，好い成緑tをおさめている旨の連絡があったので，

この可能性を確かめるためと，併せて上昇のカ[I速度捻よび減速度からロケッ

トの推力と空気抵抗を求める目的で， ロケット用加速度計の研究試作を行し、

つつある．その原理は質屎とバネの組合わせと，この変位を電気変換するの

に，磁場内での真空管の回転：こよる電子流変化を利用する．すでに昭和31

12月のカッパ ,Tにおいて実用されたが，さらに改造しつつある・

その後，バネの質屎を，小型のマグネットに変え真空管を固定し小型マグ

ネットの遠近によって電子流を変化させる加速度計を完成しVI型ロケット；こ

実用され好結果が得られた．

1・12 ロケット性指計躯法の研究

糸川研究室

観測ロケットの上昇，安定，分散を計邸するための各種の叶鉗法を研究し，

実用的なものを確立しつつある．上昇性能につし、ては，速度—高度の phase­

diagramを作成し， これを用いる方法を展開し~， この援用によって最適コー

スと時間を決定する理論を確立した．

分散については，ペンシ Jレ・ロケット系列の実験に4;~いた理論式を得た．

また特に風の影聘を計冥する理論式をたてた．さらに将来はこれらをじん速

に行うための computerを試作する叶圃をもっている．

1・13 観測ロケット用時限装骰の研究

教授

技官

技術研究生

糸川英夫

吉山

中村円生

気温，風観澗用ロケット：こ使用される発音弾の発射，点火時間はテンプ式

の時限装置ではロケットの燃焼中の加速度，振動等によって秒時が狂い易し、．

これらによる狂いを 196以下にするため振動子型振子のタイマ， マイク
ロモータによる時限装説の試作研究を行し、，温度，加速度，振動等による秒

時の狂いの限界を実験的；こ確め，数次の実験に使用した． また多発式II計乳焚

置をも完成したが，さらに精度の向上を行l、つつある．

1・14 観測ロケットの記録回収法の研究

教投糸川英夫

技官吉山 巖

観測用ロケットは海中に浴下する． したがってロケットに搭載されている
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記録装置を回収するためには，記録装置の部分を何等かの方法によって浮上

させなければならないこの方法としてロケット胴部に収納でき，高浮力を

持つフロートが試作された．フロートは悔中に落下後，水素ガスが発生する

特殊なガス発生装置により，水索ガスが充填される． この装置については三

菱電機工業株式会社，世田谷工場の協力によるもので，また落下地点を発見

するための着色剤についても研究試作が行われ，数次にわたる実験の結果，

観測ロケットに搭載し実験が行われ回収することに成功した．

1・15 赤外線検出機の研究

敦技糸川英夫

気温，風を測定するために使用される発音弾を，数粁米間隔で次々と爆発

させ，音波が地上に到達する時間差より高々度における気温，風を測定する．

したがって，燥発時の時間を正確に知ることが必要で， このため：こ，発音弾

の爆発時に発生する赤外線を地上より測定できるかどうかの実験を地上で数

次にわたって行い， 日本電機株式会社の協力を得て，凹面鏡と PbSセル受

感部とを組合せた赤外線検出機を試作し，昭和33年 3月に行われたロケッ

トによる気温，風の測定に初めて使用し好結果が得られた．

今後は感度の向上をはかり，各種の測定器としての分野を開発ナるための

研究を行う．

1・16 超音波音場に関する研究

助教投 島飼安生

助手藤森聡雄

外 1 名

円形ピストン音i原による音場につl、て実験的ならびに理論的研究を行った・

とくに平面，凹而，凸面音源の三者の場合について統一的に扱える理論式を

導き，それに基ずく万能数表を作成した．

円筒形音源による音場について理論的ならびに実験的研究を行った． とく

に同音場による光の回折と音波の映像について詳しく調べた．

1-17 ADP  光変調器に関すろ研究
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ADP単結晶の電気光学的性質を利用したストロボスコープおよび光変

調器の研究を行った．音声周波数幣 (-10kc)の光変調器を試作し満足すべ

き結果を得，その応用としてフォトトランジスタの周波数特性等を調べた．

lMc付近のストロボスコープについて研究し， とくに結晶内に生ずる超音

被の影糊，電極に発生する熟の影脚，適当な cutの仕方などについて詳しく

調べた．

1・18 lMc超音波による cavitationの研究

助教授 烏飼安生

助手藤森聡雄

外 1 名

lMcの concave振動子により水中に生ずる cavitationの発生と伝播の模

椋を高速度写真捐影の方法により研究した．

1・19 水晶真空叶の研究

助教校 烏飼安生

助手藤森聡雄

外 1 名

水品板動子を真空中におき，そのインピータンスおよび振動数におよぼず

哀．．空度の影糀を利用する新しい型式の真空計についての研究を行った. 30kc 

から lOMcにわたる種々の振動数と振動様式の振動片を用いて， 1気庄か

ら 10-3mmHgにわたる範囲内での真空度の影評を調べている．

1・20 衝撃波管による超音速ならびに柘超音速の流れの研究

教授玉木章夫

技官三石 智

／， 永 井達成

衝撃波管内に超音速ならご打こ極超音速の気流を作り， この中に諸種の物｛本

をおいて，そのまわりの流れの場の密度および圧力分布の測定，物体にはた

らく空気力の測定，燒界層の測定などを行っている．

1・21 ロケットの空気力学的特性の研究

教投玉木章夫

技官三石 行
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硯測ロケットの空気力学的特性の理論計尻l:およ

てし、る．

1・22 X線回折計による定屎分IJ『の研究

による測定を行なっ

教校一色貞文

本年度にX線回折計を新たに設備したので， これを使I廿して結晶性物質の

定鼠分析を行うための晶礎的研究を行っている．

1・23 透過試験用X線装屈の更正に関する研究

教投 色貞文

白色X線の線質は一般にX線管氾圧で表示されているが， X線装置の構造

や整流11_11路の種類により，同一管霞圧でも線質が異るため，半価層を用いて

X線装罹の線質を更正する方法について研究している．

2・24 ロケット・ボーン気圧叶の試作

励教投 富永」i 郎

現在当研究所で開発中の観測川ロケットは 100km上空に達することが予

息されているが， これによって測るべき気圧の範囲は 760~10-4mmHg であ

る． とくに 30km以上の上空では真空叶の範囲に属するので， このための

気圧壮を気象台，東大地球物理学教室と共同で試作中てある．すでにトラン

ジスタ化した定温度型ピラニゲージでは， 1958年 11月秋田ロケットセンタ

“ーにおし、て，上空 60kmまでの気圧測定に成功した．現在， ア）レファトロ

ンゲージ， フィリップスゲージを開発中である．

1・25 高速飛行における構造物の強度に関する研究

教授池田 健

技官古田敏康

助手富田文冶

超音速で飛行するロケットの強度上の諸間題，特に温度上昇と熟応力，燃

焼室の強度，フラッタ，突風による荷重，重最軽減の方法とそれが飛行性能

におよぼす影唇高温における材料の強度，実際設計上の諸問題等につき理

論的解析ならびに実験的研究を行ってし、る．

1・26 薄板の熱挫屈
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敦 池田 他

航空機が音速を超えた速度で飛行する場合に空気力学的加熟により懐体の

外板が，いわゆる熟挫屈を生ずることがある． この問題に理泊的検討を加え

るとともに実験を行し、，理論結果との比較を行ってし、る．

1・27 可動線輪型振動試験機の試作

池田 健

則教校 森 大吉郎

勘手富 Ill 文治

振動試験械にはカム式，ァンバランスマス式および可動絞輪式などがある

が，後者は広い周波数特に翡し，周波数の試験に適している．ロケット，ター

ビンおよび各種の電気部品などぱ機械的振動試験横では試験し得ない程度の

高い自己振動数を持ってし、る．そこで比骰的小型の可動線輪咽を試作し，さ

らに大型の試験機の設計製作も，汁両してし、る．

1・28 構造物の振動に関する研究

助教授 森 大吉郎

軽構造物の振動特性につし、・c,理論と実験の両方面より研究を行って認り，

また起振器，小型歪計・振動測定装置等の各種測定路の試作研究を行ってし、

る． （一部科学研究費）

1・29 , ・fl符器による振動鱈折に関する研究

助教授 森 大吉郎

低速度型アナログ計卵器および付属の特殊諸装置を試作し，航空機・ 飛し

ょう体などの構造の振動と強度の解析に使用している．

1・30 板材の塑性）J[l工性に関する研究

助敦投 山田．嘉附

技官 輪竹千三郎

昭和 31年度の中間試験研究費によって試作した＂薄板深絞り試験機＂お

よび最近試作した液圧バルジ試験機の新型を主体として，板材の各種加工性

試験法について研究を進めている．エリクセン試験，円筒深絞り試験，液圧

バJレジ試験および引張試験の相関について広汎な実験を実施中である．
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1• 31 塑性理論とその応用に関する研究

助教授 山田嘉昭

金属の塑性的な性質を主として力学的な面から観察し，その結果を材料試

験および塑性加工の各分野に応用することを目的とした一連の研究である．

現在取り扱っている主な問題は，ェクスパンダ作業の解析，平面歪問題にお

ける摩擦の影響，組合せ荷重試験機の設計計圃などである．

1・32 耐震工学の研究

教授岡本舜三

技官北川英夫

前年度に引続き振動工学，特に耐震を目的とする振動工学を研究している．

振動問題に関して行っている研究は，構造物の霰度に関する研究のほか衝撃

波伝播ならびにそれに対する応用としての軌道応力の研究，砂地盤の振動時

支持力に関する研究を行っている．なお委託費をうけて，名神道路の地震調

査，雲川ダムの振動試験，マリキナダムの振動試験を行った．

1・33 鋼材の腐食疲労の研究

教授岡本舜三

技官北川英夫

前年度に引き続き，構造用鋼の腐食疲労の機構を亀裂材の立場より研究し

ている．本年度は，亀裂の進行に伴う強度の低下，低応力における損偽の進

行，平均応力の影響，繰返速度についての予備実験，腐食材の疲労強度等に

ついて研究した．他に，国鉄の委員会の分担として， レールの腐食疲労の研

究を行った．

1・34 摩擦型抵抗線歪計に関する研究

助教授 大 :J[:光四郎

技官浅野六郎

外 1 名

抵抗線歪計を一々接瘤せずに単に押しつけるだけで静的および動的の歪を

測定できる変換器を試作した．押しつける力は約5kgで土5x10-• の歪に

追随しうる． なおこれを利用して 1-500cpsの振動歪を測定する装置を試

作した・
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1・35 円環殻の強さに関する研究

助教授 大井光四郎

円環殻の強さに関する問題は，古くから種々の鱈法が試みられてきたが，

いずれも収敏が悪く，特殊の場合のほかは解かれていない．本年は前年に引

続き解析を進め，計邸は一応完了した．

1・36 熟応力の測定と結果の解折について

研究員 大和田

首題に関して本年度は主として，その晶礎的研究として，温度上昇（常温

-500°C)に伴う弾性率の変化を調べる目的で，蔓巻ばねのテストピースと

折曲ばねのテストビースとを用いて，鋼線，アJレミ線，銅線，真鍮線につし、

て G.E.J.Jの温度による変化を測定した．温度上昇が小さい間は弾性率ぱ

ほぼ直線的に低下して行くが，温度がある値以上になると弾性率は急げき（こ

低下し，））（ま 0.5に近ずくことが判った． （一部科学研究費）

1・37 ロケットの弾道に関する研究

研究貝 大和田

高速遠距離ロケットの弾道，中距離ロケットの弾道の計窟に引続いて， i也

上の一点から地上の他の一点にロケット（ロケットの弾頼）を到達させるた

めの発射の条件（発射速度，仰角，方向角など）の計邸式を祁いた．そして

東京から各地に向けて発射される郵便ロケットについて実例計多店を試みた..

1・38 固体材料学の研究

研究員神前 煕

固体材料中に存在する結晶不完全性の物性的立場からの研究を行ってい

る．現在迎行中のものとしては，面心立方格子をもつ純金属単結晶（銅，ァ

Jレミニウムおよび鉛）とイオン性結合をもつ結晶（ハロゲン化アルカリおよ

びハロゲン化銀）に関する実験的研究であるが，目下研究の焦点は結品の純

度を lQ-4ないし lQ-5から lQ-7ないし 10-sさらにそれ以上にと飛躍的に向

上させる点におかれている．
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第 2 部

2・1 非線型振動の研究

教校亘理

機械振動系において非線型復源力および非線型減衰力の作用する場合の珂

論および実験的解析を行っており，主として乾,,生摩擦の作用する系の振動特

性， 7こ作機械のびびり振動，阿転庫庸系の自励的ふれ回り運動などの解析を行

ぃ，これに関してばね定数の時間的に変化する振勁系の研究をも行っていな

2・2 吸振ならびに防振の研究

教授可理

助手立石泰三

工場に発生する振動問題の対策として，吸振ならびに防振の理論および実

験的解析を行っている． このため現場におこる振動問題の調査診断のほか，

対策としての機械の防振支持あるし、しま吸振指，綬衝器などの特性の解析なら

びに設計を行っており， とくに自動車，水車，工作機械などの振動防止の研

究を行ってし、る．

2-3 自動車の高速における安定および振動問題の研究

教授亘理 厚

自動車の高速化にともなって発生する安定性および高次振動の問題の解折

を行っており，これに関連して騒音の解析および対策の研究，乗心地向上の

ための懸架機構の制御方法の研究などを行っている．

2・4 ばねの設計および理論の研究

教授亘理 厚

重ね板ばねやコイルばねの静的特性のほか，板間摩擦，大きな変形，つる

巻き角，および有効巻数などの影態を検討し， とくにこれらを自動車用サス

ペンションばねに用いたときの動的特性を解析して設計資料を求めている．

これに関連して自動車の乗心地向上の研究を行い，乗心地によい影響を与え

るばねの設計法を調べている．また遠心式調速機に用いられる板ばねの特性

を解析するとともに，ばね式調速機を用いた制御回路の特性をも研究してい

る．
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2・5 工作機械の数値制御に関する研究

励教授 大島康次郎

励手富成 襄

試作した叶数形サーボ機構を工作機械の数値制御にtる迎続輪郭制御に応

用すべく，その実用化研究を実施した． （科学試験研究費）

2・6 双動形サーボ機構に関する研究

且）j敦授 大島康次郎

助手富成 襄

マニヒュレータ，自動車バワースティヤリング等への応用を目的とした双

動形サーボ機構につき，カフィードバックの形式で直動形油圧モークを用い

た電気，油圧組合せ方式のものを試作完成し，その性危実験を実施した・ 虎

たカフィードバック形式のものの理論的解析を行った．

2・7 油圧回路に関する研究

助教授 大，r以康次郎

助手 ,;;,・ ぃ阪 裏

靡速油圧サーボの特性を明らかにするため，油圧管路の伝達4瑚性，油圧サ

ーボモークの牛俎性等を理論，実験の両而から研究している．

2・8 制御系の動特性試験に関する研究

助教授 大島康次郎

サーホ機構の解析を容易にするため，要索の周波数牙俎性を自動的に記録す

るサーボアナライザを試作している． これは非線形要索の等価伝達閃数測定

にも利用できるもので，独自の機構を採用している． （科学試験研究費）

2・9 サーボ機構要素に関する研究

助教授 大島康次郎

1) 高速サーボ機構に用いられる電子油圧変換用サーボ弁につき，油圧平

衝方式の独自の構成のものを試作完成し，その性能実験を実施中である．

2) ディジタル制御への応用を目的としたディジタルーアナログ軸位置変

換用索子として高速度ステッピングモータを試作し，その性拒実験を行うと

ともに『K能向上のための方途を研究中である．また同じ目的をもってクリス
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タルクラッチを利用した独自の方式のものを実現すべく基礎実験を実施して

し、る．

2・10 自動制御方式に関する研究

助教授森 政弘

連続3動作制御よりもすぐれた制御成績を上げうる自動制御方式の研究を

理論と実際の両而より行っており，現在までにサンプル値制御による方式，

局所フィードバックを用いる方式などを手がけてきた． とくにサンプル値制

御を用いる方式に関しては，階段状入力および不規則入力信号に・対する理論

を確立し，アナコグ方式とディジタル方式とを融合させたサンプル値制御装

置の試作を行い，その試作装置による実験により理論の実証も行っている．

さらに現在，現場用のサンプル値制御装置の方式検討と中間試作研究を行っ

ている． （一部科学試験研究費）

2・11 ロータリキルンの自動制御に関する研究

助教授森 政弘

セメント用ロータリキルンの動特性，および現場連転員の操作方法を，運

転結果の諸記録から分析し，新しい検出，操作，制御の方法を理論的に研究

してし、る．

2・12 人工内臓の自動制御に関する研究

励教授森 政弘

手術中の代用内臓である人工心肺装置，尿毒症の危篤状態を救うための人

工腎臓装置の血流聾，血圧， pH, 酸索飽和度， 緊急遮断などの自動制御を

実際面より研究し，ーニの具体的方法を明らかにしている．

2・13 超店返度写真に関する研究

助教授 植村恒義

助手伊藤党治

他 2 名

超高速度現象の解折研究のためドラム式超高速度カメラの設計製作研究を

行い. M-3型カメラ (16mmフィルム使用， 最高撮影速度毎秒7万腑），

M-4型カメラ (8mmフィ Jレム使用，最高撮影速度毎秒20万鞘以上）を完

成した．なおドラム式と回転反射鏡式を組合せた方式のカメラを設計製作中
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で本カメラは最高撮影速度 100万-500万駒， 連続捐影娯数 200-500舶

の高性能を有する．また格子式超高速度撮影装置（毎秒数千万齢ないし 1低

繭の撮影可能）を試作し， これらを併用して火薬のJ暴発楓梢，衝撃破壊の研

究を行っている． この他 Faraday効果を利用した瞬間写真用電気的シャッ

タ装置，各種閃光放電管式瞬l廿l写真装置ならびに各種付属装罰の研究を行っ

てし、る．

これらの各種高速疫万真装置を単独または数種併用し おける種

，，，，の高速度現象を撮影解析し，その改良研究を行っている．たとえ

管の爆発機構，埒爆線の伝爆機構，時計の脱進楓構，流体の空胴現象，

機用電気檬摺作動機構，猟銃弾の連動解析，材料の破壊楓・l栂，繊維楓械の糸

の高速連動，その他．

2・14 材将の衝撃破壊に関する研究

助教授 植村恒義

他 2 名

シャルピー，アイゾット衝撃曲げ試験の破壊機構を究明するため瞬間写真，

高速度映圃拍影装置を使用し，軟鋼，硬鋼，黄銅等の金属材料の破壊状況を

撮影解析し，その破壊過程の相違を究明研究している．

（一部文部省科学研究費）

2・15 詞辿飛しょう休の光学的追跡に関する研究

助教授 植村恒筏

他 8 名

ロケット等の靡速飛しょう体の運動特、性を各種光学的追跡装置，靡速度カ

メラ，扇形圃面特殊カメラ，ロケット・ボーン・カメラ等を使用して解析研

究する．これらの研究は観測ロケット研究班の一貝として行っており， 30 

年度， 31年度， 32年度に引続き， 33年度はカッパ 150型， カッバV型，

VI型など叶 22楓の光学的追跡を行し、，所期の成果をおさめた．

2・16 光学機器の性従に関する研究

助教投 柏村恒義

映圃II廿賊影機，映写機の連動楓構の解析研究，撮影椀と電気露出計の連動

機構の研究，邸速度写真用露出叶の研究，写真用陰両を直接I湯両に反転する

投影装置の研究等を行ってし、る．
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2・17 スラリーの管内流熱伝逹の研究

教授橘

外

雄

名

7

き＂弓F"＂-

ー

アルミナと水のスラリーについて乱流熱伝達の測定を行い，毛細管法によ

り求めた見かけの．＇枯度と容積混合比から推卵した熱伝導率を用いて整理する

とヂッタスとベルタの実験式によく一致することが見出された．現在さらに

粘度の高い部分の実験管外流の熱伝逹実験などを叶圃している．

2・18 焼入れの院の熱伝逹の研究

教授橘 藤雄

外 2 名

焼入れの整長の熱伝達械構を明らかにする目的をもって，現在主として飽和

温度より低い温度の液の膜沸騰の研究を行っている．

2・19 剥離流の中の熱伝逹

教授橘 !/秦雄

外 1 名

平板上に小さい堰を設け， この後方の象iJ離流にある平板而の熟伝逹率を測

定してし、な

2・20 明流を受ける而の熟伝逹の研究

教授橘 藤雄

外 2 名

液体の咽流を受けた而の熱伝達の研究で，現在哨流の当った点の近傍の熱

伝逹はほぼ明らかになったので，さら（ここの点、から隔ったところの熟伝逹に

つき研究を続行している．

2・21 自動車の動力性能の研究

教技平尾 収

技官 西山新一郎

流体変速桐を用いた自動車の性能は，普通の変速機を有する自動車のそれ

とは異なった傾向を有するので，このような場合の性能の評価の方法につい

ては稲々の問題がある． このように色々異なった特性を有する変速機構を使
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川する場合の自動車の全体叶圃を合理的に行うためには，実用的な面からの

動力性能の評価方法を確立しておく必要がある． この目的のために速度分類~

を用いて道路を走る場合に使用した速度の頻度分布を用いる試みをして

し、る．

2・22 流体トルクコンバータ付白動車の研究

教授平尾 収

自動車の変速機に流休トルクコンバータを用いると，機関の使用条件が普

通の歯車式変速機を使用した場合と相当異なってくる． このため自動車の性

能論の立場からの機関性従に対する要求が変化してくる．

定性的な結論としてば普通変速機を使用する蜀合より機関の圧縮比を靡く

し，最大トルクの得られる回転数を高速側に移動させ，気化掴の絞筒の径を

増し，加速ポンプの作動条件：こついても緩和してよいことが推測されるが，

この場合圧縮比と同転数とノック限界の関係，機関回転数と冷却と吸入効率

の関係等，内燃機閃の性従論のI晶本的問題がトルクコンバータ付自動車用懐

閃の問題として新しく起ってくる． これらの点について定鼠的な議詞倫がでぎ

るようにして， トルクコンバータ付自動車に最も適した性能を有する機関に

閃する研究を行う，

2・23 ジーゼJレ楓閃の出力におよぼす空気状態の影聰

教授平尼 収

現在までの研究に引続き，指庄計を用いて渦流室または予燃焼室および~t-:

燃焼室内の圧力経過を抑l定し，燃焼状況の鮮l行を行し、， シリンダ内で起る現

象を明らか：こしたし、と芳えてし、る．また最大出りおよび出力修正方法に閃ず

る研究を続けてし、る．

2・24 ラジア）レクービン用高膨張比Iズ）レの研究

教授水町 lで生

技官内 m 1「・：次
ラジアルガスタービンに用し、られる円周ノズ 1レ内の流動状況を明らかにし，

ノズ）レの縦横比， ピッチ，拠咽などが， ノズルからのガス流の偏向角や損失

などにおよぼす影榔を明らかにするものであって，比較的に低膨張比の場合

についてはすでに研究を行い，その成果は発表したので，引続き高膨張比の

躙合につし、て，目下研究中である．
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2・25 小型ガスタービン用燃焼番の研究

教授水町長生

技官 内田正次

ガスタービン出力 30-300PS程度の小流量燃焼器について，高性従燃焼

浩の設計方式を確立すべく研究中である．

2・26 ターボ過給機の研究

教授水町長生

往復型内燃槻関に用いられるターボ過給模のタービンは従来軸流タービン

が用いられており，最近ラジアルタービンが用いられ始めた．当研究室で今

までに得られたラジアルガスタービンに関する研究成果を用いて， ラジア］レ

タービンを使用する高性椛ターボ過給機について，その設計方式を確立すべ

く，研究中である．

2・27 高性椛卜）レク・コンバータの試作研究

聞教授 原智男

且り手 井田富夫

超大馬力用の高性能卜｝レク・コンバータの実現をはかるため，羽根車配置

を純半径流式にしたものを試作し，その性椛試験と内部流速分布の測定を行

った．その結果と拠列試験の結果とを組み合わせて各種店性従羽根亘の試作

を行い，性椛試験の結果，極めて優秀な成緒を示した． これによりわが国に

おいても超大馬力用トルク・コンバータの設計を可能とした．

（一部所外受託研究費）

2・28 油圧伝動装置の研究

助教授 石原智男

各種機械の自動運転に必要な油圧伝羽装置の靡性危化をはかるため，各種

油圧ポンプおよび油圧モータの実験研究を行い，その結果を用いて，単式油

圧伝動装置および差動式油圧伝動装置の総合性能を理論的に研究した． これ

より高性能油庄伝動装置の試作研究中である． （一部所外受託研究費）

'2・29 斜流ポンプの研究

助教授 石原智男
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助手井［日富夫

斜流ボンプの設計斎，料をうるために，その性従についての理温的な研究を

行い，所定の設計要目：こ適ずる羽根角その他の諸寸法の合理的な決定法を見

出した． この結果をもと：こして，各種の羽根車（従来の斜流ポンプの適用範

囲外の比較回転度を有するものを含む）の設叶を行し、，現在試作研究中であ

る． 

2・30 研削作用に閃する

教授竹中規雄

助手笹谷重康

ピエゾ電気を利用した研削力の二分力測定装置により，単粒の砥粒および

一定の形状のダイヤモンドl立：こより種々の金属材料を切削する均合の抵抗力

を測定して，研削作用の）甚礎的研究を行い，主として砥拉の切刃の形状，切

屑の形状などの研削力におよぼす影褥を求めた．引続き単粒（こよる引掻き作

用について研究を行ってし、な

2・31 切削理論に関する研究

教授竹中規雄

金属材料の切削機構を解明する一つの方法として，二次元切削の場合の切

削抵抗の 2分力と切削温度を測定し，これらと金属材料の性質とを閃係づけ

る研究を迎めてきたが，さらに各種の切削剖を用いた場合の切屑と刃物!Illの
見掛の摩擦係数を測定して，その切削機構：こおける役割につし、て検討を行し、9

さらに切削剖の供給方法によるその効果をi屑べるため， ジェット式給祉1法：こ
っし、て実験を進めてし、る．

2・32 空気ー液圧式i放削装霞の研究

教授竹中規雄

則手嗚沢勇平

液圧式倣削装磁の性街向上を図るため， これに真空式増幅装置を付加した

場合の特性につし、て，種々の増輻部を設計製作して，実験的に研究した．

2・33 心無研削法に閃する研究

教授小川正義

工作物に生ずる歪円の理論的解析を行い，かつ工作条件との閃連を実験的
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に求めている．工作物の絶対真円度を記録させる測定機を試作した．なお歪

計を用いて工作時のブレードの状況の測定をも行っており， これから心無研

削盤の設計資料も得られることになる．

2・34 ブルドン管圧力計索こI対する研究

教授小川正義

研究員古川 浩

プルドン管の加工は今日でも単に経験的技術に頼って行われており，索材

パイプの引抜きや熟処理，またはローリング等が，ブルドン管の性能にいか

に影粋するかは何も知られていない． これらを明らかにすることにより，最

後には印刷した等間隔目盛板を使用できるようにし，また疲労に対して強い

プルドン管の製法を見出すことを目的としていなすでにプルドン管の変形

にドりする測定を行い，抵抗線歪叶を用い歪や応力をも測定している．

2・35 速度叶に関する研究

教授小川正義

鉄道車両用速度叶として比較的信頼度の記『いの（ま，機械式のものであるが，

振動の多い所で使用されるので，時計仕掛部分の寿命の短いのが欠点である．

これには設計上の問題もあるし，また衝撃に耐え・る材料の組合せの問題もあ

な現在は今までにない衝撃摩耗試験機を設計試作し調整中である．

2・36 金属材料の塑性変形能に関する研究

教授鈴木 弘

技官桐爪 伸

金属材料の塑性変形抵抗および変形限度は，加工温度と変形温度の両者の

函数である． この現象は定性的には知られているが，この函数関係の最的内

容がまだ明らかでないため，圧延・押出・引抜・鍛造等の塑性加工作業の基

準を決定する合理的根拠が欠けている．温度・変形速度・加工エネルギの三

要索を調節しうる特殊試験機を試作し，一般に広く用いられる実用金属材料

の変形指について実験的研究を進めている．

2・37 逆張力仲線加工の研究

投

官
教

技

木

爪

鈴

橋
弘

伸
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した生研式逆張力仲線機を使JIiして，仲線作業条件を広く変化して迎

続伸線の実験を行い，各ダイスの引抜抵抗・全仲線動カ・仕上り線の機械的

性質等を検討して，逆張力仲線作業方式確立のための陥礎的研究を行ってし、

る．銅・黄州・燐青銅・呼鋼・ピアノ線・不銹銅線等に関しては，引抜抵抗

が大幅に減少してダイスの寿命・線の機械的性質等が著るしく改善されるこ

とが明らかになった．また逆張力伸線方式によれば， 1中線速度を向!こできる
可危性があるので，目下怒闘速仲線作業の研究中である．

2・38 連続圧延の塑性力学的研究

教授鈴木 弘

辿読庄包を各スタンドの圧延条件と圧延機の動特性とを組み合わせた総合

問題として解いて，連続庄延の作業方式を狸論的に求める．

2・39 加圧シエルモード微械の研究

助教授 千々岩健児

シエル鋳咽を安価に，梢度高く作るために加庄法を用い， この方式を取入

れた機械の研究を行ってし、る． この加圧方式はレジンサンドをフレキシプ）レ

シートの上におき，圧紹空気で金型に加圧するものである．加圧諸条件につ

いて予め悲礎実験を行い結論を得たので，能率よく造型できる方式について

検討を加え，機械として取りまとめた， この試作機ぱ目下生研試作工嶋にお

し、て製作中である．

2・40 鋳造における伝熟の研究

励授教 千々岩健児

溶湯と鋳型間の伝熟について研究を行・ってし、る．溶湯は鋳鉄を用い，鋳咽

は砂型，金型の場合を取扱い，鋳造時の熟の移動，凝固の進行等を定鼠的に

明II約こしようと試みている． この結果はまたインゴットケース内に溶湯を注

ぐ時などに生ずる鋳型溶損の間題を解決にも貢献するものであz.

2・41 梢密仕上而の変質罰にl対する研究

助教授 松永正久

精密仕上而（ラッピング面・電解研）店面・放電加工面・バレル仕上而など）

に生ずる物理的・化学的変質層を徴小硬度・電子回折• 電子顕微鏡．接触電

気抵抗などの面より実験的に検討し，仕上機構・摩耗機構などを研究してし、
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る．さらに仕上面のみでなく，その他の戻而処理面についても

検査法以外の表面物'I生値の測定法も研究している．

し，上の

2・42 レンズ研摩の研究

助教授 松永正久

助手 萩生田善明

レンズ研摩機の連動を解折し，最適構造を求めるとともに，回転軸に振勁

を付与することにより，仕上時間の短縮をはかるのを目的とする．

2・43 鋼材の切欠脆性に関する研究

助教授 安藤良夫

溶接残留応力が切欠靱性におよぼす影膊，特に低温応力除去法の効果につ

し、て研究を行ってし、る．最近問題となってきた超大型船におし、てぱ，鋼材の

溶接性，溶接部の靱性が重要視されており，この点について研究を続行中で，

脆性亀裂伝掃速度の計測についても研究中である． （一部科学研究費，

日本造船研究協会第 37部会の分担研究課題）

2・44 特殊金属のイナートガスアーク溶接に関する研究

助教校 安藤良夫

原子炉用 Al合金の溶接部の水索の定量分折を試作した真空溶融装置によ

って行った．原子炉用ステンレス鋼， Al合金の各種溶按継手の高温特性を

求めた，船用 Al合金溶接部の諸欠陥が機械的性質におよぼす影粋について

研究した． （大部分日本溶掟協会原子力研究委員会の分担研究課閣，一部日

本溶接協会AX委員会の分担研究課題）

2・45 構造模型による光弾性実験

助教授 闘橋辛伯

助手小畑和彦

薄板材料の接着による船体構造模型について， 3次元的な光弾性応力解折

を行うため，材糾の試作，処理方法，接滸方法などの研究を行った．

（一部科学研究費）

2・46 抵抗線歪計の耐水処理

助教投 瓢橋幸伯
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実船試験などで長期間水中で使用する抵抗線歪計の箇便な耐水処理法につ

し、て研究してし、る．

2・47 に関する基礎研究

助教授 高橋幸伯

波浪衝撃強度に俣lする研究の手はじめとして，衝撃力を受ける材料の機械

的性質の変化についての甚礎研究を行っている．

2・48 波浪中における船体動揺の研究

教授田宮 冥

助手渡辺弥

任意の方向から規則波をうけるときの横揺，縦揺，上下揺を計測した．た

だし横襟流を許していない．結果は解折中である． これに関連して強制動揺

と，静的復原力叶測装置を試作した．

2・49 実船の粗度に関する研究

教授田宮 真

前年にひきつずき塗料而の粗サ叶測を行い，他方いわゆる構造粗度 (Butt,

Seam等）について実験的に研究を行った． （科学試験研究費）

2・50 鋼球の輸送特性に関する研究

助教授柴田 碧

助手重田達也

技術員井原 博

ある種の原子炉においては，緊急停止手段として中性子吸収物質を含んだ

鋼球を使用する．その際の機械的，核的設叶に必要な諸数値を得るため，鋼

球の集合体としての流動特性，落下特性についての研究が必要となる．本研

究ぱ明年度も継続して行われな

第 3 部

3・1 論理数学とその応用の研究

教授後籐以紀

自動制御方式や叶数型自動叶邸椀を設叶する場合には，与えられた条件に
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適する動作をするように電磁府！またば喧子型継電骨昇の回路網を構成ずる必要

があり， これを論理函数方程式の評を用いて論理叶・:i窟によって求める方式の

研究を行っており， これに必要な補助継電器の選定方法および多元論理代数

方程式の解法に関して，前に発表した方法を簡巾化し，＇色嬰な答をらく：こ求

められるように改良を行った．

3・2 連動媒質の電磁界の店礎方程式の研究

教投後藤以

連動媒質の電磁界のJ詣礎方程式については，，真空中の電磁界の古罪礎方程式

と相祖生理論および羅子力学等の組合わせによって導き出すことができるの

で，すでにその誘郡方法を発表してあるが，最近あらたに外国においても諭

ぜられてし、るので，それの限りを拓摘するとともに，さらに既に登表の方法

の一般化を試みた．

3.3 送電線の雷電圧と異常現象

教校 j條邸周平

送屯系統の絶縁協調と避雷に関する研究を従来からの継続として行った，

本年度は下記の送電線の雷現象の実測を行った・

(1) 期間：昭和 33年 7月 8月

(2) 場所：栃木県下滝発電所

(3) 主なる結果：昨年度も同所で実測を行ったが，昨年度実測し得た望t料
と比較検討しうるデータを求めることを主目椋とした. II乍年度はフラウン管

記録により，避雷器が所期の放電を行ったことと，それにもかかわらず，発

屯所内の閃絡を発生している状況を明かにした．本年夏も幸いかなりの近接

雷の記録を得，避雷器の実雷に対する有意義なプラウン管オシログラムを得

た. II乍年以後所内絶縁の合理化が行われた結果， この記録を得た迂按雷に対

して所内閃絡を防護した． この間の絶緑合理化，避雷器協調の休系の具体的

な立証となる記録というべきであろう．

3・4 汚損碍子の閃絡現象

教授藤高周平

従来千葉の悔岸に近い特殊地区に実験室があるので，屋外試験碍子を設置

して実汚損の状況観察とその閃絡電圧について検討を行って来た．本年度は

人工的に汚損した場合に就て，」三．記自然汚損との比較検討を迎める万針をと
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った．人工汚損においては，疋覆し得る閃絡現象の結果を得られるようた沼

担条件を検討することが払礎と考えられる． この観点から均一人工汚損方法

として簡単な塩水への没泊汚損法による閃絡現象の検討を行った．時に簡単

な浸泊法によると， 水槽から取出し後の放置時間が閃絡現役におよぼす影

汚損付着を確実にするためのトノコ使用の影褥を明かにした．

3・5 送電線，電鉄回路の閃絡点判定

敦校藤げ周平

従来開発したF型閃絡点標定招の改良を工夫ナる一方， I丈絡点表示，交流

電化回路における故悴区間表示法として，誘祁Jレー→゜を用いた閃光屯球を利

用する方法につき検討を加えた． その結果にもと千き， 北陸線の屯化区間

で，構内閃絡表示として試験を行いおおむね満足すべき結果を得た．

3,6 抵抗溶接に関する研究

教授 沢井署言郎

i支官横田和丸
3相式点溶按制御装置の試作研究を行い，ほとんど完成の状態に逹した．

本装置はサイラトロン・インバータによって発生する定常断続電圧を利用し

て溶接電流のオンオフを行うもので，装置の情l整を容易にし，動作の確実化
をはかったものである．またサイラトロン記憶同路によって宣流の極性を決

定するようにし，溶接変圧器の飽和による事故を防ぐようになっている．

3, 7 電動巻取機の制御に関する研究

授
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前年度に引続き，電動巻取椀の張力制御につき理論的実験的研究を行った．

巻取動力を制御すると，間接に張力制御を行うことができるが， ここでは

動機の制御にワードレオナード方式を採用しうるように特殊の考案を行って

ある．本年度は主としてこの方式に適した電動機楓械的出力の連続測定装置

2種につき試作，実験を行った．

また別に直流電動楓の放電管制御についても新しい研究を行った．

3・8 共振型材料疲労試験機に関する研究

教授 沢井善三郎
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技官稲葉 博

当所で開発した共振型材料疲労試験機はすでに 8ヶ所で採用され，いずれ

も良好な成続をおさめている．

本年度は抵抗線歪計を利用して，振動中の応力の較正を行った．その結果

銅材ならびに銅材について，従来の振幅から計鍔する方法でも 5%以内の梢

度をもっていることが確かめられた．

アナログ・コンピュータの研究

助教授 野村民也

電子管回路の祖合せによって，微分方程式の解を自動的に描出する装置で，

自動制御系の解祈，合成をはじめ振動問題，構造力学の問題など，二学諸分

野に広い利用価値をもっている．昭和 27年度中間試験研究として，実用規

模の繰返し型コンピュータの試作を行い，昭和 30年度，再び中間試験研究

によってその拡充を行うとともに，演卵誤差の原国および対策，設計基準な

どを解明し実用化研究を完成した．昭和 32年度には，さらに低速度型を試

作設置し， これによってアナログ・コンピュータの機能を拡充，増大せしむ

るための基礎研究を行うとともに，所内外の依頼に応じて実際問題の解析を

3・9 

行し、つつある．

3・10 水銀陰極放電管の陰極輝点に闘する研究

教授

研究員

治

仁
正合
月
星

望

数年来，硬質ガラスおよび高誘電体物質を絶緑物とした多種類の電圧型点

孤子について，点弧の機構および特性について調査してきたが，本年度は若

干の実験結果を補足して，一応の取りまとめを行った．

3・11 真空管発達史

教授星合正治

前年より継続中のもの，本年度もごくわずかの進展をみた程度である．

3・12 パ）レス回路とその測定への応用に関する研究

教授森脇義雄

種々の継続時間および繰返し周期を有するパルスとゲート回路とによって

短時間の測定，あるいは継続時間の分布の測定等に適する回路を作り，従来
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の方法では不可能であった測定を可能にし，種々興味ある結果を得ている←

放射線のエネルギ分布を測定する波高分析器は掃引式単ーチャネル型の出力

表示部に高速度計数率叶を使用して，測定に要する時間を短縮することがで

きた．さらに多チャネル型波高分析器の試作研究も進めている．なお所要の

特性を有するパルス回路の合成法の研究も進めている．

（科学研究費• 特別研究費）

3・13 自動交換回路の闘速度試験装置の研究

教授森脇義雄

熱じょう乱雑音を増幅， クリップしてポアソン分布をなすパJレスを作り，

これを自動交換機の屯子管による模擬回路に加えて，諸種の接続法の優劣を

実際の回路を使用するときの数千分の一の時間で測定することができるよう

にして，能率のよい交接回路の設計に役立たせようとするものである．本年

度は待合せ装置付交換回路の模擬回路について待合せ装置数，保留時間，呼”

賊等の種々の条件の下で実験を行って，ほぼ理論と一致する結果を得ること

ができた． （特別研究費）

3・14 ミリ波測定に関する研究

教授斎藤成文

助教授 黒川兼行

4000 MC, 9000 MC, 24000 MC帯の測定に関する研究を完成後，これらの

経験を基礎としてさらに周波数の高い 60000MC帯， いわゆるミリ波帯に

おける測定装置ならびに測定技術の開発を行い，定在波測定悉， 空胴共：J辰
器，標準減哀器等を試作した．ついでミリ波多重姿態伝送路の測定に関する

研究を 34000MC帯で開始，現在姿態解折器等の試作をすすめている．

3・15 ミリ波伝送系に関する基礎研究

助教授 黒川兼行

安定なミリ波伝送線路を得ることを目的として導波管内を伝送する姿態と

管壁インピーダンスの関係につき甚礎的な研究を行っている．すでに姿態伝；

播定数と管壁インピーダンスの関係を表示する変分表現式を理論的に導くこ

とに成功， これを使って考察を進めていな

3・16 パラメトリック増幅器の研究
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教授斎藤成文

助教授 黒川兼行

浜崎襄

超高周波帯の低雑音増幅器の開発を目的として，バラメトリック増幅器の

理論的研究および試作を進めている．半導体ダイオードを用いたパラメトリ

ック増幅器ならびに周波数変換器を試作して理論と比較検討した結果，現在

入手可能なダイオードの増幅特性を明らかにすることができた．また，ダイ

オードを分布配置した進行波型パラメトリック増幅器も試作中である．

3・17 低雑音マイクロ波電子管に関する研究

教授斎藤成文

現在2つの方面より研究を進めつつある．その一つは電子ビーム中に含ま

れる電流雑音と速度雑音との相関を利用して低雑音電子ピームを得んとする

基礎研究である．

他の一つはこの結果を利用するとともに実際に低雑音電子管を製作する際

に問題になる電極の処理，清浄方法の研究である．さらに積極的に電子ビー

ム雑音を外部回路により除去する新しい原理による fastwave増幅管の研究

を行ってし、る．

3・18 トランジスタの｝ぷ用研究

1) トランジスタ D.C.—D.C. コンバータ

教授高木 昇

助手石橋泰雄

ロケット用電子機器のB電源として従来塩化銀乾電池を使用してきたが，

軽量小型を目的としてトランジスタ D.C.コンバータを試作完成し，現用の

域に到った．

2) トランジスタ狭幣域増幅器

I.G・Y. に際し地磁気測定のための原子核の磁気モーメントに基づくプロト

ン磁力計の増幅器として，電圧増幅度約 lOOdb中心周波数2kc, 帯域幅土

1 9({で温度 10°C-50°Cの間で安定に動作する増幅器を試作し，必要に応

じて現用に供し得るようにした．

3・19 観測ロケット用レーダ装置
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教授 -綺- 木 昇

” 斎藤成文
助教授 野村民也

” 黒川兼行
自動追尾レーダ装置と測距式レーダ装置とがそれぞれ開発され実用に供さ

れている．前者はサーボ機構によりバラボラ空中線の軸が電波到来方向に一

致するよう自動追尾し方向を知るもので，測距の結果と合せてロケット位置

を求めるものである． 後者は数 10kmの払線距離に受倍局を配説し，それ

ぞれの局からロケットまでの直距離を求め， 3点観測（こよりロケット位置の

彿定を行うもので，前者は時としてロケットが大きく予定進路から外れる時

には追尾に失敗することがあるが，後者にはその憂がない利点がある．また，

ロケットには地上からの送信パJレスを受け直ちにパルスを返伯するトランス

ポンダを搭載し，空中線としては尾炭に装着したノッチまたは胴部に張り出

した折曲りアンテナを開発使用している． 使用周波数は 1,680M c/s. 機器

はいずれも，明星電気目黒研究所の協力のもとに製作し，数次にわたるロケ

ットの開発試しょう実験ならびに I.G.Y. 本観測におし、て実用に供し，良好

なる性能を発揮している．

3・20 観測ロケット用テレメータ装屈

教授高木 昇

！， 斎雌成文

助教授 野村民也

” 黒川兼行
地上発射ロケット用には 225Mc/s, FM-FM方式， 5 chのテレメータ装

置が使用されている．現用装置はロケット搭載楓器および地上設備とも，ぃ

ずれも日本電気研究所の協力のもとに製作されたもので，数次にわたるロケ

ット開発のための試しょう実験ならびに I.G.Y本観測に実用され，良好な成

績を収めている．空中線としてはロケット尾炭後縁から吹流した折曲りアン

テナが採用されている．

ロクーン用テレメータ装置は明星電気目黒研究所の協力により， 414Mc/s 

のFM-FM方式のものが開発されている． 空中線はロケット尖端のプラス

ティック・コーン内に格納した円錐状グラウンド・プレートをもつ％波長垂

直アンテナで，昭和34年2月に行ったロクーン予備実験で良好な性危を発

揮している．
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3・21 超音波濃度計

教授高木 昇

助手石橋泰雄

化学工場等で製造過程中の濃度を連続的に測定する目的で，輸送パイプ等・

の外側に共振子を設け，測定試料の浪度の大きさによってそのなかを伝播す

る音波の速度の異なることより濃度の変化を位相的に検出して濃度を知る方

法で研究宝では甚礎実験的に目的に近いものができた．

3・22 接合トランジスタの特性におよぼす雰囲気の影孵

助教授 安達芳夫

接合トランジスタの表面状態の変化がトランジスタの特性にどんな影態を

およぼすかを調べるために，雰囲気を真空• 水蒸気・メチルアルコーJレおよ

びエチ Jレアルコー Jレ蒸気と変化して， 逆方向飽和電流や開放直流帰還電圧-

（浮動電位）の変化を測定した．本年度は重点を成長接合トランジスタにお

き，主として npn型と pnp型，ゲルマニウム・トランジスタとシリコン・

トランジスタの相異点について調査した．なお，表面状態が異なれば，光照

射によって受ける影聾にも差異のあることが判明した・

3・23 接合トランジスタのバルス特性

助教授安達芳夫

外部回路定数を変化して，パJレス回路に使用した接合トランジスタのスイ

ッチング時間を測定した．その結果，スイッチング時間は入力側と出力側と

をはっきり区別して論じなければならないことを知った．

3・24 ゾーン精製の理論

助教授 安達芳夫

在来のゾーン精製の理論は，いろいろな仮定のもとで考察してあるので実

情に即しない点がある．そこで本年度は (i) インゴットの長さが有限の場-

合と (ii)溶融ゾーン内の不純物の熱拡散を考慮に入れた場合とにつき理論

計卵を行って，在来の理論の不備な点を補足することに努めた．

3・25 圧電振動子の振動理論

助教授 尾上守夫

厚味が十分薄い振動子において輪廊寸法のみで共振周波数が定るいわゆる
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輪廓振動の解明に主眼をおいている．

1) 円形振動子の最低振動

さきに水晶の Ye板の場合に求めた近似解から出発して，一般の異方性の

場合に適用できる解を求めた．これによって， Ye板の場合の近似度を高める

とともに， Meissner以来の懸案であったX板の振動の本性を明らかにした・

2) 矩形振動子

棒または板を伝播する弾性波の速度分散方程式に従来知られていた実の分

枝の他に複索分枝があることを発見し，それが EdgeModeと名付けた一群

の振動に密接な関係があることを明らかにした.A.D.Pを用いた実験ともよ

い一致が得られた．

以上の研究は米国出張中 Columbia大学で行った．

3・26 超音波遅延回路

助教授 尾上守夫

前項にのべた速度分散方程式の複索分枝と超音波遅延回路中の超音波の伝

播姿態との関連について研究を行った．

また非常に広幣域の遅延回路の通過幣域内の特性について詳細な研究を行

った．

以上の研究は米国出張中 Columbia大学で行った．

3・27 円筒函数の商函数

助教授 尾上守夫

1) 表記の函数については公式集と箇車な表を生研報告4巻5号に発表し

たが．実際方面から一層詳しい表に対する要咀が強かった．それで第 1種の

函数和(Z)について次の範囲の計卵を行って出版した．

z=O(O. 01)20: 実および純虚数， n=1(1)16 

この計錦は米国出張中 Columbia大学と I.B.Mの共同経営の WatsonScien-

tific Computing Laboratoryで行った．

2) 速度分散方程式の複索分枝の問題に関連して第 1種の函数の複索変婆父

に対する性質を調べ，若干の表を叶卵した・ この研究は米国出張中 Columbia

大学で行った．

3・28 接合トランジスタの徽小交流特性

劫教授 尾上守夫

1-
i
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助手後川昭雄

1) トランジスタのアドミッタンス変調

前年度にひきつづき表記の新しい現象を中心に，高周波用ドリフト・トラ

ンジスタ，シリコン・トランジスタの順方向微小交流特性と接合の性質との

関連を明かにしつつある．

2) ドリフト・トランジスタのエミッタ障壁容量

表記の理論式を誘導して実験との一致を確かめた． これによってベース内

の最大不純物密度など重要な定数を外部からの測定のみで推定することが可

能になった．

3・29 超音波工業叶測法の研究

助教授丹羽 登

1956,57年度の中間試験研究に引継き超音波液面計の研究，試作を行い，

特に指示をディジタルに行わせる方式を研究した．

また超音波流屎計はメーカーと協同して実用化への研究を行っている．

第 4 部

4・1 イオン交換の研究

助教授 山辺武郎

イオン交換平衡の研究については従来得られた数多くの研究成果を基礎と

して，弱酸性陽イオン交換樹脂およびア）レギン酸の交換平衡を検討せんとす

るものである．

海水の脱塩および濃縮に用いられるイオン交換膜の研究については種々の

イオン交換膜を試作してそのイオン透過性を検討せんとするものである．

4・2 ガラスの研究

助教授今岡 稔

珪酸塩，硼酸塩，燐酸塩，弗化物その他のガラスについて，総合的にガラ

ス形成の条件とガラスの諸性質との閲係を調べ，光学用その他のガラスの改

良，新領域開拓の基礎とするものである．

52 



4.3 薬液注入法の菜液の研究

助教授今岡 稔

水ガラスーアルミン酸ソーダ系薬液の急硬性を生かし，その強度， 安定性：

の改良をはかるものである．

4.4 回転電極による現像液の電位滴定

教投菊池真一

銀，金，白金の回転電極を用いて現像液の電位を測定した．表面の汚染を

避けるために，上方にてプラシで掃除するよう工夫したところ安定な電位を

得た．

4・5 バナジウム迅速現像法の研究

教授菊池真一

助手吉永忠司

さきに 2価バナジウムイオンを用いてポジフィルムの迅速現像を行った．

再現性のある安定した結果を得るため，電位滴定法により 2価バナジウム

イオンを定鼠し現像記力を判定し，またプロムイオンを定墨することにより

カブリを防止する根拠を得た． この結果をもとに反転フィルムの迅速現像装芝

置を新しく設計試作した．

4・6 原子核乳剤に閃する研究

教授菊池哀一

原子核乳剤の感光は一般写真乳剤の光に対する感光とは同一視できないが

はじめに釘線源の測定を行い，次に9線源による感光乳剤の潜像分布をしら
べた．光と9線による感光の差異を明らかにし，原子核乳剤製造分野に知見-
を加えた． この研究には大石恭史が協力した．

4・7 スーバーインポーズに関する研究

教授菊池真

助教授野崎 弘

助手吉永忠司

映画の字器は従来機械的バンチングによってなされているが，色彩映圃プ

ィルムにはこれがうまくゆかない． この目的を達するために機械的パンチン

グの後に薬品処理を行って脱色することに成功し，試作機を製作し諸条件を
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きめた． これには藤代光雄が協力した．

4・8 ゼログラフィーに関する研究

教授

助教授

菊池真一

野崎 弘

電子写真といって，従来の写真乳剤を用いず半導体セレンを用いた乾式で

迅速な写真技法の研究である．感光板を作り，荷電装置を試作し，表面電荷

を測定した．酸化亜鉛を用いるエレクトロファックス紙についても諸知見を

得た．応用は写真，印刷，通信である．

-4 • 9 塩素酸化物塩の電解製造とその応用研究

助教授野崎 弘

塩索酸ナトリウムは爆薬，繊維，紙の漂白用の 2酸化塩索の原料として両

要は増大の傾向にある． この塩の高能率電解製造法を研究している．次亜塩

索酸塩では，マグネシウム漂白粉と称せられる化学組成 Mg(OH)2・HCIO・

Mg(OH)2の新化合物を研究し興味ある応用結果をえている． 絨水より沃度

捕集への応用もその一つである．塩索酸塩電解にもこれを応用しようとして

いる．本研究には藤代光雄が協力している．

-4 • 10 難還元性金属の製錬

助教授野崎 弘

前にアルミナ電解を研究した． アルミニウムぱ難還元性の金属で溶融塩電

解で得られる． これに関連性をもつ金属としてチタニウムの電解製錬をとり

あげた．酸化物の電解で，ある程度の結果を得たが，工業的にはまだ幾多間

題がある．現在は 4塩化チタンの製造研究を行っている．主として多数の酸

化物の触媒の研究である． これについて 2酸化マンガンが比較的低温で効果

のあることを認めた．また酸化バナジウムが特異な作用をすることを認めた．

この方面には長島清治の実験協力を得ている．

4・11 電極界面現象とその工学的応用

助教授野崎 弘

前に水電解における水索過電圧，酸素過電圧の究明を行った． これによっ

て金属の腐食対策，研胞，電鍍に関する知見を得た．ボーラログラフについ
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ても新知見を得た．電極界面における半瑶体の作用を近年注目している．蚊

近はじめた湿式光電池の研究がその一つである．高度の酸化をおこなわせる

Fe30,, Pb02電極もこれに関連した問題である． これらの諸問題は大学院浜

野裕司の研究協力を得ている．

4・12 顔料の濡れに関する研究

教授浅原照三

助手早野茂夫

塗料，印刷インク等の製造に当って特に翫要な問題である頗料の濡れに恨l
し，種々の而より検討した．バーテル槽および簡易濡れ装四を試作し，カー

ボンプラック，黄鉛，チタン白を試料として各種；容剖，シリコンオイルによ

る濡れを測定し，その接触角を求めた．また濡れる際に排出される空気鼠の

測定，濡れの際の湿潤熱を測定し，バーテル槽による研究結果と比較検討し
_,__ 
i、-・

4・13 脂肪酸および油）］行に閾する研究

教授浅原照三

脂肪酸の液体無水硫酸による aースルホン化を行い， その反応生成物の性

状を明らかにし，その誘祁体を合成した．また脂肪酸ビニJレとアクリロニト

リル，酢酸ビニJレ，塩化ビニJレ等との共重合を行い，その際の M.R.Rを決

定すると共に，脂肪酸ビニJレの内部可塑性を検討した． また漆原ニッケル触

媒，銅ーニッケJレ触媒による油脂の水索添加を研究し，その選択水添触媒と

しての性能を検討した． このほか飽和脂肪酸に関するポーラログラフにつし、

て研究し，その際認められる波は遠元波でなく水素波であることを明らかに

した．

4・14 界面活性剤の性能試験

教授浅原照～・

研究員 後藤健

セミ・ミクロ浸透試験器， ミクロダイオスコープの試作を完了し，繊維に

対する界面活性剤の濡れおよび浸透の現象を研究した．つぎに前年試作した

ゴニオメータ型接触角測定装置について改良を加えたが，これは葉面に対す

る農薬の接触角測定用の標準装置として使用されている．

また，この装置を用し、・c,活性剤の金属に対する防錆効果を検討した． さ
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らにセメント，配合肥料に対する界面活性剤の利用について研究し，著しい

効果を有することを見出した． （一部科学研究総合研究費）

4・15 テロメリゼーションに関する研究（継続）

教授 浅原照三

助手 高木行雄

研究員 宮崎智雄

四塩化炭索を telogen, エチレンを taxogenとするテロメリゼーションを

昨年に引続き行った．反応開始剤として，アゾ・ビスイソブチロニトリルを

用いた． これは過酸化ベンゾイルに比較して分解温度が低いため，四塩化炭

索に対する連鎖移動定数が低く，混在する微鼠酸素の影懇を受けることも少

ない． これにより高収率で CCis(C2比）九CIの形のテロマを合成することが

できた. n=2-3のテロマが製品の大部分を占めた．本年は昨年度の高圧反

応装置を改良し，半連続式高圧装置を完成し， 100気圧以上の高圧でテロマ

の製造を行っている．得られたテロマから二塩基酸および (I}ーアミノ・カル

ボン酸が高収率で得られるが，なおその収率の向上をはかっている．

また，エチレン，四塩化炭素，一酸化炭素によるインターテロメリゼーシ

ョン，フ゜ロビレン，四塩化炭素のテロメリゼーションを実施し，良好な結果

を得た．

4・16 連続アルカリ融評合成装置の研究

教授 永井芳男

助手 後藤信行

技官 田辺正士

従来バッチ法による 2ーアミノアントラキノンよりの工業品位のインダン

スロンの収率は P.B.法1>(NaN03使用）による 56.596が世界最高であっ

た． この収率の向上に関しては染料界で多くの探究がなされたが，容易にこ

の壁を破ることができず，難問題の一つと考えられていた．著者は化学反応

的研究の結論として純ニッケル製長樋型反応装置を用いる連続操作により，

特に酸化剤を用いることなく， 2-アミノアントラキノンより純インダンスロ

ンを対理論収率 58.696で得た．反応生成物を P.B.法！）により処理して得
た成績体（これに仕上げ剤を入れるとスレン・ブルー RSNとなる）の収率

は 65.99{{となり劃期的な結果となった．なお，諸種の原料につきこの方式

を研究しつつある．
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4・17 染料の合成に関する研究

孝{ 3交月<. JI' プ『りj

助手後藤信行

技官 田辺正士

インダンスレン染料は最堅牢な染料として将来ますます重要なものとなる

が，価格の比較的高いことが唯一の欠点である．それは第 1に反応工程の選

択，第2に合成技術の水準，第 3に原料の価格に懸っている．そこで，近代

的新反応の採用，有機電子論的考察，副反応の探究， 日本的立場よりする再

吟味によって反応工程のより合理化を図り，収率ならびに品質の向上に努め

ている．別に合成繊維，例えばオーロン，テリレン用染料の研究もしている．

4・18 未利用タール成分の利用研究

教授永井芳男

助手後藤儒行

技官 田辺正士

未利用資源の利用研究はわが国にとり極めて緊要であるが， このことはコ

ー）レタールの分野において特に感深いものがある・ 実にコールター）レの 90%

以上が何等高度の利用なく研究的に放置され， 32年度においてその屈は 40

万トンに達している．筆者はピリジン高級同族体，アセナフテン， ビレンを

分担し基礎研究を行っている．総合研究とは別にアントラセンの化学を行っ

ている．アントラセンは堅牢なアントラキノン系染料の重要な原料であり，

概して酸化によりアントラキノンとしての立場より合成原料に用いられてい

なしかし有檄電子論的な観点よりアントラキノンには多くの弱点のあるこ

とが考えられるので， これをできるだけ避けるためにアントラセンのクロ Jレ

化を却礎的・徹底的に行いつつある．現在までに 10数ケの化合物につきそ

の合成法，性質の詳細な知見を得ている．なお，クレオソート油の利用研究

も行いつつある．

4・19 徴鼠有機合成に関する研究

教授永井芳男

助手 後藤信行

技官 田辺正士

有機合成研究における使用原料は，ほぼ 10-lOOgのオーダーであるが，

者はその 1/100-1/1000たる 0.1gの程度で合成反応操作の研究を進めつつ
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あり，従来までは成功的であった．徴量方析法，クロマトグラフ法，赤外線

吸収スペクトル等を併用することにより， このアイディアは着実に体系化さ

れつつある．

4・20 低分子放射線化学の研究

教授永片芳男

助手後藤信行

染料の放射線効果についてはまだ世界的に研究されていない. Co —60 r 

1万キューリー源を用い諸種染料について実験を行い，赤外線吸収スペクト

）レ，核磁気共鳴吸収，常磁性共鳴吸収，染色試験，堅牢度試験等により効果

を求めつつある．現在までに染料の改質，染料凝集力の変化等の結果がもた

らされてし、る．

4, 21 連続糖化装置に関する研究

助教授 中村亦夫

助手吉弘芳郎

現在ショ糖輸入に対する外貨の節約と甘藷の有効利用の而から結晶ブドウ

糖の製造が要望されているが， この実現に際して装四を連続化することは誠

に有意義である．さてわれわれは従来間接加熱による連続蒸煮機を取り扱っ

てきたが， この経験を生かして新しい連続糖化装置を考案した． この装置に

よりまず，加熱管中のデン粉原料液の加熱状況と縦型隠流式糖化管の糖化状

況を詳細に研究してし、な

4, 22 H-M・Fに関する研究

助教授 1: ド村亦夫

助手吉弘芳郎

従来行ってきた糖類の分解に関する研究とデン扮糖の着色の研究に関連し

て H・M・F.(オキシメチJレ・フルフラール）に関して研究を行っている．ま

ず H・M・F.を純粋に結晶として多量に製造し， これを翡礎にまずベンジジ

ンによる H・M・F.の新しい定屎法を発見した．次に H・M-F.がいかに分解

され，いかに着色現象に影響をもつかを量的に詳細研究中である．

4・23 連続吸着による石油中のベンゼン類の分離に関する研究
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教技福田義民

研究員 河添邦太朗

II 趙 容達

シリカゲルの多段流動層を使川して石油の各種の直溜溜分あるいは改質溜

分からベンゼン， トルエン，キシレン等の芳香族炭化水索を吸着分離する試

験プラントを設置し，目下ベンゼンとシクロヘキサンとの混合液を原料とし

てその分離を行い，吸着塔，ストリッパ，蒸溜脱着塔等フ゜ラントの各装置に

ついて性能の検討を行っている．

4・24 連続溶剤回収に関する研究

教授福田義民

研究員 河添邦太朗

有機溶剖を使用する工業においては，工程の廃気中に含まれる有機溶剤の

回収がしばしば行われるが，その場合一般には活性炭を充填した吸着塔が使

用されている．それに対する新しい装置として活性炭の移動層による連続的

な溶剤回収装置を試作し，吸着部の圧損失，脱着用水蒸気の所要最等につい

て検討中であるが，従来の吸着塔に比し相当少くて良し、．

4・25 炭化水素混合液の吸着による分離

教授 福田義民

研究員 河添邦太朗

各種の液体炭化水索に対する吸着剖の選択吸瘤性を置換クロマトグラフィ

によって検討するとともに，置換クロマトグラフィによって炭化水索混合液

を分離する際の吸着瞥の状態変化，吸着幣の長さなどについて解析し，シリ

カゲルーベンゼンーシクロヘキサン系， シリカゲルー～トルエン一n—ヘプタン

系の実験結果がよく一致することを認めた．

4・26 イオン交換操作の研究

教授山本 買

技官丸廿I 隆

固定床式イオン交換樹脂充填層によるイオン除去において，交換帯層高に

およぼす液流速，イオン濃度の影孵を研究し，固定床イオン交換装置，移動

床式連続イオン交換装置設計のための化学工業的晶礎研究を行っているほ

か，多成分系のイオン交換特性の研究も行っている．
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4・27 液体イオン交換（本の交換特性に関する研究

教授山本 寛

技官丸山 隆

最近液体イオン交換体が米国：こおいて試作されはじめたが，その性能が改

善されれば従来の固体イオン交換（本に代替する可能性も考えられるので， こ

れを工業的に使用する場合の交換特性について追求し，将来交換剖製造の際

の指針をえるとともに， これを使用する装置の設計に閃連する甚礎的研究を

行ってし、る．

4・28 塩類溶液中の徴贔成分i冶去に関する研究

教授

励手

岡 宗次郎

粟原鎮夫

塩類溶液中に存在する微屎不純物の除去に関する研究を続行，主としてイ

オン交換樹脂を用いる方法についての諸条件を探求し，ボーラログラフある

いは光電比色などにより各種不純物に対する効果を検討中である．

4・29 有機式薬を利用する迅速工業分析法の研究

教授

助手

岡 宗次郎

禾I! 1£1 7『 ネ谷
EDTA (エチレンジアミン四酢酸）ならびにその誘導休と金属指示薬によ

るキレート滴定法を種々検討し，不溶性硫酸塩のごとき天然石腎，スケール’

などのカルシウム，硫酸イオンの迅速定鼠，また， ロジゾン酸バリウムおよ

びその類似化合物を用いて硫酸イオンの新光度定絨法を研究し，工業薬品，

工業塩，工業用水などの工業分析法に応用した．

4・30 定電位電解分析法の研究

助教授 武藤

さきに試作を完了した各種の自動定電位電解装置を利用して，アルコール，

エチレングリコール，アセトン， ジオキサンその他の有機溶媒に無機塩類を

溶解させた電解液について電解定量法の基礎研究を行った．

4・31 自動イオン交換分析装置の研究

助教授 武藤義一
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イオン交換樹脂を利用する分折法を自動化し連続的にペン記録できる装鼠

を試作するための甚礎研究として連続式に自動的に溶離液の pHや談度を変

化させる装置と，目的成分の溶離開始を知ってフラクションを分離する方法

を研究した．

4・32 連続電斌分析法の研究

教授高椋武雄

技官桜井 裕

連続電量分析法においては試料濃度と電解電流値との直線的関係は設定屯

位，直流増幅器の感度および試料や電解液の送液速度によって良否が決定さ

れる．実験的に良好な記録をうるための因子を求め，本分析法を確立した．

また電流滴定法を利用した連続電蟄滴定法の原理による連続分析法について

研究し，再現性良好な結果がえられた．

さらに水道水中の塩索の連続分析法として第2鉄アンモニウムの電解遠元

によって生ずる第 1鉄イオンを用いる方法を創案し， この装置を用いてすこ

ぶる良好な結果を得た．

目下第2錫塩の電解還元によって生ずる第 1錫イオンを用いて，水中の溶

存酸索の連続電贔分折法の研究を行っている．

4・33 アルギン酸のイオン交換作mの研究
教授

臨時筆生

高橋武雄

江村 悟

アルギン酸の各種隕イオンに対する交換作用に関して従来ほとんど断片的

研究があるのみであるが， 本年度はアJレギン酸またはそのカルシウム塩と

Sr9oとのイオン交換作用について詳細研究し原子炉よりの放射性廃棄物の処

理においてすこぶる有効であることを明らかにした．

4・34 交流ボーラログラフによる分析法の研究

教授高橋武雄

助手 白井ヒデ子

さきに当研究室において交流プリッジ型自記式ボーラログラフの試作研究

を行い，世界にまだ見ない本装置を現在市販するに至ったので， これが化学

分析における応用の研究をひきつづき行っている．無関係塩の種類ならびに

濃度， pH等の条件による金属イオンの半波電位の移動，検塁線の直線性に
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ついて詳細iこ研究している．

4・35 マグネシウムその他の金属の電解製錬に関する研究

教授江上一郎

研究員細田 正

金属を塩化物電解法によって製造する場合，陽極に発生する塩素の処理法

は重要な問題であるが，特殊な陽極を用いて，高温•発生機の陽極塩素を直

ちに陽極構成物質と反応させることによって，電解製錬を有利に導くことが

できる． この観点から， Mg,Tiその他の金属の電解製錬にこれを応用し，

その基礎的研究と同時に工業化試験を行っている． （一部科学研究費）

4・36 原子炉用アルミニウムおよびその合金材料に関する研究

助教授 加藤正夫

” 西川梢
原子炉の構造材料にアルミニウムおよびその合金がかなり多く使われる．

この場合高純度の水を用い， ことに温度を上げた場合には従来の腐食とはか

なり異なった腐食の形式をとなこれらの問題を検討するために，主要成分と

不純物の鼠をそれぞれ変えた2S, 52 S, 61 Sなどの合金について 120°c,so 
0c, 40°cの腐食試験を行った．また pHおよび各種イオン溶存酸索の影聾

の試験，ならびに動水腐食試験を続行中である．また，アルミニウム合金の

表面にできた腐食生成被膜の種類と量の評価の方法も検討中である．

4・37 放射性ガラス砂による漂砂の追跡の研究

助教授

研究員

技術員

昨年度までの研究に引続き，本年度は苫小牧海岸では水深9mおよび6m

における放射性ガラス砂の垂直分布をしらべる実験を 2回行い，また伊良湖

岬港湾周辺における漂砂の追跡実験を 4カ所行って成果を得た．鼠的分布の

追跡法の研究はなお続行中である．

4・38 ツリウムー170を用し、たr線ラジオグラフィ
助教授

研究員
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昨年度における陥礎実験に引続き，今年度はその実用化をはかる目的でプ

ジXレイフィ Jレム，サクラ Xレイフィ Jレムについて欠陥判別度rtl1線，露出線

図を詳細に検討し，アルミニウムおよびマグネシウム合金のラジオグラフィ

に当って必要なデータを作製した． このほか鉛ハクおよび螢光増感紙の効果

を測定し，種々の部品の構造や欠陥の検査をも試みた．

新年度に予定されているツリウムー170ICを用いた各種電縫管溶接部のラ

ジオグラフィの研究の準備を行った．工業的応用の実施段階に入ったわけで

ある．

4・39 C-H比メータの試作研究

助教授 加藤正夫

研究員 小林昌敏

技術員 佐藤乙丸

前年度の試作研究では C-H比メータの機構各部の検討を行ったが，それ

らの結果にもとづいて今年度は示差方式による [3線検出のためのィォン箱と

プリアンプ，セル，安定化電源の試作を行った．予備実験としてはガイガー

計数装置によりヘプタン，ベンゼン，キシレン，エーテル，メクノール，ェ

タノール，アセトンなどの汀純度溶液試料中での Sr9o_y9oのB線の吸収を

測定し良好な結果を得た・

すでに直流増幅器，電離箱，試料容器などの試作を了し，目下比重測定焚

置・補正装置ならびに全体の組立が進行中である．

4・40 放射性同位元素による石油製品の品質改善に関する研究

助教授 加藤正夫

放射性同位元索を用いてガソリンおよび潤滑油の品質を検討するための数

種の実験を行った．第 1にヒ°ストンリングの摩耗試験を行うために， ヒ°スト

ンリングをサイクロトンによって放射化し， この放射化されたビストンリン

グを用いて摩耗試験を行った場合の感度の限界を実験的にしらべ十分利用し

得ることを確認した．本年度はさらに JRR-1原子炉による放射化の試験を

行い第2に潤滑油中のイオウによる銅および銅合金の腐食試験を S-35を用

いて行い，第3に S-35,Co-60, Ni-63などの低エネルギ9線によるエンジ
ン・デポジットの叶斌法，および第4に S-90の高エネルギ8線によるガゾ
リン中の鉛分の定鼠法の，，式験などを行った．

63 



4・41 流動遠元法による鉄粉の製造

技官原善四郎

助手島崎俊治

鉄鉱石流動還元の反応速度を研究し，ヘマタイトやミ Jレスケールの 100-

150メッシ程度の粉末の水索による流動還元は，ほぼ均一反応と見倣し得る

ことを明らかにした． これに反して同じ粉末でも流動不十分のときは，水素

流量の差が反応速度に大きな影孵を与える．

4・42 抵抗焼結法の研究

技官原善四郎

助手島崎俊治

短時間大電流を試料に通電して抵抗発熱によって焼結を行う抵抗焼結法ぱ

ホットプレス法の中で著しい特徴がある.F. V. Lenel の方法に改良を加え

て， Ni80-Cr 20合金について抵抗焼結を試み，焼結体の諸性質におよぼす

焼結条件の影膊を検討するとともに，抵抗焼結：こ生ずる諸現須を観察した．

4・43 金属材料の高温組識に関する研究

助教授 西川精一

金属の高温における組織変化の研究は最近多く行われているが金属の種類

によって成功したり不成功に終ったりしている．原因はその材料の熱腐食の

されかた，金属元素やその酸化物の蒸気圧が，実験条件に合っているかいた

いかなどである したがって材料による頁空度の選び方，ア）レゴン気流その

他不活性ガスの使い方にいろいろと研究の余地が残されているので現在材料

を特定のものに限定せず入手できるあらゆる材料について裁礎研究を進めて

し、る．

4・44 鉛合金に関する研究

励教授 西川緒一

非常に純度の高い Pb-Sb2元系合金の時効現象に関する基礎的研究を行

っている．結晶粒内での析出物の生長過程，結品粒界での粒界反応の様子も

明瞭に判別できた．徴量の Asのこの組織変化におよぼす影郭も大体明らか

となった．組織変化の観察は偏光を使用した 1種の暗視野顕微鈍で行ってい

る．
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第 5 部

5・1 粗拉材を含んだ土の『t質の研究
助教授 三木石竺郎

粗拉材を含んだ土の性質を調べるには，従来の粋通の土質試験方法では困

蘭能なことが多いので，含水羅の多少の程度と締固め度を間接的に推定する方

法としてドロップ試験の適用性を検討し，また原位置における七ン断強さを

知るために前年度来研究中の引抜き試験をさらに改良し，いずれについても

現場で実用可能の見通しを得た． （科学研究府）

5・2 ソイルセメントの強さの試験方法の研究

助教校 三木五三郎

道路路盤等についての表陪安定処理工法は，施工機械の進展に伴って急激

に実用されようとする楓連にあるが，安定処理＿三上の強さについての邸本的tc

試験方法は，わが国ではほとんど研究されてし、なし、実情なので， とりあえず

ソイルセメントの場合につし、てイギリスの椋準試験方法を中心に各種の方法

の比較検討を始めた．

5・3 トラフィカビリティにつし、ての研究

助教授 三木五三郎

助手今村芳徳

含水鼠の多い士エ現場で施工機械を合理的に連行し，ひし、ては質のよりよ

い工事を完成させるために，ペネトロメータおよび練返し試験機による測定

結果から，その場所のトラフィカビリティを判定する方法を研究し，数ケ所

の現場について各種の施工機械に関する実測をも行って， この方法を実用す

るための）店礎資料を集積している． （建設省建設研究補助金）

5.4 土木構造物の応力測定

助教授 久俣慶三郎

土木構造物の応力または変形を実物について測定し，構造物の耐力の判定，

設計の改善に貸せんとするものである．本年度は東洋埠頭KKのトランスボ

ータクレーン，群馬県月夜野橋，その他吊橋等について測定し，吊橋は特に

その減哀係数を主として実測したものである．
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5・5 鋼床板の実用計卵法

教授福田武雄

橋の技術の進展にともない，鋼橋の橋床として鋼床板が使用されるように

なった． しかし，銅床板には各種の型式が考えられ，その理論もまだ十分に

は究明されず，設計上きわめて複雑であり，かつ難解な構造である．本研究

では，直交異方性板理論を基本にして，橋床としての実用計罫法を求め，目

下準備中の床版試験機の完成をまって，実物大の試験体につき実験を行うよ

う研究を進めている．

5・6 ケイソン側壁の摩擦軽減に関する研究

教授

助手

和

勝歳

埜

本
星

榎

If 金子 rlH. 
ふ’•

3種の壁摩擦澗定摺を試作し，数種の減摩剤について摩擦軽減効臭を測定

した． （受託研究）

5・7 芍西橋桔礎土質調査

教授星埜 和

助手榎本歳勝

II 金子 豊

東京都内荒川放水路に架設される葛西橋の下部構造設計のため，ボーリン

グ・コアについて各種土質試験を実施し，支持力を判定した．

（委託研究）

5・8 河川の形態の綬慢な変化に関する研究

助教授 井□ 昌平

河床または河岸が移動し得る物で構成されている場合に，河川に工事が行

われ，または流域の水や土地の利用状態が変ると，それにつれて河川の形態

が緩慢に変化することが多い．その変化はさらに河川の流れの regimeを変

化させることにもなり， さらに再び形態に影愚限をおよぼすとも考えられる．

この研究はそのような現象を個々の河川について求め，またそれについての

一般的な知説を求めることをめざしている．

5・9 高炉セメントを用いたコンクリートの研究
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教投丸安 I玉和

1支官小杯一軸
高炉セメントおよび二種高炉セメントを用いた場合のコンクリートの性質，

配合設計，養生方法，その他について研究を行っている．

5・10 コンクリートの品質管理に閲する研究

教投丸安障相

技官小林ー 1!ifil

所望の品質のコンクリートを製造するために必要な諸種の問題を研究して

いくのが目的であって，すでに実際の現場における試験，品質管理に必要な

試験方法，配合設計を行うための平均強度の取り方などについて研究し，そ

の成果を発表し，各種の示方潜にも取入れられている．

5・11 赤外線航空写真測絨に関する研究

教校

助手

丸安 i逢和

プ;: t& プ(;: ・r甘

航空辱哀測鼠O)さらに広範囲な利用を目的として，赤外綜航空万：真測鼠0)

利用を考えた．すでに試写を終り，撮影条件その他の諸問題を検討している・

赤外線び真の効果については，まだ世界各国でその研究が緒についたばか

りであり，結論は出ていないわが国においては最初の研究であり，国産材

料による力真の効果の検討と柏まって，大いにその利川の道を拓くべく研究

を迎行させている．

これによって，パンクロおよび）召然色航空‘り辺団と合せて地買のび真判定を

行うべく，研究に着手した．

航空万真による地質の調査は，直接踏査の不11→f(足な地峡；こ捻げる壮l邸こ大

きし訟味を持っており，新しし、万真測：'Jの分野がp卜］拓できるものと芍えられ

てし、る．

5・12 建築構造物のリミットデザインに閲する研究

助教授田中 尚

終局強度を対象とした構造設計法に関する研究の一部として， 2種頬以上

の荷重が作用する場合の累加強度に関する研究をなし，鉄骨鉄筋コンクリー

トなどに利用範囲の広し、累)JI]強度に関する法則を得た．
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5・13 殻構追に関する理着および実験的研究

教授坪井・ 善勝

殻構造の力学的性状を把握するため，理論的，実験的研究を進める．主と

して建築の分野で実用性の高い偏平殻を対象とし，戴断球殻， H.P. シエJレ

および4次曲面シエルに定差法を応用した解析を行い，特に種々の文持条件

に閲して弾性実験たらびに鉄筋モルタル模型による荷重試験を併用して検討

を加えた．

また実験：こよって，殻の破壊性状はその支持方法と密接な関係があること

を明らかにし，殻構造設計上の砧礎賓料をえた．

5・14 組合せ応力を受ける鉄筋コンクリート板の破壊に関する研究

教授坪井善勝

2次元応）J間の相恨］関係に基ずく無筋コンクリートに対する破壊基準の妥

当性，および構造上のセン断強度の決定に対する破壊砧準の適用を研究する

払礎的段階として，円板，長方形板，十字形板に 2軸方向より組合せ応力を

受ける場合の挙動について，実験的に研究を行い， コンクリートの弾塑性的

性質，および破壊性状，応力分布状態などを明らかにし，構造設計上の陥礎

資料をえた．

5・15 水平）］をうける曲面板構造に閲する研究

教授坪井善勝

曲面阪構造が地震力を受けた場合の性状を研究する基礎的段陪として， 4 

本の柱に剛接された円筒殻が軸方向に繰返し，静的水平力をうける場合の挙

動について理論的，実験的に研究を行い，殻の撓み，歪み，亀裂の分布状況

および破壊機構等，構造設計上の資料をえた．

5・16 鉄骨鉄筋コンクリートに関する実験的研究

教投

特別研究貝

勝

実
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鉄骨鉄筋コンクリート構造に関しては，数年来多くの研究成果が蓄禎され，

この構造の新しい計孵規準を創設すべく，これらの資料について慎璽な検討

を続けて来たが本年度ようやく規準が制定された． しかるに， これは広範囲

に亘る本研究の指針によるところ少くない．

なお耐力の晶準となる，鉄筋コンクリートの終局強さに関しては，セン断
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破壊を除けば，理論的，実験的研究がほとんど完成されているが，かかる鉄

骨鉄筋コンクリートには，終局強さ方式を適用する域に達していない．特に

セン断破壊（こついては，鉄筋コンクリートのセン断破壊強さそのものがま応

十分解明されていない現状であり， これらセン断力に対する終局強さと破壊

機構および応力分布状態など：こ関して，理論的，実験的に研究継続中である-

今まで構造上の一盲点とされていたセン断力に対して大いにその道をすIi<

べく研究を進行させている．

5・17 鉄筋コンクリート采構接合部にI対する研究

教投

助手

土平 ） I'- . 佼 )j脊

矢代秀雄

鉄筋コンクリート架構按合部に閲する実験的研究のうち，短期）心）J (地震

時）を対象とするはりハンチの配筋効果に関する研究と逆対称荷重をうける

仕口 (joint)における鉄筋の付着に関する研究を行し、，鉄筋コンクリート構

造設計上の資料を得た．

5・1 B 建築物の防露および透湿的性質に関する研究

教授渡辺 要

建物の結鉗防止を目的とする各種材料の Permeabilityに閏する実験的研

究および防鉗計邸法について研究を進めている．

5・19 設計1廿戸外気温に関する研究

教投渡辺 要

販房および冷房のための設叶用戸外気温は建物の種類，熱容凪，使用時間

などによって，そのとりかたを変えるべきである． この点につし、ゞ C総合研究

を竹って来たが，本年度は地［ド温度のとり方と地下室あるいは土廿fJ床からの

熱州失について暖房設計計罰［のための実）廿解を求める．

5・20 吸音，遮音材料に関する研究

（一部科学試験研究費I

教授渡辺 要

助手石井聖光

オーディトリアム（削場・映画館・講堂・公会堂• 音楽堂など），事務室，

工場などで用いられる各種吸音材料の吸音率， 吸音力の測定およびガラス
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窓，壁材料などの透過損失を測定し，かつこれらを理論的に解明することに

努めている．

5・21 室内晋響におけるエコーに関する実験的研究

教授渡辺 要

助手石井聖光

オーディトリアム内でエコーが発生することは最も悪い音響現象である．

そこで模型実験により，平面，凹曲面などの壁面からのエコーと，これらの

壁面に屏風折，ボリシリンダなどの拡散体を取り付けたり，吸音材をパッチ

した場合に，エコーがし、かに減少するかを検討している．

またこの実験のためにボリエステル膜を振動膜に用いた超音液用のコンデ

ンサ型のスビーカ，マイクロホンの試作研究を行っている．

5・22 高速給気方式における吹出気流ならびに騒音制御に関する研究

助教授 勝田高司

助手後藤 滋

” 寺沢達―
空気調整において，高速給気法を採用する場合に間俎となる吸出口ならび

こ騒音制御に関して，理論ならびに実験的研究を行う．各種の減圧消音吹出

ユニットおよびダクト系に用し、る消音器の性能について夷験を行し、，それら

に関する蒼料をうるとともに設計法に対する検討をし，現場における夷施指

導をも行う．また室内気流および温度分布の観点より適切な吹出口をうるた

めの各種形式吹出口の特性を実験検討中である． （一部科学研究費）

5・23 金属建具の気密，水密性に関する研究

助教授 勝田靡司

II 池辺 陽

則手寺沢達―

II 後藤 滋

実験室内に設けた加圧室に実物大鋼製建具あるいはアルミニウム製建具を

装着して，圧力変化にたいする通気特性を測定し，型式別建具構造の細部を

検討する．また昨年度中間試験研究費によって完成したスプレー装麗によっ

て，加圧およびスプレーを同時に行った均合の漏水現象を調べ，建具部材の

断面，構造，材料について検討改良を行い定具の質の向上をはかっている．
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（一部受託研究費）

5・24 バネル型エア・フィルタの集じん性能に関する研究

助教授 勝田高司

助手後藤 滋

II 寺沢逹

一般に空気調整装置に用いられてし、る，いわゆるパネル型のエア・フィ｝レ

タに関しては，その正確な資料に欠けている．当研究室においてはこれに対

する試験装置を製作し，パネル型フィ Jレタの空気抵抗，集じん効果，捕集容

鼠等につき測定を行い，性能の高いフィルタの試作をこころ入ている．

5・25 局所排気：こl見lすろ研究

助敦授 ‘勝田高司

助手後罪 滋

工場内のガス，塵埃および熟等を除去するための各種型式の排気フッド：こ

つき，理論解析ならびに実験的検討を行い，それらの性能阿上と設計上の資

料を求めようとするものである． （労働省試験研究費）

5・26 軽金属およびプラスチック材の建築への応用

教授星野昌一

軽合金およびプラスチック材の建築への応用は，ようやく軌道にのってぎ

たが，まだ適切な工法が採られていない場合が多く，各種材質，用途に応じ

た標準仕様の研究を行し、， これら新材料の迎むべぎ途を指導している．

5・27 軽罹不＇燃構造の実用化試作

教授星野昌一

技官羽田 昭

鋼板折仙材を枠とするパネル構造により，住宅，事務所，車庫，アパート，

病院，船室等を試作し，その居住性，温湿度，耐候性，経済性，防火性など

の研究を重ねてきたが，公営住宅，公庫住宅等の不燃化の線に沿い，経済的

に実用化する設計を迎め，試作をつづけている．

5・28 建築配色拮準の作製

昌名J里一星
歪
又
.

.

.
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教
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色彩調節の理論をさら；こ一歩迎めて色彩調和の通則を求める研究を行い，

各種用途の建築の内外の配色の陥準をつくり，実際の建物に適用してその

効果を検討している．

5・29 軽鼠不燃構造の防火力増強に関する研究

教授

技官

星野昌一

田村 直

各種の防火的新構造に対して，一定の火災条件の焔および輻射を加えて，

その必要被疫厚，取付方法，下地および裏面断熟材等のエ法を明らかにし，

基準法改正に伴う種々の新工法の出現に対して可否の判定を下すべき賓料を

明らかにしようとするものである．

5・30 都市再開発についての研究

教投悩山英華

研究課題「大都市における空閑地に閲する研究」，「立体区画整理に関する

研究」などの成果に晶き，前年度より継続して，再開発の予想せられる地域

を選定して実態調査を行い，設計上，建設上，経営上の間題を明らかにし，

その実現方策について，検討を加えた．

本年度は主として「日本橋松l山町調査」を行い，また，山手住宅地の数地

点についても調査を行った．

5・31 住居設計基礎理論

助教授池辺 陽

従来の日本の住居は，生活様式，生産方法その他の而に欠陥があり，その

解決は重要な課題である． この研究はその一部として，住居デザインの理論

化を目標として進められているものである．方法として資料分析，実験，実

験住宅の設計実施等を併用し，現在までに組織理論をほぼ終了し，現在動的

組織，定量分析を主として行っている． これことって住居の優良度の測定が

可能となると思う．

5・32 建築椋準化の研究

助教授池辺 陽

建築の工業化の迎展は，建築各部品の椋準化を必要としている．標準化の

前提条件ともいうべきモデュール（甚準尺度）について，理論，および実験
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研究をけってきたが， 現在ふ=2"十2cn--1Jp+2□ 2)q+2(n-3)r (、p,q,rは0ま

たは 1)によってあらわされる数列を完成した． このモデュールは，建築部

材断面より，部屋の大きさ，建築プロックから，都市計圃にまで適用される

ものである．現在メートル法実施にともない木材その他の材料規格への適用

を検討中である．

5・33 アパートのモデュール設叶の研究

励敦授 池辺 l湯

現在建設されているアパートには各種の型があるが，部分にいたるまで迎

った寸法になっているために，生産面からその統ーが要望されている．本研

究は前記のモデュール放列の完成にともない，その実際的応用面として，ァ

パートの各型をモデュールによって共通性を持たせようとするものである．

本年度は建設省公営アパートの設計にこの方式を適用して中陪耐火，およ

び簡易耐火平家の 2型式をつくった．

5・34 建築部品の工業化に閲する実験研究

助教授池辺 陽

建築を部品化し，そのおのおのを工業化することは，現在必然的な動向であ

る． これに対して前にモデュールを利用し，部品化を行い，各部品の性能，

費用等をチェックすることにより，建築部品工業化の前提条件を設定するも

のであり，現在主として壁，建具などの部分について，その実験を進めてい

る．今後構造体にも実験を進める予定である．なお，本年度には軽闊鉄骨を

主として研究を進めた．

5・35 日本における廷築0)近代化に伴う木造建築の崩壊

教授関野 克

助手伊蘇鄭溺

// i寸松貞次郎

日本の木造建築は明治維新以降，直洋建築の手法が輸入された． 日本の木

造建築はこの近代化過程において主要建築構造形式の座から退く連命にある

と考えられる． しかしそれはわが国の木造建築の過去・現在・将来にわたる

技術史的研究によって，はじめて正確に立証される． ここに日本建築の近代

化についての技術史的研究の一斑として本問題をとり上げたゆえんである．

本年度においては長崎・熊本・鹿児島・富岡• 長浜等に現存する節末• 明
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治初期の洋風建築の調査を行い記録を作成した．

5・36 建築の発達の技術史的研究

（科学研究費）

教投閲野 克

助手伊藤鄭爾

II 村松貞次郎

建築も一般技術と同様に原始手工業の段階から現代の機械生産の段階への

発展をたどってきた． この過程を技術史的に分析し建築技術の本質と発達の

法則を明らかにすることは，芸術的であると同時に実用的な建築生産技術を

全体的に把握するためには不可欠のものである．従来の建築史は例外なく芸

術史であって，現代の建築技術者の要求にほとんど無力であった．本研究ぱ

建築技術者に対して有用かつ禎極的な示唆を与えるような建築史の体系を新

らしく作りあげることを目的としているものである．

5・37 日本における鉄筋• 鉄骨構造建築の技術史的研究

助手 村松貞次郎

明治時代末，わが国に導人された上記新構造形式を，それ以前の石造・煉

瓦造技術と比較し，さらに今日に至る発展経路を構造詳細・設計理論および

材料生産について検討した．
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D. 受託研究

当所の受託研究は，昭和 24年度から開始し， 33年度においては次のよう

な数字を示している．

受理件数 22 

歳入額 4,651 C単位千円）

委託者ぱ主として工業生産に関係ある諸会社と，官公庁である. 33年度中

に受理した分につき，題目等を挙げれば次の通りである．

i 

！番ゲ
!-

受 託 題 目 担
一
ヽ

当 者

1

2

3

4

5

 

平尾
白動車の性従向上の研究 眉冒
高炉セメントおよび二種高炉セメントの研究 丸安

椋準吹出口泊音ユニットの試作 勝田

ラジオアイソトープによる石油製品の品質改良に関
するJ店礎的研究 加藤

収

厚

男

和

司

智

隆

高

正夫

油）］行の迅速分析法

6
 
軽四輪車における技術的諸問題の研究

0

1

 

7

8

9

ー

ー

U. H.F.'ii『における Ferriteの測定

通儒槻謡の板動防止の研究

ト）レクコンバータの研究

斜而崩壊の実態調査

笹生川堰堤歪，応力，温度，
析

12 工川堰堤堤体の振動試験

13 白動車の性能に関する研究

浅原照三
岡宗次郎

平尾 収
宜理 J享
石原智男

斎藤成文

黒川堕百
浜崎製—

亘理 厚

石原智男

丸安隆和

目各壮摺観測値の解I丸安 隆和
岡本舜三
久保慶三郎

岡本舜三
丸安隆和
久保慶三郎

平尾 収 l
宜理 原
石原智男 I
I 
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14 電子写襄におけるセレン感光板の湿気の影褥試験 野綺 ;J<.c/ 、
15 電子管溶接部のr線による非破壊検査

: 

力0『桑 止こ）ミ i

16 堕料技術へのラジオアイソトープの応用 加藤 1F夫
17 映圃カメラの性能に関する研究 梢杓 ・IE茂

18 砂糖エステルの研究 浅原照三

19 コルゲーテッドハイプの強度に閾する）且本的文験
三木五三郎
！ 久保咬三郎

20 光化学反応を利用するスーバーインボーズ法の研究多野綺 刃J.c、
21 新潟関屋悔岸流に旧信涙川水路を開さくした場合に
I ＇ける，河川 のyf!j:岸流況への影孵および分水路河口 II・・仁l 昌平！i 
構造物の効果

22 
! 
［' テロメリゼーションによる二塩基酸の合成 浅原照三［

3. 主要な研究施設

A. 特殊研究設備

1. 微分解析機

この機械は純機械的計仰方式による大型白動，汁邸機で，そのじ太）IJ途ぱ常

徽分方程式を解くことにある．し、わゆるアナログ計窮機の一腫であるが，

子管式のものに比べて，計邸速度は劣るが，精度・信頼度が翡＜，動作中，

の迎行の有様が目に見え，故障が少ないなどの特長をもっている．

本機は旧航研における試作一号機の経験をもとにして性能（梢度，容屈），

使い易さなどに研究を重ね，新たに設計，製作されたもので，現在，禎分機

8台，入力卓3, 出力卓 1, 加卵機9, 連結装置，配電盤などから成り，ま

た速度の遠隔制御装置を付属している．

本槻の準備時間は 1日程度，解は一本につき 15分程度，梢度は 0.1-196

位，現在までに，各種の非線型振動，自動制御系，原子，分子の波動函数，

ロケットの性能叶卵などに応用され，所内の研究の有力な手段となり，また

外部の委託にも応じてし、る．

2. 秋田ロケット実験場

(1) ロケットエンジン・テストスタンド

観測ロケット用エンジンの地上性能試験装置として，町和 30年度iこ秋田
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県由利郡岩城町勝手中島海岸に建設された． これはエンジンの地上テストを

行うもので，付設された計測室で，内圧，推力，温度などの測定が行われる．

テストスタンド建舎は耐爆構造を有し，エンジンの異常燃焼による燥発に耐

える設計が行われ，計測室も同様耐爆構造を育し， I: 述の計測をするととも

に反射鏡を用い耐燥ガラスの窓を通して安全に燃焼状況を観測することがで

きる．なお，水平テストスタンド内には燃料・の温度を但温に保持するための

装備がある．

(2) ロケット観測寇

昭和 31年度にロケット観測令が建設された．鉄筋コンクリート造の 3陪

建で延 44m2強，屋上に自動追跡レーダを据付け， レーダおよびテレメーク

による観測ができる外，指令室，作業室を兼ねられる設計になっていな

(3) その他の実験設備

組立室は二段ロケットの屋内組立およびランチャーヘの取付けに必要な容

栢とクレーン設備を有し，メイン・ロケットおよび計測番のための衝漿試験

機を備えている．発射場はコンクリート舗装で火焙除けの溝と1埠破を俯lえて

おり，また組立室とのl間は舗装されて， ロケットおよびランチャーの牽引連

搬に便にしてある．昭和 33年 12)]より防風のために移動鉄骨軽構造の建

物がランチャー点に設置された．

3. 電子顕微鏡室

当研究所には下記の 3台の電子罰徴鐙が設置されており，その主．要々目ぱ

下表の通りである．

1. 日立製作所製 HU4型

2. 日本電子光学研究所製 JEMl型

3. 表面放出型靡温金相電子顕微鋭（分解能 6,500A) 

直接倍率

写真引伸

分解能

終像の大きさ

H U 4 型

3, 000-15, 000倍

150,000 f音

5oA 
直径 60mm

J E M 1 型

2, 500-5, 000 介伶

50,000倍

50A 
直径 45mm

この内 JEMl型は電子顕微鏡としてのみでなく， 高分解能電子回折装置

としても使用できる．
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その外に付属器具として真空蒸着装置・試料分散装置・電離真空計・位相

差顕徽鏡等も完備しており，広く所内外の需要に応じて，徴粉体の形態，金

属組織・固体の変形機構等の撮影を行っている．

4, 放射性同位元素実験室

実験室は控室• 更衣室・シャワールーム・測定室・暗室および化学操作室

から成り，セミ・ホットの実験が可能なように造られてある．設備としては

化学操作用ドラフトチェンバ2台・ドライボックス 2台・換気ファン・貯蔵

庫・遠隔操作用特殊器具および配線・カウンタ用定電圧装置などであるが，

測定器としてはシンチレーションカウンタ 1台， G.M.カウンタ 3台・サー

ベーメータ 1台・ローリッツェン検電器 1台・レントゲンメータ 2台・ポケ

ットチニンバ 10本，その他各種の R.I. 実験用器具類が備えてある．強い

r線によるラジオグラフィの研究用分室，放射性汚染物処理場もあり，放射
線悴害の危険に対して十分な処置が講ぜられてある．

5. 材料実験室

材料実験室には各種の万能試験機の外に，捩り・ 衝撃硬さ試験機が設置さ

れ，別に疲労試験室，振動実験室がある． これらの諸施設は各種の研究に活

発に利用されていて，利用率は第 1部関係が 409{{, 第 2-5部関係が 6091{

となっている．設備の整備と充実にはたえず努力がはらわれて，最近はとく

に試験機の検定装置を充実して，測定精度の維持および向上を計って来てい

る．

6. 高速度写真撮影装置

主要な装置としては 16mm Fastax高速度カメラ（米国 WollensakOpit-

cal Co. 製，回転プリズム式，最高撮影速度毎秒 7,000鞘，付属レンズ7種），

生研製超高速度カメラ (16mmフィルム使用，最高撮影速度毎秒 7万鞘，

8mmフィルム使用，最高20万腑），格子式超高速度写頁撮影装置（毎秒数10

万-1億齢の撮影可能，爆発現象，衝撃破壊現象等の研究に使用）， 瞬間写

真拍影用電気的超高速度シャッタ装置 (Faraday 効果利用， 露出時間 1-

5マイクロ秒），各種閃光放電管式瞬間写頁船影装置（閃光継続時閻 1, 10, 

100, 200, 1,000マイクロ秒の数種類）がある．またこれらの装置用各種照

明設備，解析用装置等完備し，普通程度の高速度現象から超高速度の現象に

至るまで撮影解析が可能である． これらの装置（ま，当研究所写真委員会なら

78 



びに第2部植村研究至により管理運営されており，所外からの委託研究にも

応じられるようになっている．

1. 自動車試験台

自動車試験台は自動車の走行抵抗，振動，乗心地，採縦性安定性などの研

究に用いる．その主要部は直径約 1mmの回転ドラムと 200圧の電気動力

計とからなる．電気動力計はドラムを駆動するが，逆に自動車がドラムを駆

動するときの出力を吸収する． この試験台によって振動試験を行うときはド

ラムの円周上に正弦波状のカムを取りつけて駆動し， ドラム上の車に正弦状

の強制変位を与える．走行抵抗などの測定にはカムを除いて車の推力などを

測定する．自動車の連動性能に関する実験をする時は特殊の自動操縦装置を

用い 16mm撮影機によりその応答を求める．また横荷重を加えることによ

り，タイヤのコーナリンクカに関する実験を行うこともできる．

a. コンシューマプル・アルゴンアーク溶接機 (Mig溶接機）

本装置はアルミニウム，チタン，ステンレス，軟鋼等各種金属の溶接が可

能で，ア］レゴン雰囲気中で溶加心線自身からアークを発生して， 溶接を行

う．溶接機の電源特性は従来普通に使用されてきた垂下特性のほかに，定電

圧特性を有していて，自動制御特性が良い．溶接頭は厚板用のヱヤコマチヅ

ク型と薄板用のフィラーアーク型の両者が付属しており，広範囲の板）享に対

して半自動および自動溶接が可能である．主な付属装置としては溶接心線送

給装置，電子管制御装置，カス制御装置，溶接碩支持装置， トラベラ等があ

る．

9. 電子管式アナログ・コンピュータ

現在，繰返し型および低速度型の 2種類の実用装置が設置されている．削

者は演卵増幅器 16,加邸招 8,正負変換器 8,非線形演卵器2より成って

おり， 定係数方程式については 1-596, 非線形問題で 596程度の確度が・
えられている．後者は加罪柏分器 8,加靡係数器 8,特殊非線形演錦器7を

主体とするもので，単休としての確度は 0.196以上，現状では最高水準の

装置である．いずれも所内外の計卵依頼に応ずるとともに，さらにその性能，．

機能の拡充，向上のための基礎研究用として使われている．
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1 o. マイクロ波の施設

4, 000 MC, 9, 000 MC, 24, 000 MC, 34, 000 MC幣の測定装置を完成，各

周波数瞥専用の空胴共振器，定在波測定器，減衰器，クライストロン発振器，

電源ならびにプラウン管指示装置が用意され，矩形郡波管の減衰定数，高周

波ケープルの波長短縮率および減衰定数，固体誘電体の特性等が測定できろ

ようになっている．また 50MC-2, 000 MCの信号発生器，アドミタンスメ

ータ，同軸定在波測定器等をそろえ， この周波数幣の測定も可能であな

11. 電気計測器の試作ならびに較正設備

所内における一般の電気的測定器類の試験，検定から修理をはじめ，将来

は各種電子装置の設計試作等の仕事を行う目的で，叶器較正室が整備されつ

つある．現在，直流標準電圧計および電流計，交流椋準電圧計および電流計，

椋準電力計，万能プリッジ，シェリング・プリッジ， CR発振器，真空管試

験器， Qメータなどが置かれて指示計器の較正，修理，電気同路部品の試験，

検定，各種電子装置の設計，試作などの両要に応じている．

12. 合金接合トランジスタ試作設備と試験装置

合金接合ゲルマニウム・トランジスタを試作するための装置として酸化ゲ

ルマニウム遠元炉；ゲルマニウム・ゾーン精製装置；単結品引上装置；ダイ

アモンド刃によるゲルマニウム細薄片切断機（外に試作工場には超音波によ

る切断機もある）；接合部製作用水索炉（外に超音波による接合部製作装置

もある）；導入線取付装置；真空封入装置などを備え，原料から完成品まで

の各段階の試験研究ができるようになっている．なお，試験装置，測定装置

としては電気的なものに限ると，四針法による抵抗測定装置；熱起電力によ

る伝瑶型判定装置；ホール定数測定装置；光によるキャリア平均寿命測定装

置（外に電気的パJレスによる装置もあり）；完成品の静特性測定装置；小振幅

トランジスタ定数測定装置；小振幅インピーダンス特性精密測定装置；浮動

電位自記記録装置；バルス特性測定装置；簡単な寿命試験装置を備えてあな

13. 自記記録式粘度計

ストレンゲージを使ったトルクメークを使用し，温度と粘度を電子管式自

動平衡記録計に自記させるようにした，外筒回転式の粘度計で，ガラスなど

の溶融物の帖度測定を目的としているので使用温度範囲は 100°-1,000°c, 
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粘度の測定範囲は 10,100, 1000 gemのトルクメータ 3段と 1回転 10,

100, 1,000, 10,000 秒の回転速度 4 段の切換により 102~10· ポイズにわた

ってし、る．

14. ペン記録式自記ポーラログラフ

本装置は， (a)(b) 2種がある．

(a) ポーラログラフの電流は通'ii『pAの程度で， これを反照倹流叶で1ぃI

転するプロマイド紙に描かせるのを晋通とするが，本法はこの微少電流を直

流増幅して 2mA記録電流計にペン記録せしめるもので，明所で直接観測す

ることができる．

(b) 電子管式自動平衡記録壮を用いたペン記録式ポーラログラフは，ゎ

が国で最初の試作品である．特殊なプリッジ同路を用し、てし、るので，補正項

なく正しい加電圧が記録紙と同期して直ちに得られるのが特徴である．

感度は 100-5pA/180 mmの間可変である．

15- 150kW高周波誘導電気炉

溶鉱炉湯溜における特殊吹精法による脱クローム研究の砧礎研究として，

特に温度ならびに鉱滓の影翠般を研究するために 150kWの詞周波誘導電気炉

を設置した．

この炉は， 100kgの銑鉄を 35分で溶解することができ，哀た出りを自由

に加減しうるので温度の調節も自由である．なお，本装臼は溶解設備として

は現在一基であるが，所内の各部の研究にも活用しうるように， また切換に

より試験高炉の高周波加熱にも利用できるようにしてある．

16. 1 t試験高炉および付帯設備

この高炉は高炉湯溜における特殊吸精法によって，合クローム鉱石を処理

する試験を行うために設置したが， この試験が一応終了したので，今後は同

吹精法の完成を中心として，広く粗悪原料の処理，高炉反応の諸機構の解明

などの目的で稼働される．

炉は吹梢の実施に備えて，吹精羽ロー本を取り付けてある外， とくに湯溜

部を深くしてあり，このために増大する熟損失を高周波加熱によって補うよ

うにしてある．なお，送風機，鉄管式熱風炉，原料処理設備，装入装置，ガ

ス清浄装置を有する．
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17. 電弧加熱装置

高炉外において脱硫，脱クロームなどの実験を行うため，溶銑の電弧加熱

装置を設備した． この装置は溶銑の表面よりわずか上に炭索棒を垂直に 2本

立て交流 125Vの電圧をかける．炭索棒と溶銑の間にアークをとばし， この

アーク熱により溶銑の温度を上げる．電極と溶銑表面との距離はアーク電流

が一定に保たれるよう自動制御される． この場合交流 125Vーを得るために

75KV トランス （リーケージ式） を設備し電源は 3,300V, 所要電流は平

均 550アンペア程度である．

18. 自記式分光光度計

Beckman DV分光光度叶に波長と吸収率との北線を記録するよう自記化

装置を当所において試作したものである．光源よりの光束を複光束に分け，

試料および標準物質中を透過させ，搬送周波数と変調周波数とを一枚の光載

機によって同時に発生させ，その交流信号を交流増幅し，さらに同期整流し

て自動平衡型記録計に結び，プリズム (Beckman分光光度叶内） の回転と

以上の吸収率とを直角座原：こて知るものである．

19, 高温金属顕微鏡

オリンパス PMF咽金屈顕徴鋭に試料加熱炉と麻温顕微鏡用長焦点特殊対

物レンズを備えたものである．光源は普通光源，偏光，位相差に変えること

ができる．加熟炉は真空加熱およびアルゴンフン囲気加熱の両法が行える．

真空度は 1Q-3mmHg程度．金属材料その他高温であまり蒸発性でない非金

屈材料の変態，結晶拉の生長，焼結などの現象を観察することができる．

20. 土の三軸圧縮試験機

橋梁や建築物の基礎地盤の耐力とか，土ダムや法面の安定などを調査し，

合理的な設計叶罪を行うに当って，甚本となる土の強さや変形を測定するた

め，三軸試験が用いられる．三軸試験機は土の円柱状供試体の周辺に液圧を

加え，かつ軸方向の圧力を加えて変形破壊の経過を測定するもので， これか

ら粘着力，摩擦角のより正しい値を求め，容柏変化，間隙圧の影蒋を調べる

ことができるので最も優れた土の強度試験法とされ，土の破壊理論を立てる

ため必要たデータを得るのにも役立つ．
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本所備付の機械は，

(1) 供試体の径 7cm,高さ 20cm

(2) i共i式体の径 3.5cm, 高さ 8cm

の2種で，後者は総重凰約 60kg,小型可搬式で現場測定に便 、"~Cl) /;)• 

21. 地上写真測量用機械

ダム地点，波の状態など普通の方法では測鼠・測定が ものこ実体写

真を利用することが非常に便利であることはすで；こ認められてし、な しかし

実体写真を使って測定する場合，闊い精度を必要とする均合には写真す最彩の

諸元，写呉測定機械の精度などが重要な問題となる． したがって，

写真測定機械は十分精密なものでなければならない．

当研究所（文，地上写真測鼠用写真楓として Zeiss製の CI[Bを備え， こ

れによって得られた写真を， Autocartgraphによって測定している. Auto-

cartgraphは本来は航空写真測鼠用のものであるが， これを地上写真測靡:}Fl

に改造し，わが国では極めて数少なし、貴重な装置である．

さらに新しく小型図化機およびその付属カメラを製作し，方笈咽，文験など

の近接撮影による大縮尺測定ができるようになった．

22. 音響実験室

この実験室は，残懇室，無評宝，測定室からなってし、な残密虫ぱ外部か

らの騒音を防ぐ目的で，原さ約 27cmのコンクリート

総タイル張りで~袴容粕は約 87m汽 500c/sで約 11秒の残喜時間を持ってし、

な無脚室は壁，床，天井共すべて吸音用クサビが取り付けてあり，

との間には遮音実験の試験体を取り付ける開 lこ］がある．歿喜宣ぱ建策材料の

吸音率測定に用いられ，また遮音測定の音源室としても利用される．無粋室

は遮音測定の受音至として用し、られるほか，実険用音密核圏の車文正，

褥の模型実験など：こ用し、られる．測定番はマイクロホン，スピーカ以外はす

べて測定室；こおかれ， CR発振器，ホワイトノイズ発生苔且， 1/3オクタープ

バンドバスフィルタのほか各種フィ｝レタ，周波数分析器，生研式プラウン管

直視型残栖計，麻速度レベJレレコーダ，騒音計などを備えている．

23. 防火試験室

各種建築構造材料の防火『1:1記を試験する設備で，椋準火災温度に加熱しう

る重油火灼放射装置と送風設備を有し，在来わが国になかった国根の防火試
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験が可椛で，実際の火災に近い状態で試験できるのが特色である．

B. 試作工場

所内各i部の要求に応じて，研究に必要な機械，器具などの設叶，製作およ

び改造を行う．試作工場の運営については，教授総会で選出されたエ作委員

長と各部選出の委員とから構成されたエ作委員会があって重要事項を審議す

る．また工場長がおかれている，工作委貝長の監督の下に工場の業務を総轄

する．現在月平均約 100件の作業を処理している．

a. 面積

楓械工場 521. 4 m2 

木工場および木材置場

ガラスエ作宝 46. 2 m2 

事務設計等の諸宝 92. 4 m2 

b. 設備

機械加工，鍛造，溶接，板金，木工，ガラス細工，塗装などの作業設備を

備え，主な楓械類は約 60台で内訳は次の通り．

旋聾 10, フライス盤 4, 平削盤 1, 立て削盤 1, 形削盤 3, 研削盤 5,

ボー）レ盤 3,(苅切盤 3, シャー 2, 折曲機 1, 3本ロー）レ 1, 空気槌 1,電

弧溶接機 1, 鋸盤 3, 超音波加工機 1,木工機械各種 7-, 工具顕微鏡 1, 卓

」ぅ機械類 10.

303. 6 ffi2 I 
合叶 963.6 m2 

C. 図 書 室

研究所開設以来，毎年相当予多店を計I:して充実を図っている．その配置は

中央本館内に，中央図書室を設けて各研究部の利用を図る外， 5研究部に 8

分室をおいて，それぞれの部の利用を便ならしめるようにしている． この配

置は，当所の研究分野が工学のきわめて広い範囲にわたっていること，構内

が広いため距離的条件等を考應したこと，研究所の建物がすべて木造建築で

あるため火災等の場合を考慮したこと，などによるものである．なお，昭和

29年度に，中央不燃書庫を建設し，書庫の拡張を図るとともに特に外国雑

誌については，戦時戦後の欠号を補いバックナンバの整備に努め，これらを

この不燃害庫に納めている．

図書宝の運営は，各研究部から選出された委員によって組織する図書委員
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会の指導• 監督の下に行われてし、な

図書の分類は，国際十迎分類法に準じた当研究所独自の方怯によっている←

1) 建物延坪数（中央図喜室および分室8宝合計） （昭和34年 3月31日

現在）

匝 859. 51 m2 

不燃因附 110. OOm2 

閲屁室 112. 40 m2 

事務室 85. 95 m2  

計 1,167.85 m2  

2; 蔵 数

37,045冊

計

31 外国学術雑誌

バックナンバおよび現在予約購読中のものは下記のとおりである．

(-は記載年から現在まで連続のもの）

Acta Metallurgica 1954- Ann. Phys. 1954-1956, 

Acustica 1954- Ann. Rev, Nuclear Sci. 1952-1956, 

Advances Phys. 1952- Ann. Rev, Phys. Chem, 1953-1956. 

A E G Mitteilungen 1930-38, 1951- Ann, Survey Amer. Chem, 1927-1930, 1935. 

A E G Progress 1925-1958, Apotheker-Z. 1886-1893, 1895-

Aero Digest 1954-1956. 1898, 1900-1916, 

I 
Aeroplane, 1958- 1920-1935. 

Aircraft Engng, 1958- 、 Appl.& Ind. 1954-

Allgemeine Vermess-Nachr. 1950- ¥ Appl. Chem, Rept. 1916-1919, 1938-

Allgemeine Wiirmetech, 1951- I 1939, 

All Worlds Fight. Ships. 1901,'03-'08,'17, Appl. Mech. Rev. 1952-

'19,'20-'22,'26, ! Appl. Sci. Res, Sect. A 1953-

Amer. City 1929-1937. 

Amer, Dystuff Rep!. 1954- I Archite::ural For:;ct, B~:::=1948, 1950-

Am,r. Gas J. 1923, 1925, 1930 Architectural Record, 1949-

Amer. Inst. Chem, Engrs. 1914-1918, 1937, I Architectural Rev, 1952-

Amer. J. Phys, 1954. i L'Architecture d'Aujord'hui 1950-

Amer. J. Set. 

Amer. Machinist 

Analyst. 

1916-1918, 

1922, 1945-

1941-

Arch. Eisenhlittenw. 1950-

Arch. E!ekt. Uebertragung 1947-

Arch. Elektrotech. 1914-1933. 
Anal. Abstr. 

Anal. Chem. 

1954-

1929-1932, 1940, 

1949-

Arch. Eeper. Phathologie u. Pharmakologie 

Anal. Chim. Acta 

Angew. Chem. 

1954 July-

1888-1933, 1950— 
Ann. L'lnst. d'Hydro. Climatologie 

1950. 

1873-1894. 

Arch. Internationals d'Histoire des Sci. 

ASEA Journal 

Arms & Explosives 

Art & Architecture 

1947-1956. 

1929-1939. 

1893-1918. 

1952, 1955-
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L'Assoc. Tech. Maritime 1892-1901, 1903- 1950, 1955-

1925, 1937-1938. Bull. International Inst. Refrigeration 

Astronautics. 1958- 1934-1936 

Atomics. 1956- Bull. Seismological Soc. Amer. 1941-1950, 1956-

.Atomics & Atomic Techn. 1955-1956. Bull. Soc. Chim. Belgique 1935-1939. 

Atomic Energy Newsletter. 1956- Bull. Soc. Chim. France 1929-1939. 

.ATM 1952- Bus Transportation 1950. 

AT  Z 1955- Carnalls Berg Hutten-u. Salinenwesen 

Audio Engng. 1951- 1854-1864. 

Automobill Engineer 1952- Cement & Cement Manufacture 1932-1938. 

Aviation Age 1953, 1955- Cereal Chem. 1952-

Aviation Week 1954— Chartered Mech. Engrs. 1954-

Abtomatika i Telemakanika 1956- Chem. Abst. 1907-1915, 1918-

Bauingenieur 1930-1937, 1949- Chem, Ber. 1950-

Bauplannung u. Bautechnik 1954. Chem. Engng. 1951-

Bautechnik 1947. Chem. & Engng. News. 1951-

Ba utechnik-Arch iv 1947-1954. Chem. Engng. Progress. 1947-

B B C Mitteilungen 1925-1928. Chem. Engng. Sci. 1958-

Bell. Lab. Record 1940-1941, 1945- Chem. Markets. 1929. 1932. 
1947, 1951- Chem. & Metallurgical Engng. 1919-1929, 1931-

Bell System Tech .. J. 1931-1941, 1944- 1932. 
1946, 1949-1951, Chem. News 1874, 1876, 1878-
1952- 1881, 1902, 1903. 

:Berg. u. Huttenmannische Z. 1880, 1883-1897, Chem. & Pro:ess Engng. 1955-
1899-1901. Chem. Rev. l 941-1949, J.951-

.Berichte Deutschen Keramischen Ges. Chem. Soc. Annual Rept. 1904, 1914-1922, 
1896, 1915, 1917, 1926, 1933, 1937-
1921-1922, 1924- Chem. Trade J. & Chem. Engrs. 1936-1940. 
1926, 1932. 1925-1930. 

;Beton u. Eisen 1922-1942. Chem. !ng.-Tech, 1941-1942, 1947-

Beton u. Stahlbetonbau. ]951- Chem. -Zeitung 1878-1941. 

Blast Furnace & Steel Plant 1919-1924, 1933- Chem. Industrie 1880-1882, 1921-
1936, 1950- 1925, 1927, 1937, 

Brassey's Naval & Ship. Annual 1923, 1926-1939, 1939. 

Brennstoff Chem. 1925, 1931, 1956— Chem. Tech. Repertrium. 19l!-!914. 

BWK  1951- Chem. Zentr. 1830-1896, 1899-

iBrit, Chem. abstr. 1927-1938. 1941, 1952-

Brit, J. Appl. Phys, 1950- Chem. Ind. 1950, 1952-

Brit. J. Fhotography 1926-1928, 1931- L'Chim. et L'lnd. 1935, 1939, 
1937. Civil Engng. 1931-

Brit. J. paoto. Almanac 1915-1937. Civil Engng. & Public Works Rev. 

Brit. Welding J. 1954- 1949, 1952-

.Brown Boveri Rev. 1925-1927, 1929- Coal Marchant & Shipper 1924-1938. 
1933, 1935-1936, Colliery Engng. 1915. 
1952- Colliery Guardian 1918-19i9, 1931, 

:Bull. Amer. Ceramic Soc. 1933, 1935-1941. 1934-1937. 

J3ull. Amer. Inst. Mining & Comm. & Elec. 1954-

Metallurgical Engrs. 1914-1916, 1919, Comptes Rendus 1952-

Bull. Amer. Railway Engng. Asso. Comm, News 1955. 
1912-1932. Comput. & Automation 1955-

Bull. AST  M 1949- Concrete 1918, 1929-1938. 

.Bull. L'Asso. Gaziers aelges. 1939 . Concrete & Constr. Engng. 1931-1938, ]940. 

Bull. L'Asso. Suisse Elec. 1954- Control Engng. 1954-

Bull. Atomic Scientists 1954- Corrosion 1955-

Bull. Chem. Soc. Japan. 1926-1946, 1948- Deutscher Ferein Gas-Wasserfachmannern 
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Direct Current 

Dock Harbour Authority 

1907-1910. 

1955-

1924-1940, 1949-

1950, 1953-

Doklady Akademii nauk SSSR 1954-

Dyer 1932-1934, 

Elec. Commun 1925. !932, 1941-

Elec. Engng. 1931-1948, 1950-

Elec. Light & Power 19茄＿

Elec. Rev. 1908, Pt. 1 

E!ec. World 1913-1916, 1918-

1924, 1926-1932, 

1949-

Electrician 1911-1914, 1916-

1927. 

Electric J. ・1906-1938.  

Electrochem. Soc. Preprint 1922-1939, 

Electronics 1930-1936, 1939— 
Electronic Engng. 1951-

E T M 1920-1924. 

Elec. Tech. Z. Ausg. A 1913-1914, 1921-

1944, 1948-

Ausg. B 

Engineer 

Engineering 

Engng. Magazine 

Engng. & Mining J. 

Engng. & Mining World 

Engng, News 

Engng. News Record 

Engng. Progress 

Engng. World 

1954-

1952-

1951-

1910-1917 

1890-1929, 1932-

1933. 

1930-1931. 

1899-1910, 1912— 
1917. 

1945-

1921-1923. 

1918-1921. 

Escher-wyss News 1930-1932. 

Factory & Ind. Management 1928-1932. 

Factory: Magazine Management 1926-1927. 

Factry Managment & Maintenance 

Fette u. Seifan 

Flight & Aircraft Engr. 

1936-1939. 

1952-

1954, 1958-

Fonderie 1954-1955. 

Food Engng. 1958-

Food Ind. 1936-1940 

Forschung Ausg. B Ing. -Wes. 1940-1943, 1945-

Foundry 1950-

Foundry Trade J. 1952— 
Frequenz 1947-
Fuel: J. Fuel Sci. 1956-

Gas Age 1939-1940. 

Gas Ind. 1928-1932, 1937. 

Gas J. 1930-1931. 

Gas & Oil Power 1937-1938. 

Gas Salesman 1934-1939. 

Gas Teknikeren 1936-1940. 

Gas Times 1938, 1939. 

Gas u. Wasserfach 1924-1928, 1931-

1941, 1956-

Gas World 1915-1919. 

Le Gaz. 1935-1938. 

Gen. Elec. Rev. 1910— 
Genie Civil 1950— 
Geophys. Magazine 1926-1936, 1938-

1939. 

Geotechnique 1948ー

Gesundheits Ing. 1952-1955. 

Get Gas 1937-1939. 

Giesserei 1938-1955. 

Gluckauf 1905-1914, 1924— 
1941. 

Glilckauf Berg-u. Huttenmanische Z. 

Gummizeitung 

Heat. & Ventilat. Engr. 

Heat. Pip. & Air Condi. 

Heiz. Luft. Haustech. 

Helv. Chim. Acta 

1905-1906, 1908-1910. 

1904-1907, 1913. 

1925-1930, 1949, 

1952— 
1931-1934, 1936-

1941, 1945-

1950-

1928-1934, 1937-

1938, 1942-

Highways Bridges Engng. Works 1956-

Horological J. 1953— 
Houille Blanche 

Illum. Engng. 

Ind, & Engng. Chem. 

India-Rubber J. 

Indian Rubber World 

Ind. Chem. 

1952-

1952-

1916-1935, 1937-

1939, 1941-

1929, 1934-1936. 

1922-1926. 

1937-1940. 

Ind. Laboratories 1955-1956. 

Ind. Managemant 1919-1921. 

lngen,eur Archiv. 1941-

lnstn. Engrs. & Ship Build. Scotland 

1920ー1922,1925-1929, 1932-1940. 

Instruments & Automation 1933-1949, 1955-

Instrument Practice 1952, 1954-

Interavia 1946-

International J. Appl. Radiation & Isolops 

1957-

International Shipbuilder Progress 

1957-

IRE Convention! Record 

Iron Age 

Iron & Coal Trade Rev. 

1953, 1955-

1950-

1912-1921, 1932, 

1934ー1935.

Iron & Steel 1952-

Iron & Steel Ind. 1931-1933. 

ISIS 1958-

Iron Tsade Rev. 1914-1921. 

Jzvestija Akad. nauk SSSR Serija tizicheskaja 
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1954— 
,, Otedelenie Technischeskikh nauk 

1954— 
Jahr-Berichte Chem. Technologie 1870-1873, 1878-

1910. 

Jahrbuch Schiffbautechn. Ges. 1900-1921, 1926-

Jet Propulsion. 

J. Acoust. Soc. Amer. 

J. Aero. Sci. 

J. Agricult. Food Chem. 

J. Amer. Ceramic Soc. 

J. Amer. Chem. Soc. 

1934, 1936, 1938-

1930-1952, 1955-

1940— 
1940-

1956-

1934ー1941,1954-

1879-1891, 1893— 
1939, 1941-

J. Amer. Concrete Inst. 1949-

J. Amer. Inst. Chem. Engr. 1956-

J. Amer. Inst. Elec. Engrs. 1920-1930. 

J. Amer. Oil Chem. Soc. 1954-

J. Amer. Rocket Soc. 1943-1952. 

J. Amer. Soc. Mech. Engrs. 1931-

J. Amer. Soc. Naval Engrs. 1950-1955. 

J. Amer. Water Works Asso. 1954-

J. Amer. Welding Soc. (Welding J.) 

1924-1932. 

J. Appl. Chem. 1951-

J. Appl. Mech. 1933-1947, 1949-

J. Appl. Phys. 1939-1948, 1950— 
J. Biological Chem. 1956-1957. 

J. Brit. Instn. Radio Engrs. 1942-1949, 1951— 
J. Brit. Interplanetary Soc. 1934-1955. 

J. Chem. Education 1930-1938. 

J. Chem. Phys. 1950-

J. Chem. Soc. 1914, 1922, 1925, 

1932-1935, 1950-

J. E!ec. et Ind. Electrochem. 1956-

J. Electrochem. Soc. 1948-1950, 1952— 
J. Electronics & Control 1955 July-

J. Fluid Mech. 1956-

J. Franklin Inst. 1938, 1942-

J. Instn. Civil Engrs. 1939-1951(many 

lacks) 

J. Instn. Heat & Vent. Engr. 1955-

J. Instn. Elec. Engrs. 1955-

J. Inst. Metals 1940-1949, 1952-

J. Inst. Petroleum 1946-

J. Iron & Steel Inst. 1940-

J. Mech. & Phys. Solids 1952-

J, Metals 1952-

J. Nuclear Energy 1954-

J. Opt. Soc. Amer. 1941-

J. Org. Chem. 1948-1949, 1951-

J. Photographic Sci. 1954-

J. Phys. Chem, 1941-1948, 1951-

J, Physique 

J. Phys. et Radium 
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1911-1912, 1914-

1954-1955. 

J. Polymer Sci. 

J. Res. Nat Bur. Stand. 

J. Royal Aero. Soc. 

J. Royal Inst. Architects 

J. Royal Soc. Arts 

J. Sci. Instruments 

1950-

1942-1948, 1952— 
1941-1950, 1954-

1951-

1926-1933. 

1941-

J. Soc. Dyers Colourists 1954-

J. Soc. Glass Technol. 1954-

J. Soc. Motion Picture T. Engrs. 

1942-1943, 1945-1949, 1952-

J. Soc. Non Destructive Testing 

J. United State Artillery 

Kolloid Z. 

Light Matals 

Lublication Engng. 

Lufthart Forschung 

Machinery (A) 

Machinery (E) 

Magazine Concrete Res. 

Marconi Rev. 

Marine Engineer 

1957-

1912-1913, 1919-

1922. 

1941-1951, 1956— 
1950-

1957-

1938. 

1952. 

1952-

1954-

1945-1948, 1950-

1907-1908, 1917-

1926. 

Marine Engng. 1903-1905, 1909-

1922. 

Marine Engng. Ship Age 1922-1933. 

Marine Engng. Ship Rev. 1951-1952. 

Math. Tables Aids Comput 1943-

Math. Z. 1932-1936. 

McGraw-Hill Digest 1953. 

Measures & Control Ind, 1952-1956. 

Mech. Engng. 1952-

Mech. Engineer 1913-1915. 

Mech. World 1917-1928, 

Melliand Textileber. 1956-

Messtechnik 1930-1933. 

Metal Erz. 1927-1928, 1930— 
1935.1937. 

Mata! Finishing 1952-

Metal Ind. 1950-

Metal! 1956-1957. 

Metalloberfliiche 1952-1957. 

Metallurgia 1951-

Metallurgical Chem. Engng. 1911-1913, 1915-

1918. 

Metal Progress 1950-

Metal Tech. 1939. 

Metoloporitan Vickers Gazette 1925-1929, 1933-

1938. 

Microtecnic 1958-

Mining & Metallurgy 1920-1924, 1926-

1934. 

Mining Press 1915. 

Minutes Proc. Instn. Civil Engrs. 



1876-1882, 1894-

1914, 1925-1927. 

Missile Engng. 1957 No. 3-

Missile & Rocket 1958-

Modern Plastics 1954-

Motor Ship 1920-1941, 1951. 

M T Z 1953-

Naval Annual Lord Brassey's 1886-1902, 1904, 

Naval & Military Record 

NACA Annual Rept. 

1906, 1910-1916, 1919. 

1901, 1919, 1927-

1931, 1933-1934. 

1936. 

1930-1934, 1936-1937, 

1939-1951, 1953-1954. 

NACA Tech. Rept. 1952, 1954-

N T Z 1948-

National Geographic Magazine 1922-1931, 1933-

Nations Business 

La Nature 

Nature 

1937. 

1928-1929. 

1922-1929. 

1941-1942, 1945-

1948, 1950-

Naturwissenschatten 1952-

NELA Bulletin 1931. 

Nois Control 1957 July-

North East lnstn. Engng. & Shipbuilder 

1918, 1921-1922, 1926-1927 

1932-1940 

Nouve Cimento 1955-

Nucleonics 1947-

Nuclear Phys. 1956-

Nuclear Sci. Abstr. 1948-1954('49 Uncomp.) 

Nuclear Sci. & Engng. 1956-1957. 

Oesterreichisches-Berg-u. Huttenmanisches 

Jahrbuch 1867, 1869-1870, 1880-1896, 

1905-1906, 1908-1911. 

Oesterreichische Z. Berg-U. Huttenwessen 

1856-1860, 1879-1897, 

1905-1911, 1914. 

Oil & Colour Trade J. 

Oil & Gas J. 

Oil Engine & Gas Turbine 

Onde Elec. 

Optica Acta 

Papar Trade J. 

Papier-Fabrikant 

Petroleum 

Petroleum Refiner 

Philips Res. Rept. 

Philips Tech. Rev. 

Philosoph, Mag. 

Photogrammetric Engng. 

Photographic J. 

Phototechnik u. wirtschaf t 

Phys. Rev 

1929-1930, 1937. 

1955-

1954-

1954-

1954-

1936-1937. 

1927, 1938-1940. 

1905-1939. 

1956-

1937-1950, 1952-

1952-

1941-

1954-

1941-1950, 1954-

1954-

1927-1949, 1954-

Photogrammetria 

Physikalische Z. 

Physiological Abstr. 

Post Off. Elec. Engr's J. 

Popular Mech. Magazine 

1958-

1924-1930. 

1922-1927. 

1941-1948, 1950, 

1952-

1916, 1920-1935, 

1937-1939. 

Popular Sci. Monthly 1925-1935, 1938、

Power 1921. 1923--1941、

Power Apparatus Syst. 1954-

Power Plant Engng. 1935-1936. 

Power & Work Engr. 1937-1938. 

Prikladnaja Matematika i Mechanika 

1953-

Proc. Amer. Concrete Inst. 1952-

Proc. Amer. Railway Engng. Asso. 

1913-1929, 1931-1934, 1936. 

Proc. Amer. Soc. Civil Engrs 

1910-1937, 1939, 1942-

Proc. Amer. Soc. Test. Materials 

1916-1926, 1940-1950. 

Proc. Asso. Asphalt Pav. Techn. 1947-

Proc. Blast. Furnace & Coke Oven.1953-1954.1957-

Proc. Cambridge Philosoph, Soc. 1952-

Proc. Electric Furnace 1957-

Proc. Highway Res. Board 1950, 1952-

Proc. Imperial Academy 1926-1940. 

Proc. Inst. Civil Engrs. 1953-

Proc. Inst. Elec. Engrs. 1941-

Proc. Inst. Mech. Engrs. 1941-

Proc. Inst. Municipal & county Engrs 

Proc. Inst. Radio Engrs. 

Proc. Open Heath 

Proc. Phys. Soc. Sec. A 

Sec. A&B 

Proc. Royal Soc. L. Ser. A 

1910-1919, 1925, 1928. 

1939-

1957-

1937-1951. 

1952-

1927-1944, 1948. 1952-

Proc. Soc. Experimental Stress Anary 

1943-1949, 1954-

Product Engng. 1953-

Progr. Architecture 1955 Sept-1956 Aug.,1957-

Public Roads 1952-

Public Works 1949-1952 

Pulp & Paper Magazine 1931 

Proc. Amer. Railway Engng. & Maintenance 

Way Asso. 1900-1910. 

Q. Appl. Math. 1943-

Q. J. Mech. Math. . 1948-

Q S T 1937, 1951. 

Radio Export 1927-1928. 

Radio Telev. News 1950-1954. 

Railway Engng. & Maintenance 1925-1929, 1951. 

Railway Gazette 1915-1916, 1921-1929. 

Railway Engng. Rev. 1903-1905. 
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Railway Mech. & Elec. Engr. 1951. 

Railway Track & Structures 1952-1954. 

Rayon 1929-1930, 1933. 

Rayon & Melliand Textile Monthly 

1936-1938. 

Rayon Textile Monthlv 1937-

R C A Rev. 1936-

Refrigerating Engng. 1949-1950, 1952-

Regleungstechnik 1953— 
Rev. Modern Phys. 1929-1938, 1941-

Rev. Sci. Instr. 1930-1936, 1942-1948, 1950-

Revue G紐. Chimins de Fer 1950, !954— 
Revue G紐 l'Electricite 1954-

Revue G細 1'Hydlaulique 1958— 
La Revue Maritime 1928, 1933-1935, 1938-1939. 

Revue Metallurgie 1952— 
La Revue Nautique 1951. 

Revue d'Optique 1953-

Roads & Road Constr. 1949-

Roads & Streets 1949— 
Rock Products 1926-1932, 1952-1954. 

Rocket 1957-

Rocket Jet Flying 1954, 1956-

Rudder 1900ー1901,1903-1906, 1908-1909, 

1911-1917, 1936-1941. 

Siichsisches Jahrbuch Berg-u. Huttenwessen. 

1879-1880, 1882-1911, 

Schiff u. Hafen. 1950, 1952-

Schiffstechnik 1955— 
Science 1950— 
Science Abstr. Ser. A 1898-1937, 1941-

,, Ser. B 1941ー1949,1950-

Science Progreess 1907-1932. 

Scientific Amer. 1927, 1931, 1937. 

Scientific Papers Inst. 1922-1940. 

Schrifttumkartei Bauwesen 1957-

Schwei. Bauzeitung 1952— 
Schweiz. Elektrotecn. Verein. Bull 

L'Asso. Suisse. Elec. 1925-1936. 

Seifensieder-Z. 1929. 

Sheet Metal Ind. 1951-

Shipbuilder 1905-1930. 

Shipbuilder & Marine Engine Builder 1952-1955. 

Shipbuilding & Shipping Record 1914ー1943.

Siemens Rev. 1930-1940. 

Siemens Z. 1937-1938, 1951— 
Soap & Chem. Specialities 1955-

SAE Journal 1952-

SAE Transactions 1947-

Soil Conservation 1951-

Soil Science 1950-

Soviet Phys. (JETP) 1955-

Space J. 1958-

Stahl u. Eisen 1941-1949, 1951-

Stahlbau 1952-
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Die Starke 

Steam Engineer 

Steel 

Street Railway J. 

Structural Engrs. 

Surveyor 

Technical Bulletin 

Telefunken Zeitung 

Tele-Tech. 

Textileberichte 

Textile Colorist 

Textile Manufacture 

Textile Mercury 

Textile Res. J. 

Textile World 

Tool Engrs. 

Traffic Engng 

1956, 1958-

1931-1940. 

1951. 

1904-1905. 

1958. 

1926-1929. 

1923-1938. 

1951-

1942-

1921-1922, 1924-1925. 

1907-1909, 1912-1914, 

1932ー1934.

1932-1938. 

1937-1940. 

1950-

1924-1931, 1935-1940. 

1940-19,!9, 1951-

1952-

Tras. Amer. Electrochem. Soc. 

1905-1906, 1915-1941. 

Trans. Amer. Geo9hys. Union 1940-1941, 1944-

Trans. A I C E 1941-1946. 

Trans. Amer. Inst. Elec. Engrs. 

1893-1941, 1945, 1949.1951-1953. 

Trans. Amer. Inst. Mining Engrs. 

1871"1900, 1903-1916. 

Trans. Amer. Soc. Civil Engrs. 1941-1953, 1955-

Trans. Amer. Soc. Heating & Aircondi. Engrs. 

1933, 1938-1939, 1941, 1955-1956. 

Trans: A S M E 1940-

Trans. Amer. Soc, Metals 1944-

Trans. Faraday Soc. 1921-1941, 1951— 
Trans. Inst. Chem. Engrs. 1953— 
Trans. Inst. Mining Engrs. 1892-1910. 

Trans. Inst. Ka val Architects 1860-1873, 1875-

Trans. I R E. 1954-uncomr. 

Trans. Inst. Welding 1953 

Trans. Soc lnstrn, Techn, 1953-1956. 

Trans. Soc. Kava! Architects Maring Engr. 

1939ー1950,1952-

Vacuum 1953-1954. 

Vakuum Technik 1955-

VD  E -fachbenchte 1926. 

Veroffentlichungen Gebiete Nachrichtentech. 

1931-1936. 

Wiirme 1936-1937. 

wasserwirtschaft 1950-

Water Power 1955 may-

Water & Water Engng. 1922-1936 

Welding Engrs. 1930-1933, 1937-1941, 1951-

Welding J. 1950-

Werkstattstech u. Maschinenbau. 1954-

Werkstoffe u. Korrosion 1952-

Westinghouse Engr. 1941-1950, 1952— 
Wire Ind. 1955 



Wire Product10n 

Wire & Wire Products 

Wireless Engr. 

1956-

1945-1951, 1953-

1951-

World Petroleum 1933-1941. 

World Power 1927, 1929-1937. 

La Yacht 1897-1914, 1¥)27-1928, 1930-

1932, 1938. 

Z. Anal. Chem. 1880-1890, 1949-

Z. Angew, Math. u. Mech, 1921-1933, 1936— 
z. Angew. Ma th. u. Phys. 1950-

Z. Angew. Phys. 1949-

Z. Anorganische u. Allgemeine Chemie 

1922-1923, 1934-1935. 

z. Bauwesen 1907. 

Z. Berg-Hutten u. Salinenwesen im Preussischen. 

Staate 1865-1866, 1868-1896, 1905-1911. 

Z. Electrochem. 1952-

Z. Kristallographie 1957-

Z. Metallkunde 1930-1942, 1946-

Z. Physik 1928-1940, 1950— 
Z. Physika!ische Chem. 1900-1904, 1907-1908. 

Z. Physi!ogische Chem. 1877-1899, 1901-1919, 

1928, 1940. 

Z. Techn. Physik 

Z. VD  I 

Zement 

1920-1923, 1925-1933. 

1934. 

1922-1929, 1931-1932— 
1937-1939. 

D. 写真室

中央写真室 112.2m2高速度写襄宝 117.7m2から成り，中央写真

室は文献複写，青写真白焼，撮影，現像，焼付，引伸などの一般写冥作業を

行い，高速度写真室は 16mm Fastax高速度カメラ，閃光放電管式瞬間写真

す最影装置， 16 mm Cine Kodakカメラ， Bell & Hawell 16 mm映万機（磁

気録音付）， 35mm幻灯機などを設備し，高速度 rが真関係の作業を行ってい

る．連営は当研究所万：真委員会の管理のもとに行われ，月平均百数十件，

間百万円以上の作業を行っている．また所外よりの委託研究にも応ぜられる

ようになってし、る．
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1. 機構

A. 機構の概要

3. 機構・職員・予算

生産技術研究所は， 17常の業務遂行の而から，研究部と事務部とに大別さ

れる．

研究部は，連営の便宜b 5部門に分れ，部ごとに互選による 2名の常務

委員がいて，部の日常の事務処理に当る．常務委員のうち 1名は，部主任と

して部を代表する．常務委員は，常務委員会を組織し，所長の諮問機恨lとし
て毎週 1回， 会議を開催している． 研究部は研究宗から成立っており，ま

た，その部の専門を適当に分類した専門分野表は 1ページ「沿革」の項に掲

げた通りである．

中間試験部は，砧礎部の晶礎研究として完成したもので， これを工業化へ

移すための中間規模の試験研究を行うところで，毎年度，各部から 2名ずつ

選出する委員の組織する特別研究審議委員会で，研究課題を審議決定し，特

別の予卵をつぎこんで実施している．また受託研究の一部は中間試験研究に

なるものがあな

試作工場および図書室は，それぞれ各部から選出する教授• 助教授が委員

となって組織する委員会によって連営される．それらの詳細は，前記試作工

場，図書室の項を参照されたい．

当研究所の重要事項は教授総会で議決する．教授総会は教授・助教授によ

って組織され，毎月 2回定期に開催している．

協力機関には，航研・生研連絡会議がある．

その外に，所員が，それぞれの専門の立場から，事務連営を指導し，助言

する機関として，各種連営委員会がある．その要旨ぱ，巻末の委員会諸規定

を参照されたし、．

大学院

当所で現在教育を受けている大学院学生は，新制 18名である．新制大学

院は，昭和 28年4月から開始され，当所の関係する大学院のコースは，数

物系研究科中の，土木・建築・機械・精密・船舶・電気・応用物理・航空お

よび化学系研究科中の応用化学・ 冶金である．
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外に会社・官公庁，その他一般からの申出により，一定期間，ある事項；こ

ついて研究を指導する研究生の制度がある．その規定は巻末 131ページにあ

る．

B. 機 構 図

—教授総会

一常務委員会
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し
グノ

一部主任ー事務主任ー事務宝

ー第 1部ー（翡礎）一ーi専門分野（各研究室） I 
ー研究室ー主任研究真

ー第 2 部ー（機械• 船舶）ー同.!::

部一i一第 3部ー（屯カ・通信）一同上
ー第4部ー（化学・ 冶金）一同上

ー第 5部ー（土木・建築）一同上

・・・・・・・・•総合研究班— ::J:.任研究員
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2 職 員

A. 現員表

a. 戦種別轍員数

区分i教授I助教授I技
職員数 1 二I \~ 

＊併任

b. 諸系統別職員数

官 i助 手 1事務官 1 雇 Iイ庸ー人 I

42 , 531 30 120 I 481 
計

* 10 
363 

I 区分研究系統 1 
；事務 I 
系統I技術系統 1 労務系統 その他I c脚員外） 合

I教助 1研担1研 1技助 事 技
傭 常労臨筆

職種別授喜究当胃官手！雇 Iat喜履i叫自',屈！叶雇しH勤胃時生lat計
職員数賃＊贔 5 43131 531 71誌iJ3035j6s--~~•-~~!_6~1~j_~s_!_j~_/~\40 * 4§ 『
＊併任

B. 職員名簿

第 1 部

官職1 氏 名鳳睾;,j屑I卒業年月日箪り炉胃］危I

I I . 
東大教授岡本舜三 ー』昭 7.3.311昭23.2.19工
工，土木 I 

" I久保田広理，物理 II 9. 3. 31 II 18. 2. 261 II 

I II I糸川英夫工，航空 II10. 3. 311 II 24. 1. 5'II 

II I一色貞文” 冶金 II11. 3. 31 II 24. 2. 14 II 

II I玉木章夫理，物理 1114. 3. 31 11 26. 4. 11I 11 

” 末岡清市 II II II 16. 3. 31 II 26.10. 171理
併任
教授
山内恭彦 II II 大15.3. 31 II 13. 4. 191 II 

” 平田森三 II II 昭 3.3. 31 11 16. 1.14 11 I 
II I熊谷寛夫 II II II 9. 3. 31 II 14. 7. 31 II i 

II I池田 健工，航空 II 6. 3. 31 II 18. 6. 1もcl
I l 
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助教授I大井光四郎脚，数学I昭14.3.31 

it I富永五郎” 物理 1117.9.30 

it I鳥飼安生, II II II 18. 9. 251 t/ 30. 4. 41理

it I森大吉郎ニエ航楓 II19. 9. 25 

II I山田嘉昭 II 機械 1120.9. 25 

II I渡辺 勝理，物理 1116.12.25

II I小瀬輝次ニエ造兵 II22. 9. 30 

技官I北川英夫 II 物理 II21. 9. 30 

第 2 部

教授1竹中規雄，iI ！ 甕贔昭11. 3. 31I 昭26.5.26ェ
” 小川正義” 造兵 // 13. 3. 31I '. // 25. 10. 25, // 

,, I鈴木 弘”機械 ,, 1s. s. s1i II " 26. 4. 11, " 

''I橘 藤雄”” "11. 3. 31i" 28. 1. 291 ,, 
~i I 

II I平尾 収”” N 14. 3. 311 I N 29. 3.171 N 

,, I亘理 厚／／航空 I/ 16. 3. 31 N 27. 4. 41 I/ 

" I水町長生” 機械
I 

II 15. 3. 311 II 33. 8. 6; II 

,, I田宮 真，，船舶 II 16. 12. 25I I , II 33. 5. 21 II 

II 宮津 純 II 機械

併教 仔授△ 訳·l·里=·見·•''ノ"L郎 ” ” 
大//122. . 33. . 331 11 I// / 1143. . 53. . 21671 1 I// / 

助教授 松永正久 ” 坦ヽ,,.• 兵 "16.12. 25 1132. 8. 11 // 

" I大島康次郎 ，I ‘’ ,,17. 9.25 1132. 7, 81 II 

”！植村恒義 ” II 19. 9. 25 

,, I安藤 船舶I'120. 9. 30! I 

" I石原智男，， 機械,,21. 9. 30,,, 30. 5. 271 ,, 

,, I高橋幸伯／／ 船舶 // 21. 9. 30 

II I柴田 ,"一,",.→' , 機械 1128. 3.2811133. 3.29¥※ 

”森 政弘 電頁 ,,2s. 3.17 
併助教任授 千々岩健児 機械 II 19. 9. 25111 32. 1. 131 I II , 
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星

年間異動

I 

年月日

昭33.3.31 

II 33. 4. 1 

昭33. 4. 1 

II 33. 4. 1 

11 33. 6. 1 

11 33. 7. 1 

11 33.10. 1 

11 33. 11. 7 

1133.12.20 

11 34. 1. 1 

11 34. 1. 1 

II 34. 1. 1 

1134. 2. 1 

11 34. 2. 1 

II 34. 2. 5 

II 34. 2. 27 

II 34. 3. 1 

II 34. 3. 31 

摘 要

停年退職

教授に昇任

助教授に採用

””  
運輸技術研究所第二港湾局より転任

航研へ配置換

教授に昇任

米国に出張中

休職

工学部へ配置換

助教授に昇任

’’” 
教授 ，＇ 

技官

米国に出張中

復職

助教授に昇任

停年退職

C. 旧職員

故jj:ロ常雄， 瀬藤象二，;';~ 友田'.ff孝

元教授

故森田三郎，故茂木

松本良一， 釘宮

浅岡勝彦， 石川

故増野 実， 谷

高橋安人

元助教授

故原 正人， 吉村慶丸，

故内田祥文， 渡辺正雄，

武雄， t(z吉川晴十，

磐， 岩崎富久，

政吉， 山県昌夫，

一郎， 河村正弥，

男

豊
t
 

1

面

1

、
オ

堀

高

豊田利幸，故青木 洋， it{高尾一郎，

中西邦雄，故桑｝卜源禎， 小川岩雄，

久松敬弘， 仁木栄次， 浜口隆一，
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菱川万三郎， 吉原英夫，、

竹中二郎， 清水菊平，9

福田 節雄， 南波松太郎，

沼田政1:巨，故小野 窯，

渡辺 慧

沢田正二，

田中一彦，

江□ 雅彦，

丹羽 登，

佐藤正彦，

高月竜男，．

元良誠三，

石井義郎r

松下幸雄



3. 決算と予算

A. 昭和 32 年度歳出決算額

金 額 百分率％

総 額 306,709,218円 100.00 

人件費 134,100,218 43. 72 /00 / 

物件費 172,609,000 56.28 100.00 

各研究部研究牲 23,343,403 7.61 13.52 

特別研究特 13,741,000 4.48 7.96 

受託研究費 3,000,000 0.97 1. 74 

溶鉱炉連転費 5,400,000 1. 76 3.13 

設 備 f:fc彗li 6.400,000 2.08 3. 71 

図 購人費 2,254,667 0.73 1. 31 

出 ）阪 費 1,783,973 0.58 1.03 

試作工場経費 1,275,000 0.41 0. 74 

職員）享生経費 230,400 0. 11 0. 13 

その他の維持費 20,402,557 6.65 11. 82 

国際地球観測年 94,778,000 30.90 54.91 
事 業 費
（ロケット経費）

B. 昭和 33年度歳出予算額

人並 額 百分率％

総予窟額 374,732,928 100.00 

人件費 137,535,028 36.70 /00 / 

物件費 237,197,900 63.30 100.00 

各研究部研究費 27,563,300 7.36 11. 62 

特別研究費； 13,865,700 3. 70 5.85 

受託研究費 4,651,000 1. 24 1. 96 

受託研究員費 388,000 0. 10 0. 16 

私学教職貝研修費 72,000 0.02 0.03 

大学院学生経費 671,000 0. 18 0.28 

溶鉱炉連転費 5,827,000 1. 56 2.46 

含n几又 備 費 6,400,000 1. 71 2.69 
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図書購入費

出版費

試作工場経費

瞭員厚生経費

その他の維持費

国際地球観測年
事業費
（ロケツト・ロ

クーン経費）

2,077,500円

1,749,838 

1,285,000 

223,200 

20,244,362 

152,180,000 

0.5596 

0.47 

0.34 

0.06 

5.40 

40.61 

0.889{{ 

0.74 

0.54 

0.09 

8.54 

64.16 

C. 

D. 

文部省科学研究費関係（昭和 33年度）

総額

輸入楓械睛入費補助金

各個研究

試験研究

総合研究

その他の研究費（昭和 33年度）

委員会および諸団体より

12,056,312円

1,408,312 

2,920,000 

6,950,000 

778,000 

3,943,500 

公
aヽ
t々

小 計 (B+C+D) 290,732,740円
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4. 昭和 33年度の研究成果発表の状況

出 版 物

次の 3種がある．

東京大学生産技術研究所報告（略称：生研報告')

所員のまとまった研究成累を発表する．文は和文または欧文とし~，不定期'

発行で年間 10種前後を出している．

生産研究

研究の解説的紹介と速詞的紹介とをかね，月刊で出している．

以上は，当所の発行の分で，その他随時に学会誌，協会誌の各誌に発表し

てし、る．

生研リーフレット

生研の研究成果で，実用化への手引とするため，簡略に写襄中心に編集し

たもので，現在 76種を発行している．

昭和 33 年度 (4 月 ~3 月）に発表した分を次に列挙する．

A. 東京大学生産技術研究所報告（研究発表誌）

>lld, ユ
咆‘勺 題 目

7・6 模型送電線による電力線搬送の分布結合に

関する狸論的ならびに実験的研究

8・1 ラジアルガスタービンの研究

8・2 オーディトリアムの宰内音孵設計と施工に

関する研究

8・3 交流プリッジポーラログラフィの応用に関

する研究

著 者 発行年月

高木 昇 33. 11 

斎藤成文

黒川兼行

朴莉尺 i青i登

仰H符 1)<.1il/,

手 志重

水町長生 33. lZ 

石井聖光 33. 12 

高橋武雄 34. 2' 

白井ヒデ子

仁木栄次
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巻号 題 目 著 苫 発行年月

8・4 耐電理論に関する基礎的研究 田治見宏 34. 3 

8・5 電子管式アナログ・コンピュータ（繰返し 野村長也 34. 3 

型）の研究

E. 生産研究（月刊研究紹介誌）

巻号 題 目 著 着 発行年月

10・4 所長就任挨拶 礼i任l 屈し宏伯 33. 4 

特殊陽極を用し、るマグネシウムの電解製錬 江上一郎

細田 正

日本の製鉄技術史の一側而 金森九郎

中沢護人

日本の建築家 村松貞次郎

財jソ旅行メモ (2) 竹中 規雄

ドロップ試験について（速報） 三木五三郎

Pb-Sb合金の時効に関する研・Jc-Pb-Sb 加藤正夫

純2元索におよぼす徽凰の Asの影翌一西川 緒一

（速報）

直水索核衝撃による放射性ピストンリング 加藤 正夫

について（速恨） 津田野敏

高井羨郎

梅原 明

薄肉鋼管構造の強度試験（速報） 田中 尚

.10・5 電子顕微鏡による金属の研究 谷 安正 33. 5 

計数率叶の高速度化 森脇義雄

河村達雄

ドリフト・トランジスタの誘導性アドミタ 安逹芳夫

ンスとその接合障限容量 後川 昭雄

エネ Jレギ原としての熱核融合反応 富永五郎

Pb-0. 02 96 Ag合金の時効（速報） 西川

磁気テープ録音式多重情報苓栢装置（速報）藤高 周平

野村民也

田代文之助
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斗'e;"らr勺ョ． 題 目 著 者 発行年月

山本尚志

10・6 Iトロ常雄先生を懐う 星合正治 33. 6 

チャートの EndEffect—光学系のレスポ小瀬輝次

ンス函数測定に有限本数チャートを用し、 鈴木恒子

る影聰一

プルドン管の応力分布 I」ヽJI!

古川

笠松 勇

放射性廃棄物の処理について―欧米での見 山本 ~-I司·~ ~ 

間一

ラジアルガスタービンの研究（窮8恨） 水町長生

一試作ラジアルガスタービンの性能一 内田正次

（速報） 金子和男

自動記録分光光度Ji・O),t式作研究（速報） 高橋武雄

三宅信千

10・7 船側におけるウェーヴ・プロフィルの記録高橋幸伯 33. 7 

屋根の防火性従につし、て 星野昌一

通路の安定処理に用いるソイル七メントに

ついて一その安定性を試験する際の問題

ふl'・, ― 

銅浴中酸索分析試料採取法につし、て 松下幸雄

フランスの二つの水理研究所について :j[:r二l 昌平

吊橋の胤i寸虚設，汁公式（速恨） 岡本

久保疫三郎

伯野元彦

アJレギン淡のイオン文換反応の研究（速報）高橋 武雄

江村 秤仁l

ア）レギン酸のイオン交換反応による Alと 盈j柑蒋 嵐：宏佳

Beの分離（速惰ID 白井ヒデ子

羊毛の体積弾性について（速報） 池田 健

吉屋 勲ヽヽ

金属材将の変形抵抗（純銅）（速恨） 橋爪 伸
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咆泣~-戸コ 題 目 著 者 発行年月

ステンレス鋼線引抜用の造膜剤について 鈴木 弘

（速報） 大井滋佳

10・8 油圧電動装置について 石原智男 33. 8 

強さの加え卵 田中 尚

文化財の保存科学 関野 克

インド紀行 土平J+ 善吼券

空気調和用吹出口の発生緊音について（速勝田

報） 後籐 滋

寺沢

パネ Jレ型ヱア・フィルタの性能試験につし、 勝田 靡司

て（速報） 役蔚 _.必.,,：. 

寺沢達二

チタン酸バリウム歪計・（速報） 岡本

佐藤吉彦

中空捩れ管による圧力測定の試み（速報） 小川正義

吉川 、1'~cl-ロ＇ 

倅△：オム’‘ 勇

10・9 高性能ラジアルガスタービンにつし、て 水町長生 33.， 
ADP光変調器 烏飼安生

藤森聡雄

孝雄

直流電動機の機械的出力測定 沢井善三郎

稲茉 1専

鈴木幹二

エチレンと四塩化炭素のテロメリゼーショ

ン 浅原照三

米国と自動車（帰朝談） 久保田広

天然色航空写真に関する研究（速報） 丸安隆和

10・10カッパ IV型ロケットにつし,-c 糸川英夫 33. 10 

カッパ 122Sロケットにつし、-c 糸川英夫

カッパ150型ロケットにつし'-c 糸川英夫

カッパV型ロケットにつし、-c 糸川英夫
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宅平可［コ 題 目 著 者 発行年月

122アンテナ IV型およびV型ロケット 玉木章夫

三石 矢lcnl 

武井道男

永井・ 達成

カッパ IV型， 122S型， 150SおよびT型，秋葉銃二郎

V型の性能計卵について 広沢暉夫

交吉尚重

北坂秋秀

田中雅子

カッパ IV型， V型， 122S型， 150S型お 糸川研究室

よびT型の重量，重心位置，慣性モーメ

ントの測定について

カッパ IV型用およびその他のランチャー 池田 健

の構造 古田敏康

カッパ150 ロケットの強度試験結果 森大吉郎

古田敏康

藤城清治

カッパ IV・V型ロケットの振動試験結果森 大吉郎

富田文治

カッパ IV型よりカッパV型にいたる間に 高木 昇

おけるテレメータおよびレーダ装置の実 野村民也

験概要 黒川兼行

K-4B型テレメーク送信機 大井克彦

佐伯 昭雄

テレメータ実験結果とその考察 テレメータ

研究班:

カッパ 122S-Tのアンテナ 黒川兼行

須田 徳蔵

瓜本信二

測距式レーダの構成とその特性 倉茂周芳

幅島 茂
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巻号 題 目 著 酋発行年月

カッパ IV型・ V型の自動追跡レータ実験 レータ研究

結果 班

カッバ IV型， 122S型， 150T型， V刑用

加速度計とその叶測結果

吉山 巌

中村円生

広沢暉夫

森大吉郎

富田文冶

岡田 繁

野村民也

山本尚志

合田周平

カッパ IV吼， 1,2号機の光学的追跡につ 植村恒義

いて—店j速飛しょう休の光学的追跡に［月 山本 芳孝

ロケット搭載用抵抗線歪計（第2恨）

白金温度叶による尾翌温度上昇の測定

する研究（第 19報）一 伊峠究冶

山谷健三郎

カッバ 122-S吼 1号機の光学的追跡につ 梢村恒筏

いて一高速飛しょう体の光学的氾跡に閃 山本 芳孝

する研究（第 20潜fI)- ! 鷹野 修二

カッパ 122-ST型 1,2号楓の光学的追跡植村恒筏

につし、て一高速飛しょう体の光学的追跡 山本 芳孝

に［周する研究（第 21報）一 鈴木忠雄

カッバ 150S型1号槻の光学的追跡につし、 柏村 桐義

て一高速飛しょう体の光学的追跡に関す 山本 芳孝

る研究（第 22恨）ー ［四野 修二

カッバ 150-T型 1,2号檬の光学的追跡に 植村恒義

ついて一高速飛しょう休の光学的追跡に 伊蔚 党治

関する研究（第 23報）一 鈴木忠男

カッパ V型 1号機の光学的追跡について 柏村恒義

一高速飛しょう体の光学的追跡に閃する 戸田 健次

研究（第 24惰IDー 山本芳孝

伊藤房江

カッパ IV型の観測記録 丸安研究室
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吃立ら勺芍に"- 匙 目 著 者 発行年月

カッパ IV, V型ロケット飛しょう実験に 高中 i弘澄

おける通儒連紹 横田和丸

市川初男

宇宙線計測摺 宮崎友喜雄

竹内

今井 喬

大塚好造

成田 昭三

秋田県協力会瞥備打合会概要 下村潤二朗

カッパ IV型， 122S型， 150SおよびT鷹広沢呻夫

V型飛しょう実験記録 J+」ー： 俊男
荘司

10・11プラスチックの滸色につし、て 永甘・ 芳男 33. II 

白沢 謙

について 野綺 iょ'/.. , 

パンタグラフの 柴田 碧

摩擦型抵抗線歪計（速報） 大井光四郎

小倉公逹

鉄鋼製錬反応迎行度の実験装置（速報．） 松下幸雄

じリ削吝ljのジェット給油（速報） 竹rド 規雄

り翡;尺 勇平

吉岡潤一

10・12建築t翌生産化のためのモデュール (1漿耶 池辺 1; 易 33.12: 

数）の確立：につし、て

の応月］ 野綺 iJ'-f 、

坂田 俊文

原

Dome Damの PrestressingにつI.'-c 岡本

ダクト系に）I]し、る消音酒に関する実験 膀田 闘司

後膝 滋

,寸.・£・,:(',ヽ, J'c,:; 来ー一‘・ 

超音波濃度叶 1i糀泰雄
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巻号 頴） 目 著 者 発行年月

鉄鉱石流動還元の反応速度（速報）

板状吸音材料の吸音特性について（速報）

千葉県産木材の強度について （速報）

抵抗線ひずみ計の防湿（速報）

逆応答プロセスのサンプル値制御（速報）

11・1 

11・2 

0. J. M. Smithの方法による逆応答プロセ

スの連続制御（速報）

研究所と大学院とについて

座談会特集＂物理と化学のゆくえ＂

r—ア）レミナの変態について

合成樹脂の耐熱性と燃焼性

レオロジー一分散系に対する適用を中心と

して一

ファンボロ指圧叶の電気回路について（速

報）

市川初男

原洛四郎

渡辺 要

Tr:f:!: l胄う伯

木付 翔

久保慶三郎

上野在郎

高橋幸伯

内山

］ピ満

森

松本

ネ闊田

井:c;

末岡

I見J野

高橋

平尾

福田

松村

松下

富永

永井

李

一色

星野

妹尾

平尾

小高

政弘

敏雄

政弘

幸生

武雄

昌平

成文

清市

克

武雄

収

義民

担三

幸雄

五郎

芳男

海沫

貞文

昌一

学

34. 

34. 

ー

2
 

収

庄二
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芸己←ロ勺 題 目 著 者 発行年月

スラリーの管内熟伝達について 橘 藤雄

森下輝夫

レール：こ生じた高次振動（速報） 岡本舜三

久保哭三郎

佐藤吉彦

11・3 補助拠バズに関する実験 玉木章夫 34. 3 

永井達成

基礎地盤調査に用いる各種のサウンディン

グ方法につし、-c 三木冗三郎

研究所付属工場の工程管理について 鈴木正吾

欧小"'に使して 金森九郎

Ni 80-Cr 20合金の抵抗焼結（速恨） 原善四郎

島崎俊治

イオン交換における総括物質移動系数につ 山本 寛

いて（速報） 丸山 隆

宥吉繁樹

セン断によって体粕が弯化する土の力学理

論（速報） 星埜 和

c. 生研リーフレット
No. 題 名 研究者名

65 第2号ラジアルガスタービン（ラジアルガスタービン

の研究，その2) 水町長生

66 試作・溶接部ガス分析装置 安藤 良夫

藤村理人

67 小型ドラム式新超高速度カメラ（植村式 M-4型） 植村恒義

68 :Faraday効果利用の瞬間写真用超高速度シャッタ装置植村恒義

69 自動追尾レーダ装置 野村民也

70 観測ロケット・テレメータ装置 野村民也

71 測距式レーダ レーダ研究班

72 自己着火液体反応の観測装置 浅原照三

山本啓太
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No. 題 名

73 連続糖化装置

74 小型写真図化機械と付属実体写真機

75 建築標準尺度 (GMmdule) 

76 住居の基本型の研究 (2)Level構成について

研究者名

雑賀大弐

中村亦夫

丸安隆和

池辺 陽

池辺 陽

D. 著書および所外の学術雑誌に発表したもの

第 1部

教授岡本舜三

Schwingungen im Untergrund eines Kavernenkrafthauses wahrend 

eines Erdbebens1 : (水越達雄と共著）， GEOLOGIEUND BAUWESEN 

24, 2, 1958. 

アーチダム振動実測について：（久保慶三郎・加藤勝行と共著），第2回地

震工学研究発表会講演概要， 1958.9. 

吊橋の耐震性についての検討： （久保慶三郎・伯野元彦と共粋）， 第 2回

地震工学研究発表会講演概要， 1958.9. 

橋脚の振動に関する実験的研究：（久保慶三郎・伯野元彦と共著），第 2回

地震工学研究発表会講演概要， 1958. 9. 

極限設計法 (I): 土木学会誌 43, 8. 

極限設計法 (Ir): 土木学会誌 43, 9. 

地震工学研究の現況について：発霞水力 32. 

チタン酸パリウム歪計について（スライド）：（佐藤吉彦と共著），第 13

同年次学術講演会講演概要 1958.5. 

教授久保田広

Diffration image in the polarlysing microscope : (井上信也と共著） Jeur. 

Opti. Soc. America, 49, 2, 191~198, 1959. 

偏光顕微鏡に捻ける回折像の研究：応用物理， 27,10, 608~613, 1958. 

Diffraction Anamely in polarysing microscope : Nature, 182, 1725, 1958. 

教授一色貞文

放射線透過試験法（精密工学講座）：日刊工業新聞社， 1959.3. 

励教授山田嘉昭

塑性基礎理論，材料試験：プレス便覧， 1-49,丸善， 1958.4. 
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剛塑性体の降伏点荷重〔I〕：機械の研究， 10,5, 621-628, 1958. 5. 

” 〔Il〕： ” 10, 6, 7 48-754, 1958. 6. 

” 〔1[〕： ” 10, 11, 1342~1346, 1958. IL 

II 〔IV〕： II 10, 12, 1479-1484, 1958. 12. 

” 〔V〕： ” 
11, 2, 272~278, 1959. 2. 

試作薄板試験横によるエリクセン試験について：（輪竹千三郎と共著），

塑性加工講演会前刷， 57-60, 1958. 11. 

助教授大井光四郎

摩擦型抵抗線歪計： SMRC報告 6,81, 1958. 

圧力遠隔測定の一方法： RMRC報告 6,86, 1958. 

助教授小瀬輝次

On the measurement of Response function from the contrast of chart : 

Science of Light, 7, 3, 85-100, 1959. 

技官北川英夫

Some Behaviors of Structural Steel Subjected to Corrosion Fatigue : 

（岡本舜三と共著）， Proceedingsof the Seventh Japan National Cong-

ress for Applied Mechanics. 1957. 3. 

腐食疲れに関する一考察：（岡本舜三と共著）， 日本機械学会誌 62, 481, 

1959. 2. 

橋梁用鋼材の腐食疲労について（第2報）：（岡本舜三と共著）， 第 13

年次学術講演会講演概要 1959. 6. 

研究員大和田信

中距離ロケットの弾道：日本航空学会誌， 6,54, 192-197, 1958. 7. 

Elastic Properties of Orthogonally Woven Structure : Transactions of 

the Japan Society of Aeronautical Engineering, 1, 1, 19-25, 1958. 

Ballistics of Rocket ][: Proc. 8th Japan N. C. T. A. M. 1958. 

第 2 部

教授竹中規雄

内面研削盤連転検査工業規格案について：日本機械学会誌， 61,478. 74~ 

77, 1958, 11. 
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切削剤の切削機構におよぼす彩粋：（広野雅道と共著），精密機械， 25,1, 

14-20, 1959. 1. 

教授小川正義

心無研削法に関する研究（第2恨）：（宮下政和と共著），梢密機械， 24,6. 

1958. 

心無研削法に関する研究（第 3恨， 第4報）：（宮下政和と共著），精機学

会春一緊大会講演予稿， 1958.5. 

プルドン管圧力計に関する研究（第6報）：（古川浩他 1名と共著）， i青機

学会春季大会講演予稿， 103-105, 1958. 5. 

心無研削法に関する研究（第5報，第6報）：（宮下政和と共著）， 精機学

会秋季大会講演予稿， 1958. 10. 

ねじの切削加工：改訂精密工作便覧， コロナ社， 1958. 12. 

教授平尾 収

試作したディーゼJレ排気煙涙度測定用の明度計について：自動車技術会誌，

12, 10, 1958. 

理論自動車工学（自動車工学講座）：（近藤政市， 亘理厄， 山本峰雄と共

著），山悔堂， 1958.7. 

教授亘理 厚

金属ばねの現状：機械学会誌， 61,470, 1958. 3. 

摩擦による振動：機械学会第 104回講習会教材， 1958. 6. 

自動車の振動：理論自動車工学，山悔堂， 1958.7. 

教授水町長生

ラジアルガスタービンの研究（第 6恨）：日本横械学会内燃機関綜合講演

会前刷， 1958.5. 

高性能ラジアルガスタービンの研究 (1,2,3,4): 機械の研究， 10,9, 10, 

11, 12, 1958. 9, 10, 11, 12. 

教授田宮 真

遊動水の動的影孵について：造船協会論文集， 103,59-67, 1958. 7. 

助教授松永正久

ラッビングに関する研究（第 10報，平面ラップ盤による湿式ラッビン

グ）：精機学会春季大会購演会前刷， 2,16-19, 1958. 5. 

接触電気抵抗測定法による表面検査（第 1報，原理および装置，第2報，

実験結果）：（萩生田善明・内藤敏と共著），同上， 90-93.

加工面の変質層：金属， 28, 10, 721~725, 1958. 10. 
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バレル仕上の品礎：金属表面技術， 9,10, 388-394, 1958. 10. 

助教授大島康次郎

An Digital Servomechanism Applied to the Numerical Control of 

Machine Tools : Preprint for Congreso Internacional de Automatica 

held in Madrid, 1958. 10. 

試作ステッピングモータにつし、て：（、江川巌と共著汀，第 1回白動制御連合

講演会前刷， 1958. 11. 

油圧平衡方式サーボ弁につし、て：（左治木清汗他 3名と共著），第 1回自動

制御連合講演会前刷， 1958. 11. 

電気油圧双動形サーボ機構の蝉析：（富成襄，黒崎和彦と共箸），第 1回自

動制御連合講演会前刷， 1958. 11. 

電気油圧双動形サーボ機構の実験：（富成襄，黒崎和彦と共粋），第 1回自

動制御連合講演会前刷， 1958. 11. 

数値制御とt作機械：日本機械学会誌， 1958. 6. 

ヱレクトロニクス講座，機械工業への応用：共立出版， 1958.7. 

自動制御の迎歩：精密機械， 1959.2. 

助教授植村恒義

瞬11月写真川電気的シャッタの研究（第2報）：（外 1名と共性），第 5回応

用物理関係連合講演会予稿集， 239, 1958. 4. 

ドラム式超靡速度カメラの研究（第4報）：（伊藤突治と共著），第5回応

用物理関係連合講演会予稿集， 241, 1958. 4. 

ロケットの光学的追跡に関する研究（第7報）：（外 1名と共著）， ロケッ

トの光学的追跡に関する研究（第 8報）：（外 1名と共許），第 5回応用

物理連合講演会予稿集， 177-178, 1958. 4. 

翡速度写真：日本機械学会主催，機械技術者のための写真技術1こ閲する講

習会テキスト， 117-130,1959. ,2, 10. 

助教授安藤良夫

原子炉用軽金属の溶接：日本溶接協会原子力研究委員会編「原子力工業講

座」第 17章 430. 溶接ニュース出版局， 1958.

溶接した工業用純チタンと実用耐食合金の耐食性の比較：（藤村理人，飛

田正蔵と共著），溶接学会誌， 27,9, 538-542, 1958. 9. 

助教授石原智男

1段型卜）レクコンバータの一実験：（外 2名と共著），機械学会，第 35期

通常総会講演会前刷 1958.4, 3. 
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差動型油圧伝動装置の性能（第1報）：機械学会東京秋期購演大会前刷，

1958. 10, 28, 

流体トルクコンバータの応用：日本機械学会誌， 61,470, 248-251, 1958會

助 教授高橋幸伯

水位計について：造船協会論文集， 103,149-154. 1958. 7. 

助教授森 政弘

Statistical Treatment of Sampled-Data Control Systems for Actual Ran-

dom Inputs: Trans. ASME, 80, 2, 444~456, 1958. 

プロセスにおける自動制御系の構成：オートメーション， 3, 4. 1958, g. 

-12. 

プロセスの叶肛制御の現状：エレクトロニクス， 1958-7, 1~4. 

逆応答プロセスのサンプ）レ値制御：（正満敏男と共著），第 1回自動制御連

合講演会前刷， 1958. 49~50. 

0. J. M. Smithの方法の拡張による逆応答プロセスの連続制御（松本幸生

と共著），第 1回自動制御連合講演会前刷， 1958.51-52. 

サンプル値制御とむだ時間対策：日本機械学会誌， 62, 480, 146~154. 

1959. 

助教授柴田 譜

パンタグラフの力学 (I[): 楓械学会第 35期通常総会前刷， 1958,4. 

遠隔操作装置：日本原子）J産業会議• 原子動力研究会講習会テキスト， v
6/6, 1958. 8. 

パンタグラフ架線系の力学 (I), (走行変動荷重による弾性文承上の弦の・

挙動）：第8回応用力学連合講演会前刷， 1958,9. 

パンタグラフ笑線系の力学 (II), (架線の動的特性他）：機械学会秋期東

京請演会前刷， 1958.10. 

パンタグラフの力学：電気鉄道， 12,10, 6-10, 1958, 10. 

運転中の燃料交換について：日本原子力産業会議， ジュネーブ・ペーパ・

セミナ・テキスト，炉工学部門， 46-55. 1959. 3. 

Dynamics of Pantograph: Proc. 8th Japan Not. Congr. for Appl. Mech .• 

1959. 3. 

助手井田富夫

水温を変えた場合のキャビテーションの一実験：機械学会東京秋期購演大

会前刷， 1958. 10, 28, 
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第 3
 
部

教授藤高周平

多チャンネル磁気録音式測定情報硲柏装置：（野村助敦授と

会東京文部大会， 40. 1958. 11. 

Investigations of Lighting Protection for Electric Power 

Japan: CIGRE会議・（パリ） 1958. 5. 

教授高木 昇

遠隔測定と遠隔制御：（大野翌と共箸），

1958. 4 

トランジスタのテレメータ，テレコンヘの応用：（大野翌と共粋），

45, 4. 32~38, 1958. 3. 

振動素子：電気通倍学会誌 41,4, 1958. 4. 

教授森脇義雄

待時式交換線群の一特性：（河村達雄と共著），

文集， 1061,1958. 5. 

パJレス平均頻度測定の一方式：（河村達雄・久保卓蔵と共著），

連合大会講演論文集， 1062,1958. 5. 

邸速度バルス波高分析装置：（河村達雄・久保卓蔵と共著），霊気通信学会

全国大会講演論文集， 255,1958. 10. 

パ）レス波靡分析岱の一方式：（河村達雄と共許），電気学会放射線計測委員

会資料， 35-3,1958. 12. 

教投沢井善三郎

抵抗溶接：（手塚ー富，塩飽万寿男と共著），溶接ニュース出！阪局， 1958.6. 

悲礎電子工学（第 1~5 章執筆）：電気学会大学講座， 1958. 10. 

抵抗溶接：第 14次東京都中小企繁幹部職貝研修テキスト， 1959.2. 

助教授安達芳夫

払礎電子工学：（沢Ji:善三郎，池田吉尭，関口忠と共著），

10. 

System in 

エレクトロニックス講座，共立社，

オーム，

4学会連合大会講演論

4学会

, 1958. 

トランジスタ

11. 

一様静磁界が存在する場合の平行平面屯極間空間露荷電埒問題，

年電気四学会連合大会講演論文集， 959,1958. 5. 

：（店i木昇，後川昭雄と共訳），無線従事者教育協会， 1958.

胄1和 33
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接合トランジスタの浮動電位の測定：（藤江明雄，市川勝男と共著），同前，

979, 1958. 5. 

成長接合トランジスタのエミッタ浮動電位の測定 (npn型と pnp型との相

異点について）：（市川勝男，斎藤敬助と共蒋），昭和33年度電気通信学

会全国大会講演論文集， 219, 1958. 11. 

助教授野村民也

電子管式アナログ・コンピュータによる徽分方程式の陰表的解法とその安

全条件：昭和 33年電気4学会連合大会論文集， 277 1957. 5. 

多チャネル磁気録音式情報密秘装置，電気学会東京支部大会論文集 1957,

10. 

助教授尾上守夫

Tables of Modified Quotients of Bessel Functions of the First Kind 

for Real and Imaginary Arguments: Columbia University Press, New 

York, U.S. A., 1958. 

Gravest Contour Vibration of Thin Anisotropic Circular Plates : J. Acous. 
Soc. Am. (U.S. A.) 30, 634-638, 1958. 7., 55 th Meeting Acous. 

Soc. Am. Poper No. U7, 1958. 5. 

Contour Vibrations of thin Rectangular: J. Acous. Soc. Am. (U.S. A.) 

30, 1159-1162, 1958. 12. 

ドリフト・トランジスタのアドミッタンス変調一特にその誘導性アドミッ

タンスー：（安達芳夫・後川昭雄と共著），電気4学会連合大会講演論文

集， 981, 1958. 5. 

Modified Quotients of Cylinder Functions : Mathematical Tables and 

Other Aids to Computation (U. S. A.) 10, 27, 1956 .1. 

Contour Vibrations of Isotropic Circular Plates : J. Acous. Soc. Am. 

(U.S. A.) 28, 1158-1162, 1956. 11. 

助教授黒川兼行

空胴共振謡の一般諭；材料測定：電気通倍学会編，マイクロ波工学， コロ

ナ社， 1958.

The Expansions of Electromagnetic Fields in Cavities : Trans. IRE, 

MTT-6, 2, 178-187, 1958. 4. 

模型送電線：こよる電力線搬送の分布結合に恨lする理論的ならびに実験的研

究：（高木，斎藤外4名と共著），電学誌， 78,6, 1958. 6. 

IGY硯測ロケットのアンテナ：電気4学会連合大会講演論文集， 847. 
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1958. 

導波管内を伝播する屯磁界の店本的性質：電気学会電磁界理論研究屯門委ァ

1958. 9, 29. 

薄波管の壁面インピーダンスと伝播定数：信学誌， 42,1, 27~32. 1959, 1. 

バラメトリック増幅器の縦続接続：電気通信学会マイクロ波伝送研究専門

委 1959. 1, 20. 

瑶波管の壁面インピーダンスについて：電気通信学会，マイクロ波，アン

テナ研究専門委，電気学会，電磁界理論研究専門委，合同委員会， 1959,

2, 18. 

助教授浜綺襄二

パラメトリック増輻器の液続接続：（黒川兼行と共著），電気通信学会マ f

クロ波伝送研究専門委員会， 1959. 1, 20. 

助手後川昭雄

ドリフト・トランジスタのエミッタ悴壁容屎：電気通倍学会全国大会講演

論文集， 211,1958. 11. 

第 4部

教校岡宗次郎

分析化学上，下（編および一部執筆）：丸善，実験化学講座， 15.

教授高橋武雄

電流滴定法を適用した連続電屎滴定法：（桜Ji'-裕と共著）， 分析化学， 7,
296-300, 1950. 5. 

第一鉄塩を用いた連続屯屎滴定法：（桜井裕と共著），分析化学， 7,631-635,

1958. 10. 

アセチレンの製造法の進歩：高圧ガス協会誌， 22,285-290, 1958. 7. 

直判分析につし、て：計測， 8,467-471, 1958. 8. 

Some Development in Recording Polarography : (仁木栄次と共許），

TALANTA, 1, 177-183, 1958. 7. 

An Improved Alternating Current Polarograph : (仁木栄次と共著），

T ALANT A, 1, 245-248, 1958. 9. 

Studies on Coulometric Cerimetry in Organic Analysis, Acta Do Cong-

resso 1, 949-963, 1957 XV Congresso Internacional De Quimicai 
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Puro E Aplicado (Quimica Analitica) 

アルギン酸プロピレングリコーJレエステルの製造：（西出英ーと共著），工

ィヒ， 61, 441-444, 1958. 4. 

アルギン酸ソーダの重合度分配：（笠原文雄，水本竜男と共著），工化， 61,

1292-1294, 1958. 10. 

アルギン酸をイオン交換体とする金属イオンの分離定量：（江村悟と共著），

分析化学， 7, 568—571, 1958. 9. 

アJレギン酸とその工業：化学と工業， 7, 596—606, 1958. 7. 

教授永井芳男

4ークロルナフタル-NーメチJレイミドとベンゾアントロンとのナトリウムア

Jレコラートによる縮合：エ化， 61,1271-4. 

ィンダンスロンの連続的製造：（後藤信行と共著），工化， 62,485. 

教授山本 寛

飛沫同伴に関する研究ー液状放射性廃棄物の蒸発処理ー：化学工学， 22,

680~687, 1958. 

放射性廃棄物の廃棄処理について：化学工学， 22, 744—747, 1958. 

教授浅原照三

過酸化ベンゾイルを反応開始剤とするエチレンと四塩化炭素とのテロメリ

ゼーション：（高木行雄と共著）エ化誌， 62,396-402. 1959. 3. 無水

硫酸による脂肪酸の aースルホン化に関する研究：油化学， 27-30, 1959. 

1. 

炊質油ー有極性添加剤系のサビ止油試験法としてのミクロ評価法とその統

計的解析：（後藤健一と共著），金属表面技術， 10,58-66, 1959. 2. 

ニトロパラフィンとホルムアルデヒドとより生成したアミノアルコールの

脂肪酸塩：エ化誌， 61, 1162~6, 1958. 9. 

油脂に関する分析：分析化学（進歩総説号） 116~9 1958, 12. 

活性剤に関する研究 (I)サーファクタント， 1,2-4, 1958. 6. 

II (JI) II 2, 2-4, 1958. 11. 

” (IlI) II 3, 2-5, 1959. 3. 

助教授野崎弘

A Theory on photosensitivity and Development in Silver Bromide Emu!-

sion: Photographic Sensitivity Tokyo Symposium. 2. 189-192, 

1958. 6, 1. 

セレン感光板の温湿度の影需：（坂田俊文と共著），電子写真懇話会講演予
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困埒， 3, 1958, 11, 29. 

助教投加藤正夫

Tm-170を用l、た軽合金のガンマ線ラジオグラフィに関する研究：（小林

昌敏•関和一郎と共著），第 2 回日本アイソトープ会議論文集， 59-63,

1958. 8. 

放射線追跡子によるエンジン摩耗の研究（第 1恨）一重外環唸核衝撃による

放射性ピストンリンゲについて―:（津田野敏， 高井義郎， 梅原明と共

著），第2回日本アイソトープ会議論文集， 88-93,1958. 8. 

Isotopes in Industry: Text Book of the UNESCO Training Course in 

the Applications of Radioisotopes in Scientific Research, 日本原子力

研究所アイソトープ研修所， 1958.9. 

Radioactive Tracing of Litoral Drift : と共著） The Exhibition 

in the Second International Conference on the Peaceful Uses of Ato-

mic Energy in Geneva, 1958. 9. 

ラジオアイソトープの工業利用：（井上，三輪その他数氏と共著）， ジュネ

ープ・ペーパ・ゼミナール・テキスト，日本原子力産業会議， 91-130,

1958. 3. 

助教授山辺武郎

炭酸イオンの陰イオン父換平衡：工業化学雑誌， 61, 12, 1531. 

硼酸のイオン排除による食塩からの分離（下条うた子，田中米吉と共著），

日本塩学会誌， 12,5, 272. 

助教授武藤義一

希土類元索の分析法，第2恨）：（間宮真佐人と共著），日化， 79,809-812, 

1958. 7. 

化学への応用：エレクトロニクス講座，応用篇，5,16, 共立出版， 1958.7. 

諸元索分析法：実験化学講座， 15, (下） 42, 丸：善， 1958.9. 

助教授今岡 稔

フッ硫酸塩ガラスの研究： 1こ化， 61,1121, 1958. 9. 

助教授中村亦夫

イオン文換樹脂による糖類の収着：（吉弘芳郎， 日暮幸一郎と共著），工化

肩志， 61, 9, 96. 

ベンジジン；こよるブドウ糖水溶液中の H.M.Fの比色定屈：（吉弘芳郎と

少l叶序）， Jこ化誌， 61, 8, 62. 

着色プドウ餅水溶液中の H.M.Fの比色定量：（吉弘芳郎と共哨），工化誌，
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62, 2, 58. 

技官原善四郎

ソ連の粉末冶金：金属， 28,4. 

第 5部

教技渡辺 要

と建築：彰国社， 1958. 10. 

暖房設計用地中温度と地下室の暖房負荷：日本建築学会論文報告集： 60, 

1958, 10. 

合板の吸音性について（板状吸晋材の吸音特性）：（石井聖光，木村翔と共

著）， 日本建築学会論文報告集， 60,1-4, 1958. 10. 

拡散体を取り付けた平面壁からのエコーの分布に関する超音波を利用した

模型実験：（石井聖光と共許）， 日本建築学会関東支部研究発表会梗概

集，第4部会， 9-12,1959. 1. 

教授坪井善勝

印度の建築：建築雑誌， 73,861, 1958. 8. 

震度と耐震壁と砧礎：建築雑誌， 73,862, 1958. 9. 

鉄筋コンクリート板の曲げ破壊性状について：（末永保美と共著），建築学

会関東支部研究会，第 24回発表会， 1958.6. 

くぎ接合に関する実験報告<(矢代秀雄と共著），建築学会関東支部研究会

第 24回発表会， 1958.6. 

非線型殻構造一般式：（角野晃二と共著），応力連合講演会，第8回， 1958,

9. 

逆対称曲げをうける円筒殻の弾性実験：（川口術と共著），建築学会論文報

告集， 60,1958. 10. 

波型折面構造に関する実験的研究：（堀田茂と共著），建築学会論文報告集，

60, 1958. 10. 

球形殻の非対称曲げ理論， 1曲げの微分方程式：（秋野金次，腺闘厠と共著），

建築学会論文報告集， 60,1958. 10. 

球形殻の非対称曲げ理論， 2.-Gegenbauer Function (超球函数）：（秋野金

次，鄭洞と共著），建築学会論文報告集， 60, 1958. 10. 
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H-P. シェルに閃する実験的研究：（青木繁と共竹），建築学会論文報告集，

60, 1958. 10. 

仕口における鉄筋の付着に関する実験的研究• その 3 (鉄筋コンクリート

架構接合部に関する研究• 第 16報）：（矢代秀雄と共著）， 建築学会論

文報告集， 60, 1958, 10. 

軸力とせん断）］とを受ける鉄筋コンクリート柱の実験的研究：（若林実，

末永保美と共許），建築学会論文報告集， 60,1958, 10. 

軌力とせん断力とを受ける鉄筋コンクリート柱の実験的研究—牙jf筋形式の

効果（その 1)-:(末永保美と共著），建築学会関東支部研究会第25回

発表会， 1959,1. 

教投丸安隆和

多角水準測鼠：オーム社， 1958. 10. 

論文

航辛写頁測拭用カメラのロケット観測への利用測鼠： 9-5. 

航空写襄の最近の発達と利用：土木学会夏期講習会用テキスト．

天然色航空写襄に恨］する研究：土木学会論文集， 60, 別冊 3-2.

コンクリート品質管理とその効果：発電水力協会バンフレット．

助教授勝田高司

ダクト系の緊音制御について：（後藤滋，寺沢達二と共著），衛生工業協会

誌 32,6, 345-363, 1959, 6. 

2, 3の吹出口の形式とその兌生音について：（後籐滋，寺沢逹二と共著），

日本建築学会論文報告集， 60,12-20, 1958. 10. 

絨維¥戸材パネル型ヱア・フィルタの試作研究：（同上）．同上， 169-172.

引違い鋼製サッシの気密，水密試験：（後藤滋，寺沢逹二と共許）， 日本建

築学会関東支部第 25回発表会， 1959. 1. 

箱形消音指の消音特性に関する実験：（同上），同Iニ・

助敦校池辺 陽

モデュー）レ砧礎理論――数値の等比的展間について一一：建築学会閾東文

部研究発表会， 1958.7. 

数値選択の理論――予三デュール陥礎理論ー一：建築学会論文報告集， 60,

1958. 10. 

GMモデュール：国際建築， 1958.7. 

工業化のためのデザイン：住宅， 38, 39, 42, 43, 44, 45. 建築文化，

138. 
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建築モデュール：，標準化大会講演会 1958. 10. 

助手石井聖光

定常状態における室内音場分布の実用計節について：日本音聾学会講演論

文集， 61~2, 1958. 5, 

壁面からの "Echo"に関する模型実験について（第2報）：同上， 81-2,

1958. 5. 

吸音バッチした壁面からのエコーに関する模型実験：同上 157~s, 1958. 

10. 

吸音パッチによるエコー防止に関する超音波を利用した模型実験：日本建

築学会論文報告集， 60, 13~6, 1958. 10. 

拡散体を取り付けた壁面からのエコーの分布に閃ずる超音波を利用した模

型実験：同上， 61,1959. 3, 
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付 録

1 国立学校設置法抜幸

国立学校設置法町和 24年5月 31日公布法律第 150号

第2章国立大学

第4条 国立大：ドに，左衣（下）の通り研究所を付置する．

大学の名称 研究所の名称 i位置！ 目 的

東京大学
生産技術

了 ＇千葉県
i 生産に関する技術的問題の科学的総

研究）「r 合研究並びに研究成果の実用化試験

2. 生産技術研究所内の諸規定

目次

A)航空研究所・生産技術研究所連絡会議内規...........................124 

B)生産技術研究所連営関係委員会設盟規程・……....………, ...... …124 

1) 常務委員会規程............................................................124 

2) 特別研究審議委員会規程抜幸..........................................125 

3) 工作委員会規程抜幸•・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・.126

4) 図苫委員会規程抜幸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・，．．・・・・・・・126

5) 写真委員会規程抜草•・・・・.................................................126 

6) 出版委員会規程抜幸・・・................................................・・・127

7) 営絶委員会規程............................................................127 

8) 共通施設委員会規程•・・...............................................・・・.12s
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A)航空研究所・生産技術研究所連絡会議内規

第 1条 航空研究所• 生賄技術研究所は，その事業を行うにあたり，互いに緊密な連

絡をとり，事業の円滑な運営を目的として協同的に処刑すべき問題について，連絡

協議するため航空研究所・生廂技術研究所連絡会議（以下会議と称する）を設Itろ

第2条会議は，委員および幹事で組識する

委員は，議事を協議決定し，幹事は庶務・会計の事務を行う

第 3条委員は，次の通りとする

L 航空研究所長

2. 生産技術研究所長

3. 航空研究所所属の教授• 助教授の中から遥ばれた者5名以内

4. 生産技術研究所所属の教授・ 助教授の中から近~ばれた者 5 名以内

所長でない委員の任期は， 2年とする

幹事は，航空研究所事務長および生産技術研究所事務長をこれに充てる

第 4条会議（ま，毎月 1回常例的に開佃すなただし必要があるときは，双方協議り）

Iー：臨時に会議を開催することができる

第 5条 会議の議長は，交互にいずれかの所長がこれに当る

席 6条 会議が必要と認めた場合は，委員以外のものを参加させ，その怠見を闘くこ

とができる

付凡lj

この内規は，昭和 24年 12月 15日から実施する

B)生産技術研究所運営関係委員会設置規程

第 1条 生廂技術研究所長は，所内の連営l::の諸問題：こついて必要ある場合（ま，その

目的別に委員会を設けることができる

第2条 前条の委員会は，所長の諮問に答え，所内の連営の向上，合理化，処理方針・

等の審議を行うものとする

第 3条 所長が必要と認めたときは，委員会の長に連営事務の一部を分掌させろこと

ができる

第 4条各委員会の目的，構成，任務等については，別に定める規程こよる

1) 常務委員会規程

第 1条 東京大学生産技術研究所に常務委員会（以下委員会と称する）を直<

第2条 委員会は所長の諮問に応じ所の運営に関する重要事項を審議企画し，且つ常

務の打合せをなす外，次の事項を行う

L 教授総会から委託された事項を処理すること

2. 生研報告発行に関する特談をすること
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3. 委託研究の受諾の可否に関する審議をすること

4. その他所長が必要と認めた事項

第 3条常務委員は各研究部2名をもって組織し，その部の教授・助教授の互送によ

る

第4条 常務委員の任期は 1年とし補欠委員の任期は前任者の残任期間とする．引続

き2期在任した常務委員は任期満了後2年間は‘常務委員に逗ばれることができない

ただし補欠委員として 1年に満たない期間は在任期間と見倣さない

第 5条所長は委員会を招集し，その議長となる

第6条 所長は委員会の議事を円滑にするため必要ある場合は常務委員を指名して＇ド

前調査または事前審談等を行わせることができる

第7条 第3条により選出された常務委員の中 1名を部主任としその部を代1<する

第 8条 委員会における各部 2名の常務委員は全く同等の立場に立つものとすろ

第9条 委員会には代理者の出席を認めないただしその部所属の常務委員が 2名と

もに出席できない場合は，その部の教授または励教授の中から 1名を出席させなげ

ればならなし、

第10条 常務委員が病気その他悔タト出張等で長期に豆り出席できないときは臨時代狸

を置くものとする

第11条 所長が必要と認めたときは，常務委員以外のものを委員会に列席させ慈見を

きくことができる

1;1寸 f!lj

この規程は昭和 33年6月 18日から実施する

2) 特別研究審議委員会規程抜幸

第 2条 委員会は，所長の諮問に答え，次の事項を審議する

1. 特別研究費の配分に関すること

2. 特別研究費の予邸要求資料の作成

3. 特別研究費による事業の逹成に関する事項

4. その他特別研究に関し，所長が必要と認めた事項

第3条 前条にいう特別研究費とは，各部に経常的に配当される研究費以外で，研究

所の使命達成のため，特別に配付された研究費，または生研内で特別に考應された

研究費等をいい，科学研究費・受託研究費および常務委員会において特に除外した

ものは含まない

ただし，科学研究費の内，機関研究費・ 化学促進研究費および輸入機械期入費は，

本委員会において取扱うものとする

第 4条 委員会は，委員 10名で組織し，内 1名を委員長とする．委員長は委員の互

選とし，第7条による改選の都度これを行う

第 5条 委員は，研究部の各部2名とし，その部の教授・助教授の互送による（以下
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略す）

3) 工作委員会規程抜幸

第 2条 委員会は，試作工場の業務運営を円滑にするため，次の事項について審議す

る

1. 試作工場の運営に関する重要事項の企画ならびに立案

2. 作業能率向上に関する事項

3. 業務実施に関する連絡調整

4. その他必要な事項

第 3条 委員会は，委員長の他に委員若干名をもって組織する

第 4条 委員長は，本所教授の中から教授総会で選出する．委員は次の通りとする

1. 研究部の各部ごとに，その部の教授・助教授またはこれに準ずるものの互選に

よるもの各1名

2. 所長が必要と認め，教授総会の承認を得た者若干名

（以下略す）

4) 図書委員会規程抜幸

第 2条 委員会は，所内図沓室の運営について次の事項を行う

L 図書室運営に関する事務監督

2. 図書運営に関する企画ならびに立案

3. 図書運営に関する連絡調整

4. 購入図書の選択

5. その他必要と認めた事項

第3条 委員会は，委員長の外，委員 10名をもって組織する

第 4条 委員長は，本所教授中より教授総会において選出された者，また委員は，研

究部ごとに 2 名とし，その部の教授• 助教授またはこれに準ずる者の互選によった

者が， これに当る

（以下略す）

5) 写真委員会規程抜幸

第 2条 委員会は，写真室の業務運営を円滑にし，写真技術の向上を図るため下記の

事項を行う

1. 写真室運営に関する企画ならびに立案

2. 写真業務の予定計画ならびに実施報告に対する検討

3. 写真業務実施に関する連絡調整

4. 材料の入手使用ならびに業務技術に関する助言

5. 一般写真および高速度写真用設備・機械・器材の整備充実に関する企画
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6. その他必要と認めた市項

第3条委員会ぱ，委員 5名および専門委員若干名で組織し，委員の中 1名を委員長

に他の 1名を副委員長とする

委員長および副委員長は委員の互選による

第4条委員は，各研究部ごとに 1名とし，その部の教授・助教授ならびにこれに準

ずるものの互選による

第 5条専門委員は，委員長の依嘱による

第 6条委員長，副委員長および委員の任期は 1年とする

ただし，重任をさまたげない

6) 出版委員会規程

第 1条東京大学生産技術研究所に出版委員会（以下委員会という）を置く

第 2条 委員会は，下記出版物の出版に関して必要な事項を処理する

1. 生産研究

2. 東京大学生産技術研究所報告

3. 東大生研案内

4. 東京大学生産技術研究所年次要覧

5. 生研リーフレット

6. その他必喫な出版物

第3条 委員会は，委員長 1名，委旦 12名，屯門委貝若干名で組織する

第4条委員長は，本所教授中から教授総会で選出する．任期は 1年とし侮年4月I

日に改める．重任をさまたげない

委員は教授，助教授またはこれに準ずるものの中から， 1, 3, 5部から各2名， 2,

4部から各3名をそれぞれの部で選出する．任期は 1年とし，侮年4月1日と10月

1日にその半数を改める．重任をさまたげない

専門委員は委員長の要請に応じて所長が委嘱する

第 5条 委員長ぱ，委員会を招集してその議長となる

第 6条 委員長が必要と認めたときは，特定の事項につき小委員会を設けること，ま

た委員以外の者を委員会に列席させて意見を聞くことができる

・ 付 且iJ

1. この規程は昭和 33年 10月1日から実施する

2. 生産研究幅集委員会は昭和 33年9月 30 日限り廃止する

3. 生産研究絹集委員会の委員長または委員であって，昭和 33年 10月1日以降

任斯が残存すろものは，その残存任期中本委員会の委員長または委員となるもの

とする

7) 営繕委員会規程
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第 1条 東京大学生産技術研究所に営繕委員会（以下委員会という）を置く

窮2条 委員会は所の施設の整備改善，合理的連用および将来計画に関し次の事項を

行う

1. 七地，建物，工作物等の新営，ならびに維持管理に関する令圃および立案

2. 電気，通信，ガス，水道，暖房等の合理的使用方法の検討ならびに助言

3. 構内警備に関する企画ならびに助言

4. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会ぱ委員長 1名，幹事 1名，委員 5名および専門委員芳干名で組織すろ

第4条 委員長は本所教授中から教授総会で選出する

幹事は委員長の要請に応じて教授• 助教授中より所長が委嘱する

委員は各研究部ごとに 1名とし，その部の教授・助教授の互選による

専門委員は委員長の要請に応じて所長が委嘱する

第 5条 委員長および委員の任期は 2年とし重任はさまたげない

第 6条 委員長は委員会を招集しその談長となる

第 7条 幹事は委員長を補佐し委員会の業務に必要な企画，連絡，調整に当る

第 8条委員長は必要と認めたときは特定の事項につぎ小委員会を設けることができ

る

第 9条 委員長が必要と認めたときは委員以外の者を委貝会に列席させて意見をぎく

ことができる

Ff寸 HI]

この規程は昭和 33年6月 18日から実施する

8) 共通施設委員会規程

第 1条 東京大学生産技術研究所に共通施設をおき，その連営を円滑にするため共通

施設委員会（以下委員会という）を置く

第2条 共通施設とは所長が認定した特別な施設で，所内のものがこの施設を利用す

る際には当該施設管理責任者が義務的に協力するものをいう

第 3条 委員会が行う事項は次の通りとする

1. 共通施設の設定または取消しの審議

2. 共通施設の利用および運営に関する企圃，切定なちびに連絡調整

3. 共通施設維持，運営費の配分の審議

4. その他必要と認めた事項

第 4条 委員会ほ委員長および委員若干名で組織する

第 5条 委員長は本所教授中より教授総会で選出する

委員は，各部より選出された教授または助教授各 1 名と各施設の担当教授•助教授

またはこれに準ずる者各1名および所長が必要に応じて委嘱する者とする

第 6条 委員長および委員の任期は 1年とし，重任を妨げない
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第7条委具長は委員会を詔集し，その議長となる t

第 8条 委員長が必要と認めたときは，委員以外の者を委員会に列席させて意見をき

くことができる

付且lj

この規定は昭和 32年 9月 25日より実施する

9) 観測ロケット委員会規程抜幸

第2条 委員会は所内における観測ロケットに関する唸務を円汁｝に行うため次の事項

を行う

1. 所内における業務の連絡・調整・推進

2. 観測ロケット業務の重西事項審譲

3. 観測ロケット業務の連営に関する助言

4. その他必嬰と認めた事項

第3条委員会ぱ委員長および委員 7名以内で組織する

第4条委員長は所長がこれに当る

委員は次のとおりとする

1. 研究部ごとにその部の教投・助教授の互選によるもの各 1名

2. 工作委員会・ 写襄委員会・各委員中よりその代表各 1名

ただし，研究部より選ばれた委員が工作委員会委員または写真委員会委員である場

合はそのものに第2号の委員を兼ねさせることができる

委員の任期は 1年とし，重任をさまたげない

第6条 観測ロケット研究班は下記市項：こつき委員会の承認を受けなければならなしゞ

1. 予舘に関すること

2. 実施計画に関すること

3. 実施後の経過報告

4. 生産技術研究所の運営に関連ある重嬰事項

5. その他観測ロケット研究班において必要と認めたボ項

第7条委員長が必要と認めたときは，観測ロケット研究班に対して説明を求め，ま

たは文内を提出させることができる

第8'冬 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを委員会に列席させ，絃見を

ぎくことができる

付’且u・

この規程は昭和 31年 1月 18日から実施する

10) 厚生委員会規程抜幸

第2条 委員会は本所の駆生に関する施設ならびに事業の円滑な運営を図るため次の

事項を行う
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1. 職員，大学院学生の体育，保健，衛生，福利ならびに職員のレクリェーション

等に対する企画，運用に関する事項

:2． 厚生事業部の運営に対する助言

3. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は委員長および委員 8名以内で組織する．委員長は所長が委嘱する

第4条 委員は下記に従い所長が委嘱する

1. 研究部ごとに 1名とし，その部の教授・助教授ならびにこれに準ずるものの互

選によるもの

2. 事務部は事務長

3. 所長が必要と認める職員および大学院学生の代表2名以内

第5条 委員長は委員会を招集し，その議長となる．委員長および委員の任期ぱ 1年

とすなただし，重任をさまたげない

（以下略す）

C)生産技術研究所報告発行内規

第 1条東京大学生産技術研究所報告（以下生研報告と称する）の発行はこの内規に

よって行う

第 2条 生研報告は生究技術研究所（以下生研と称する）の研究業緒を学外に発表す

るを目的とする

第 3条 生研報告の発行に関する審議は，この内規に従って生研報告発行委員会（以

下委員会と称する）が行う

委員会の規定（ま，別にこれを定める

第 4条 生研報告に掲戟する論文は生研職員の研究成果または生研職員が中心となっ

て行った共同研究成果でその部の推薦を経たものとする

第5条 生研報告に掲載する論文は新しく発表する研究報岩とする．ただし，学会誌

等に概要を発表した研究報告を詳細にまとめたもの，または分割掲戟した研究成果

をまとめて発表する場合はこの限りでない

第 6条 生研報告に掲載する論文は 1篇，または 2篇以士．を 1冊として発行する

第 7条 前条について委員会は著者の希望を勘案してこれを決定する

第 8条 生研報告に用いる文は，欧文または和文とし，和文の場合は本文の 10%以

内で 2ページを越えない範囲の欧文梗概を付するを原則とする

第 9条 生研報告は不定期に発行し，およそ 300ページを単位として巻を改めな発

行部数はその都度定める

備考

1) 第4条により論文を推餓する場合は原則としてその内容につき部を中心とす

る関係者の間で十分の討議を経ることを要する

2) 大学院学生および研究牛の研究論文も第4条に準じて取扱うことができる
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D)生産技術研究所研究員取扱内規

第 1条 生産技術研究所において次の場合において，所長は総長に上申の上研究員を

置くことができる

1. 生産技術研究所において一定期間特殊な事項の研究に対し，所外の者に研究の

協力を委嘱する必要ある場合

2. 学内，学外より，生産技術研究所の施設を利用し一定期間研究することを依頼

され，所長が差支えないと認めたとき

第2条 研究員は，大学卒業または同程度の学力を有し，研究事項について1ま相当の

経験を有するものでなければならない

第 3条 研究員に対して第 1条第 1号の場合は手当を文給することができる

第4条 第1条第2号の研究員にして特に費用を要するものぱ，その実費を負担させ

ることができる

第 5条 研究員は，本所職員に準じて取扱う

ただし，別段に定められている事項についてはこの限りでない

第 6条 研究員は，本所において研究した成果を発表するとき，または特許権等を申

請する場合は，予め所長に協談しなければならない

第7条 各部において研究員を置こうとするときは，その部の主任は内申渥を所長に

提出しなければならなし、

内申書は，氏名，身分，研究目的，研究期llil,研究方法，手当の頷，その他必要な

事項等を記入し，また本人のI役歴饗を添付しなければならない

第8条 所長は，内申書が提出されたときは，常務委員会に諮り総長に上申する

第9条 研究員は，研究期間中といえども本所において，培支えある場合は発令を取

消すことがある

付 且り

この内規は昭和 26年 10月1日より実施する

E)生産技術研究所研究生規程

第 1条 生賄技術に関する事項につき研究を希望する者があるときは，本所において

支障がない楊合に限り，研究生として人所を許可することがある

第 2条 研究生として入所を許可する者は，大洋：学部を卒業した者もしくはこれとli:il

等以上の学力を有する者，または相当の経験を有する者で，本所において適当と認

めた者とする

第3条 研究生を希望する者は，所定の願署に履歴饗を添えて所長1こ差出さなければ

ならなし、

第 4条 研究生は，所長の指揮監督を受け，本所が指定した教官の指3話の下に研究に

従事しなければならない
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第 5条 研究生がその研究業績を発表しようとするときは，必ず指埒教官の承認を受

けなければならない

第 6条研究生は，入学料として金500円を納付しなければならない

第7条 研究生は，研究料として月額金600円を 3月または 6月分前納しなければな

らないただし特に多額の費用を要する場合は，別に自弁させることがある

2. 既納の研究料は，還付しない

第 8条研究生の研究期間は， 1年以内とする

2. 当初決定された研究期間を経て更に研究を継続しようとするときは，その理由

を具して所長に願出で，許可を受けなければならない

第9条 研究1:(ま研究期間の終りに，その研究状況および成果を記戦した報告魯を指

郡教官を経て所長に提出しなければならない

2. 研究生の研究期間が 1年以上にわたるときは， 1年の終りにおいて，その研究

状況の中間報告書を前項（こ準じ提出しなければならない

第10条所長（ま，疾病その他の事由により，研究を継続することが不適当と認めると

きは，その研究生に対し，退所を命ずることがある

第11条 研究生が期間満了前に退所しようとするときは，理由を具してその旨を所長

に願出なければならない

第12条 官公署または会社等より，依託研究生を入所させようとする場合も，本規程

により取扱う

付則

この改正は，昭和 31年4月1日から適用する．ただし，改正前から引続き在学する

研究生の研究料は，なお従前の例による
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F)生産技術研究所受託規定

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下本所という）に対し，生産技術に関係がある

学理的問題または物品等の研究・試作・試験・検定• 製作・調査等を委託しようと

する者があるときは，本所で適当と認めたときにこれを受託する

第2条 前条の委託をしようとする者は，別紙様式(1)に定める申込瞥を提出しなけれ

ばならなし、

受託を承諾したものに対しては，別紙様式(2)の受託承諾薯を交付する

第3条 受託の承諾を得た者は，第5条に定めた料金を，指定の期間内に，本所に前

納しなければならない.-ただし，特別の事由があるときは，前項の料金の分納また

は後納を認めることがある

指定の期間内に前項の料金を納付しないときは，委託を取消したものとみなす

第 4条 一旦納付した料金は，これを返還しないただし，天災，その他やむを得な

い事由によって委託市項を遂行し得ないときは，その全部または一部を委託者に還

付することがある

様式(1)
受託申込苫

財HU'-i". 月 El
東京大学生産技術研究所長 口D口口殿
東京大学生産技術研究所受託規定により下記内
容をもって研究・試作・検定• 製作・調在を委
託したくお狽いいたします

現住所
氏名印
記（委託の内容）

1. 題目： i 
;、----—________I 

2. 目的および内容

3. 予群の範囲［

器具憤料等提1
供の有無

4. (認事） 1 

記入のこと 1 

5. 完成希塑期限

6. 公表猪予期限

7発明特許のあっi
•た場合の処四 1 

8. その他希望事項I
I 

甜！王t(2)
受託承諾凶

昭和年月日

殷

昭和年月 日附申込の委託事項は本所受託

規定に基き下記の条件によってこれを承諾しま

す

東京大学生産技術研究所艮 ロロロロ
記

分任担当者

第5条 第3条第 1項の料金ぱ，委託事項に要する経費を抑定してその都度これを定

める
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第 6条 本所が，受託事項実施中特に多額の費用を要し，納付された料金に不足を生

じると認めたときは，改めて委託者と協議することができる

第 7条 下記の各号の場合においては，委託者の受ける損害に対し本所は，その責を

負わない

L 天災，その他やむを得ない事由によって，受託事項を遂行し得ない場合

2. 委託を受けた物品の試験・検定等の間に損害を生じた場合

3. 委託者が，その責務を完全に股行せずと本所が認めたときに執った処理に基く

場合

第 8条 受託事項が完了したときは，その経過ならびに結果を委託者に報告する．た

だし，受託実施中において，委託者の希望によって中間報告をすることができる

第 9条 受託事項に関する成果を公表するときは，本所がこれを行う

前項の公表が委託者の利益を害するおそれがあると認められるときは， 2年以内，

その公表を猶予することができる

第10条 委託者は，本所が必要と認めたときは，補助者を一定の期間中派造すること

ができる

前項の補助者の勤務に閲しては，本所職員に準じて取扱うが，給料・手当• 旅費等

は， これを支弁しない

第11条 受託事項で，本所職員が発明したときにおける発明特許等に関する規定は，

別にこれを定める

付則

本規程は昭和 25年3月 11日から施行する

G)生産技術研究所輪講会要項

1. 本会は生産技術研究所輪講会と称する

2. 本会は生産技術研究所内における知識の交換を目的とする

3. 本会の事務を運営するため世話人を置く．世話人は各研究部より 1名ずつ選出し

内1名を世話人代表に互選する

4. 本会は毎月第3水曜日午後1時 30分から 2時 20分まで開催するのを原則とす

る．ただし，教授総会その他の都合により日時を変更することがある

5. 講演者は 1回1名とし，講演時間は 1名 45分（外に質疑討論5分）以内を原則

とする

6. 講演の順序は原則として順次各部より適当な購演者を送出し講演の 2週間以前ま

でに庶務掛1こ申出講演要旨を 1週間前までに送付するものとする

7. 庶務掛は当番部に購演の日から 1カ月以前に通知するものとする

＆ 世話人会は諸演者の決定その他本会に関する事項を処理するものとする

9. 臨時聴購希望者は世話人に申出て了解を得ることを要する

10. 輪講会を司会するため当番幹事を担当部より選出する
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